

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　誰でも一度は想像したことがあるはずだ。

　通りすがりに困っている人を見かけたとき、助けるかどうかという類たぐいの話を。

　その困っている人が誰もが振り返るような美女だったとして、上う手まく助けられたとしても、そうそうドラマが起こったりはしない。

　けれど、俺と先生との関係が「同じ学校の教師と生徒」というだけではなくなったのは、間違いなくあの出来事がきっかけだと思う。

　通りすがりに困っている人を見かけたら。

　その誰かが、生徒たちの憧あこがれの的である「美人すぎる先生」だったら。

　一年前に経験したその出会いと、それからの先生との関係を知り合いに話せば、きっと血けつ涙るいを流して羨うらやましがられるだろう。

　同時に言われるに決まっている。で、それはいつ見た夢の話なのかと。




　高校に入ってまだ間もない頃のこと。

　放課後に図書室で勉強してから帰ろうとすると、職員室前で、スーツを着た女の先生と生徒の保護者らしき女性が何やら口こう論ろんしていた。

「岸きし川かわ先生、うちの子はどうしても必要な用事があって、部活を休ませてもらうように頼んだはずです。なぜ試合のメンバーから外されないといけないんですか？」

　絵に描いたような保護者からのクレームというやつだった。先生という仕事は激務で、公立学校の教師というのは公務員の中でもかなりヘビーな部類に入るのではないかと思っていたが、まさにその通りなのだろうとその時思った。俺は安定した職業について調べることには熱心だったのだ。

　だから最初は、先生を心配するというよりは、他ひ人と事ごとのように大変そうだと思っただけだった。

　けれど岸川先生の凜りんとした声が聞こえて、俺は立ち去ろうとする足を思わず止めていた。離れたところから見ても、先生の立ち姿は毅き然ぜんとしていて──まさに、自分の意志を貫こうと戦う女騎士みたいだった。

「吉よし田ださんは、今年に入ってから部活の欠席が目立っていました。ちゃんと出席しているメンバーは、着実にタイムを上げてきています。先日の計測でも、吉田さんのクロールのタイムはぎりぎりで他の選手に届きませんでした」

　そのとき初めて、俺は岸川先生が水泳部の顧こ問もんだと知った。

　恥を忍しのんで告白すると、俺はそのとき先生の姿を目に収めることだけで意識がいっぱいになっていた。駄目だと思いながら、見てしまう──岸川先生を前にして、俺は自分の理性が大して強固ではないことを思い知らされた。

　先生は、とても胸が大きかった。

　俺は彼女を横から見るような位置にいたのだが、鎖骨の下あたりからスーツのジャケットが目を疑うほどの曲線を描いていて、山のように前に突き出している。それでいて全体のシルエットは細身なのだから、胸の膨ふくらみが目立つことこの上なかった。

　先生は流れるような長い黒髪を、後ろで一つに結んでいる。ほどけばきっと、腰までは届くくらいの髪の長さだったろうか。そして、見つめられたら身動きができなくなりそうなほど、涼すずやかな光を湛たたえた瞳──まさに、女め神がみだった。

　この学園において、実際に岸川先生が「二大女神」と呼ばれるうちの一人であり、イメージ通りに「女騎士先生」と呼ばれていると知るのは、それからすぐあとのことだ。

　しかしいかにも強い女性に見える岸川先生は、次の保護者からの一言を受けて、表情を曇らせることになる。

「事情があって休んでいた生徒を、試合のメンバーから外す。先生、おわかりになっていますか？　これはパワーハラスメントですよ」

「私は、そんなつもりは……」

「そんなつもりじゃない、では済みませんよ。うちの子はメンバーから外されて、水泳部を辞めたいとまで言っているんです。一時はご飯も食べられなくなって、可か哀わい想そうに……あの子は何も悪いことをしてないのに」

　部の中で競争があって、試合に出られる人数が限られているのなら、良いタイムを出して結果を残さなくてはならない。俺は中学では文化系の部にいたが、その中でも競争というものは存在していた。

　努力の結果として試合に出る選手が決まる、そのルールが「パワハラ」という問題にすり替えられ、捻じ曲げられようとしている。

　他人のことで正義感を発揮するのは、あまり利口なことではないと思っていた。

　──だが、そんなふうに割り切る日頃の自分を、すでに忘れそうになっていた。

「先生の指導方法に問題があって、うちの子が体調を崩していることは、教育委員会にも報告させてもらいます」

「……それは……」

　教育委員会。それが俺の中に引かれたラインを越えた。

　モンスターペアレントと言うほどでもないのかもしれないが、一方的に言い分を押し付けられる岸川先生を見ていて、放っておけなかった。

　上手く行く保証があったわけじゃない。岸川先生を助けたい、そのために何かができないだろうかとひたすら考えて、思いついたことは──。

「あの、ちょっといいですか」

「え……？　あなた、岸川先生のお知り合い？」

　声をかけると、保護者の女性だけでなく、岸川先生も驚いている。それはそうだろう、急に知らない生徒が話に割り込んできたのだから。

「俺はこの学校の一年です。先生の代わりに、俺に謝らせてもらえませんか」

「は？　無関係のあなたに謝ってもらっても、うちの娘は……」

「失礼ながら、話を聞かせてもらいました。吉田さんが悪いことをしてないのなら、俺は先生も悪いことをしていないと思います。でも、お母さんは謝って欲しいということですから、それなら俺が頭を下げます。すみませんでした」

　上手いやり方を思いついたわけじゃなかった。怒っている相手を、謝ればなだめられるというのも希望的観測にすぎないと分かっていた。

「そ、そんなふうに頭を下げられても……せ、先生も何か仰おつしやってください」

　先生も黙っているわけにいかず、俺の肩に手を置いた。俺はそれでも顔を上げなかった──すぐに先生に従えば、ただの茶番で終わってしまう。

「君がそんなことをする必要はない。これは水泳部の中での問題だ。吉田は部を休んでいて、部員たちも心配している……少し部活を休んだからといって、厳しくしすぎたかもしれない」

　有望な選手でも、部活以外のことに目が向いてしまうことはある。

　実のところ、吉田さんが部活に出ない間友人と遊んでいたことも岸川先生は把は握あくしていた。それでも言い返さなかったのは、話がこじれることを恐れたからだ。

　ここで保護者とも関係が悪化すれば、このまま吉田さんが退部する可能性が出てくる。岸川先生はそれを避さけたかったと、あとになって俺に教えてくれた。

「……あ、謝ってくだされば、それでいいんです。うちの子が練習に参加しやすくなるよう、先生には配はい慮りよしていただかないと」

　まだ俺は頭を下げたままでいた。保護者が捨すて台詞ぜりふのようなことを言って立ち去ったあと、ゆっくり顔を上げて、大きく伸のびをする。

　先生が俺を見ている。何か無む性しように落ち着かなくて、申し訳なくて、こんな言葉が口をついた。

「先生、余計なことをしてすみませんでした」

　これで先生を助けられたなんて思うのは、ただの偽善だ。

　だから俺は、すぐにその場から立ち去ろうとした。




「待ちなさい」




　制服の袖を持たれて、引き止められる。

　緊張しながら振り返り、一瞬思考が止まった──先生の表情を見て。

　彼女は少し怒ったみたいな顔をしていた。頰ほおが赤く、瞳は潤うるんでいる。

　先生の年齢をそのとき正確には知らなかったが、大人の女性にそんな顔をさせてしまうことを、俺は想像もしたことがなかった。

「なぜ、君が頭を下げた。私が一人で解決すべき問題だったのに」

　こういうことになるとも、俺は予想できていた。

　大人の問題に首を突っ込むのは良くないことだ。分かっていたのに、余計なことをしてしまった──そう思った。

「先生が頭を下げちゃいけないと思いました。俺が頭を下げても、特に減るものはありませんから。あれで引き下がってくれるかどうかは、ただの賭かけでした。考えなしなことをしてすみませんでした」

「……どうして、そこまで……私のことを、知っていたわけでもないのに」

「知らなくても、先生が間違ったことを言ってないことは分かったつもりです」

　先生はそのとき、目を見開いていた。生なま意い気きな口の利き方をしていると自覚していた俺は、その反応を良いものとは考えなかった。

　しかし悪い気はしなかった。俺は自分が思っている通りのことを言えたし、それで先生が怒るのなら仕方がないと思った。嫌われることには慣れていて、先生みたいな美人に睨にらまれるのは辛いことだが、自分の性格を考えれば仕方がない。

　俺に好感を持ってくれる人なんて、よほどの物好きしかいない。

　しかしそんな俺の内心をよそに、岸川先生が次に見せた表情は──笑顔だった。

「私のことでわずらわせてしまって、すまなかった。私が答えられないでいるのを見かねて、助け船を出してくれたのだな」

「は、はい……すみません、話に割って入ったりして」

「君が謝ることはない。私も、正直に言うと困っていた……何を言っても、親御さんの感情を煽あおってしまうと思ったからな。しかし、それで何も言えなくなってしまうのはもっと良くなかった」

　教師という人たちは、生徒に助けられても、それを簡単に認めたりはしない。そんなイメージを、俺は長年抱き続けていた。

　岸川先生は、その凝り固まっていたイメージをたった一言で砕いてしまった。

「君のおかげで助けられた。ありがとう……何かお礼をさせてもらえるだろうか」

　生徒の憧れを集める存在にして、女神と呼ばれている先生。

　彼女が頰を赤らめ、優しく微笑みながら俺を見つめている。

　しかし、決して勘違いをしてはいけない。

　このお礼がきっかけで、何かが始まるなんてことはない。

　ないのだから、先生の厚意を受けること自体に問題はない。それでも俺は、彼女の申し出を断らなければいけないと思った。

　そうしなくては自然ではないと思うくらいに、俺は常識に縛られていた。

「気持ちだけで大丈夫ですよ。俺は本当に、大したことはしてないですから」

　それが無難な落としどころだろうと思った。先生は小さなことでも恩義に感じる方なのだろうから、甘えてはいけない。

「……うん、分かった。では、君が遠慮せずに受け取ってくれそうな範囲でのお礼を考えておく。私が勝手にしていることだから、気にするな」

　思いがけないくらい、あどけなさのある返事だった。

　女騎士先生なんて呼ばれているのに、「うん」という言い方がとても素直で、思ってはいけないと分かっていながら可愛いと思ってしまった。

　それまで俺は美人に弱いというつもりはなかったが、実際にそういう場面に遭そう遇ぐうしてみて分かった。

　俺は年上の女性に弱い。特に、優しくしてくれる女性には。

「君は一年生か。まだ部活に入ってはいないのか？」

「高校では部活に入るつもりはないんです。勉強に集中するつもりなので」

「そうか。勉強ということなら、私も多少はサポートできるかな」

　先生が嬉しそうに言ったその内容を、俺は初め社しや交こう辞じ令れいというやつだと思った。岸川先生は複数の科目を教える技術があって、先生が生徒に勉強を教えるのは自然なことだ。そんなふうに、頭の中で言い訳みたいなことを考えていた。

　先生が俺に勉強を教えてくれる。このモデルでもそうはいないほどのプロポーションを持つ美女が、俺と二人きりの課外授業をしてくれる──そんな夢のような想像を展開しながら、俺の中の現実的な部分は、絶対にありえない、期待するな、少しでもやましいことを考えたら怒られてしまうぞと全力で警告を発していた。

「先生はご多忙そうですから、無理はしないでください。それに、特定の生徒に対してサポートしたりするのはまずいんじゃないですか」

「う、うん……確かにそれはそうなのだが。では、私は何をしてお礼をすればいいんだ。お菓子を作ったら食べてくれるのか？」

　岸川先生がだんだんと焦れてきて、じりじり詰め寄ってくる。

　俺より身長は少し低いくらいなのだが、先生のオーラというかそういうものが彼女を大きく見せて、押し倒されそうな危機感を覚えてしまった。

「つ、作ってもらえたら食べますが、やっぱり周囲の目が……うわっ！」

　迫ってきていた先生が、俺の両肩に手を置いた。睫毛の数を数えられるくらいの距離まで詰め寄られ、思わず喉のどが鳴る。

「食べてくれるのならそれでいい。しかしこれでは、私が無理やり君にお菓子を食べさせようとしているように見える。それはお礼でも何でもない」

「そ、それはいいんですが、先生、きょ、距離感が……間合いがですねっ……！」

　そうこうしている間も、ぽよん、ぽよんと俺の胸板に何かが当たっていた。柔らかくてとても大きい──巨大なマシュマロのような感触。

「さっきから周囲を気にしすぎだ。第一印象は達観したところがある少年だったが、そうやってビクビクするのはらしくないのではないか？」

「ぼ、僕は……いえ、俺はビクビクなんてしてません、ただ一般論としてですね、放課後の廊ろう下かで先生と生徒がこんなに接近しているというのは不自然極まります。さっきの保護者の人に見られたりしたらそれこそ一発退場ですよ」

「生徒との交流にレッドカードも何もあるものか。もしイエローカードが出たとしても、もう一枚出るまではフィールドに残れる。それがルールだ」

　この距離でのボディタッチは、見る人が見ればレッドカードなのではないか。風紀委員長が見たら、ホイッスルを吹きながら走ってくるところだろう──そんなアニメみたいな風紀委員はそうはいないが。

　まだ知り合ったばかりなので俺にも遠慮があり、岸川先生が自分から離れてくれるまでは、甘んじて間近で見つめられるしかなかった。

　そのとき先生の顔を直視できずに目を逸そらし、視線を下げて、俺はようやく先程から胸に当たっているものが何か確かめた。

　そこにはマシュマロ──もとい、豊ほう穣じようの象徴たる二つの山があった。

　これが女騎士の胸きよう部ぶ装そう甲こう──いわゆるブレストプレートをつけていない状態のバスト。バストとブレストはほぼ同じ意味だと思うが、それは置いておく。その無防備に押し付けられたマシュマロの弾力で、俺は後ろに押されていた。それを堪えようと足を踏ん張ればどうなるか。

　ぷにゅん、というのか、ぷるるん、というのか。乳ち房ぶさがそんなふうに弾はずむところを、俺は生まれて初めて目の当たりにした。

「んっ……な、なんだ。そんなふうに先生を押してはだめだぞ」

「す、すみません……ですが、その、先生の……」

「ん……？　どうした、急に語尾があやしくなったぞ。何を言おうとした？」

　先生は俺の肩に手を置いたまま、俺の口に耳を近づけて、より声が聞こえやすいようにする──さらに身体の密着度が上がるというか、ほぼ抱きしめられているのと変わらなくなってしまう。

「せ、先生の……おっぱい……いえ、マシュマロが……」

「ん……マシュマロ？　私も嫌いではないが、あまり頻ひん繁ぱんに食べるものではないな。なぜ急にそんなことを？」

「い、いえ、時々マシュマロのことを考えるんです、哲学的な意味で」

　胸が当たっているというだけで、俺は完全にグダグダになっていた。骨抜きにされていたと言ってもいい。

　素直になれ、この状況を甘かん受じゆしてこそ男子というものだ。いや、今日初めて話したとはいえ、先生と生徒でこれはまずい──頭の中で天使と悪魔がせめぎあう。

　先生の胸が大きすぎるのがいけないのであって、これは不可抗力だと往おう生じよう際ぎわの悪い自分が言う。その実、頭の中はおっぱいでいっぱいになっていた。

　マシュマロ攻めで骨抜きにされたところに、さらに甘い良い香りが追い打ちをかけてくる。先生の使っているシャンプーの香りは、やはり俺の家で使っているものとは違っていた。それとも先生自身がいい香りなのだろうか──もはやまともな思考を維持することができていなかった。

「さっきから、何か緊張しているようだな……それはそうか、私は君の授業を持っていないし、話したのは初めてだからな」

　そう言って先生が離れていくとき、名残なごり惜おしいと感じた俺を誰が責められるだろう。

　彼女が動くたびにたゆん、と胸が弾む。抗あらがいがたい引力に目を惹ひかれながら、俺はやっとの思いで先生の顔を見続ける。決しておっぱいを見てはいけないデスゲームというものがあったなら、当時の俺は間違いなく最後まで生き残れるだろう。現在の俺はどうかというと、正直に言って全く自信がない。

「ん……そうだ、そろそろ部活に戻らなければ。先程の親おや御ごさんに呼ばれて出てきていたのでな」

「は、はい……先生、頑張ってください」

「私はいつも頑張っているつもりだぞ……と言っても、確かに吉田に対しては、最近たるんでいるというようなことを言ってしまった。あまり厳しくしない方が伸びる生徒だと分かっているのだが、なかなか練習に出席してくれなくてな」

「先生の考えは、きっと伝わると思います。実際に吉田さんのことを知らない俺が、簡単に言うことでもないですが……」

「いや、そう言ってもらえるだけで励はげみになる。私ももっと生徒のことを理解できるよう、努力しなくてはな」

「先生、頑張ってください。じゃあ俺はそろそろ……」

　そう言って帰ろうとしたのだが、先生が少し怒っているというか、不満そうに見える。

「……こほん。何か忘れていないか？」

「え……？」

「君は、このまま私にお礼をさせないつもりなのか？」

「そ、そういうわけでもないですが……」

「ならば、必要なことがあるだろう。と、聞く前に私から名乗るべきか」

　先生は肩にかかっていたおさげ髪をさらりと後ろに流すと、胸に手を当てて言った。

「私は岸川……芽め瑠るという。担当科目は体育で、水泳部の顧問だ」

　彼女が少し名前を言うのをためらったのは、自分のイメージに合わない可愛らしい名前なので恥ずかしいという理由だ──当時の俺も、少しは先生が言いよどんだ理由を察していた。

「え、ええと……俺は海うみ原はら涼りよう太たです。一年Ａ組で、出席番号は二番です」

「海原、涼太……うん、覚えたぞ。海原、君は泳ぐのは好きか？」

「はい、それなりに……水泳部の人たちには、全然かなわないと思いますが」

　海という字が入っているので、そう思われたというわけでもないのだろうが、実を言うと水泳はスポーツの中でも自信があるほうだった。

「君がもし部活をしていなくて、うちの学校に男子の水泳部があれば勧誘していたところだが」

「ありがとうございます。でも俺は、部活に入る予定はないので……」

「そうか、しかし人生には色々とあるものだ。何かのきっかけで部活を始めたいと思うこともあるかもしれないし、部活との関わり方は、何も入部するだけが全てではない」

　先生は出会ったときからずっと、根っからポジティブな人だった。

　俺はそんな彼女を見て、高校生活に対する考え方を少しだけ変えた。一年生の間は、それほど大きく変わったとは言えないが。

　あの日、岸川先生と出会わなければ。

　彼女を助けたいと、そう思っていなかったら──。

「他の部員たちにも了解を取る必要はあるが、もし興味があったら来たまえ。水着も持ってくれば、少しくらいは泳ぎを教えられるだろう」

「あ……先生っ」

「また学校で会ったら、挨あい拶さつをさせてくれると嬉しい」

　岸川先生は軽く手を振って歩いていく。

　シャンと背筋を伸ばして夕焼けの廊下を歩いていく姿があまりにも絵になっていて、俺は思わず先生を呼んだあと、しばらく立ち尽くしていた。




　姉あねヶが崎さき高こう校こうの女神。水泳部顧問の、「女騎士先生」。

　彼女は出会ってからずっと、不思議なくらいに俺を気にかけてくれて、接点はなくなることがなかった。

　だが、それは俺が特別扱いということじゃない。一度知り合ったら、先生と生徒であっても、会えば話をしたりもするし、休みの日に偶然出会うこともある。

　しかし周囲からすると、先生と生徒が個人的に親しくしているのは目立つことなので、俺も先生も、表立って仲が良いところは見せないようにしていた。後ろめたいことをしているつもりはなく、一般常識として守らなくてはならないルールだ。







　あの出会いから一年、姉ヶ崎高校で迎える二度目の春が来た。新しいクラスになってから一週間ほどが過ぎた日のこと。

　教室に入るとなぜか空気が固くなる──別に威嚇しているわけでもないが、そんなに怖がられては挨拶すらできない。

　そんな中でも一人だけが、周囲の空気を全く読まずに、俺を見るなり席を立ってこちらにやってくる。

「海原、聞いたか？　今日部活見学で、水泳部のアリーナが開放されるんだってよ！」

　興奮した様子で話しかけてくるのは、同じクラスの上うえ杉すぎ純じゆんだ。一年から同じクラスで、学校では何だかんだでよく一緒に行動している。

　爽さわやかな印象を受ける短髪の男子で、黙っていると二枚目半と言えなくもないのだが、口を開くと残念というか、男として素直すぎる発言が多い。水泳部のアリーナ開放にこれほど食いつく人間もそうはいないだろう、なぜなら。

「水泳部は女子部だから、新入生歓迎期間でも男子は入れないだろ」

　正確には男子部員が一人もいないだけで、男子を入れることはできると岸川先生は言っていたが、それを純に教えるとややこしくなりそうなので伏せておく。

「まあそれはそうなんだけどさ。見学したいって気持ち自体は純粋だから、女騎士先生も大目に見てくれるんじゃないかと思うんだ。ダメ？」

「その素直すぎる態度で不純な動機ではないと信じてもらえるのか？　岸川先生に要注意生徒としてマークされるぞ。ただでさえ、水泳部は覗のぞきの撃退に苦心してるんだからな」

「そーなのかー、ってなんでお前が水泳部に詳しいんだよ。女騎士先生と廊下ですれ違うたびに睨み合ってるらしいけど、まさか……」

　実は水泳部のことをよく知っているのでは、という嫌けん疑ぎをかけられる。岸川先生を通してある程度知ってはいるのだが、練習を見学に行くなんてことはしていない。

「俺はリスクとリターンに釣り合わない冒険はしない主義なんだ」

「海原ともあろう者が、守りに入ってどうするんだよ。いいか、競泳水着ってのは冒険をしてでも見る価値があるものなんだよ。水泳部の見学より大切なものがあろうか？　いやない」

　反語で言われても困るのだが、俺も気持ちは分からないでもない。純は悪びれずに笑っているが、何も考えてなさそうな顔が憎らしい。

　俺と岸川先生は、生徒たちからは対立していると思われている。純もそう思っている一人だ。

　俺が「インテリヤクザ」という不本意なあだ名をつけられていることもあり、女騎士的なイメージのある岸川先生とは相性が悪いと思われているらしい。

「あー、俺も女騎士先生に個人的に叱しかられたりして、くっ殺せ！　とか言いてーよ」

「言う側が逆だし、先生もまず言わないだろうな……どうした？」

　急に純が真顔になる。そして周囲に聞こえないような話をするつもりか、いきなり肩を組んできた。

「なあ、海原が女騎士先生に目をつけられてるなら、海原が先生と仲直りしてくれたら、水泳部の練習を見学する糸口が摑つかめたりしない？」

「まだ言うか。それだと俺が物凄く練習を見たいように思われるだろ」

「海原は成績いいし、水泳部の練習を見られるなら模も試しで全国一位を取れるって言えば、女騎士先生も邪じや険けんにはできないと思うんだよな」

　話を聞けと言いたくなるが、純はいつもこうなので仕方がない。

　姉ヶ崎高校では、試験の成績が掲示板に張り出される。俺の成績は学年で上から片手で数えられるくらいの順位だ。科目別でトップを取れることはあるが、総合で三位が最高だった。それで全国一位は現状、普通に現実的ではない。

　俺は俺なりに勉強に打ち込んでいて、志望する県外の大学に合格できたら家を出るつもりでいる。そして、自立に備えてバイトをして貯金していた。親との関係が悪いということでもなく、行きたい大学が遠方というだけだ。

　多くの生徒は部活に入っているので、放課後バイトに直行することの多い俺は浮いているように見られる。いったい何をしているのかと、一部からあらぬ疑ぎ惑わくをかけられている節ふしもあった。

　禁止されてはいないのだが、進学校ということでバイトをしている生徒が少ないので、働いていると声高に言いにくい空気だった。

「じゃあ、これはどうよ。海原が心を入れ替えてプール掃そう除じをするとか。女騎士先生が感激して恩おん赦しやをくれたところに、練習を見せてください！　っていう流れで」

　恩赦って、俺が何をしたというんだ？　女騎士先生に征せい伐ばつされるような、山さん賊ぞく行こう為いを働いた覚えなどないのだが。言いたくはなるが、どうせこいつは聞かないだろう。

「俺が頼んでも、部員が拒否したら無理だろ。そもそも頼まないが」

「駄目かー、じゃあ他の部活で考えるか。剣道部とか、防具を外した瞬間の感じとか良くない？　あ、写真部に入ったら年中見学し放題じゃん！　うわあ、なんで今まで思いつかなかったんだろ」

　アルジャーノンなみに知能指数が上昇したような顔をする純を見て、俺は隠さずにため息をつく。

　こいつは今から写真部に入部して、運動部の記録写真を撮らせてもらえると思っているのだろうか。隠れた写真の才能があるのなら話は別だが。

「お、先生だ。海原、俺頑張ってみるよ」

「そうか、まあほどほどにな」

　担任の藤ふじ田た先生が入ってきて、ホームルームが始まる。俺は窓際の一番後ろにある自分の席に戻る。周囲の男子、女子問わず、俺が近づくと緊張している様子だが、特に威い圧あつしているつもりはない。

　自分でも自覚していることだが、基本的に無ぶ愛あい想そうなので「怖い」とか、「機嫌が悪そう」と思われてしまうことが多い。俺の考えていることは人並みのはずなので、そんなふうに思われるのは重ねて不本意なことだ。

　しかし自分のイメージを変えるというのは、なかなか難しい。学年が新しくなったくらいで、人間の印象は勝手にアップデートされるものじゃない。

　成績が良い方なわりに悪そうな奴というイメージを甘受したいわけではないが、抵抗するよりも勉強とバイトに時間を使いたい。そのために、中学まで続けてきた吹すい奏そう楽がく部ぶにも入らなかったのだから──と考えていると。

　ホームルームが終わって休み時間に入り、しばらくしたところで、ズボンのポケットに入れているスマホが震えた。

　一限目の授業の準備をしつつ、チャットアプリを開いて確認する。周囲の注意を引かないように注意しながら。




岸川先生：おはよう。今日もちゃんと学校に来ているか？




　先生とチャットのやりとりをするのは、何も特別なことではない。先生の表示名は元は平ひら仮が名なのニックネームだったが、俺が自主的に変更した。先生に対してはいかなる場合でも敬意が必要だと考えたからだ。

　知り合ってからしばらくして必要になるような出来事があり、お互いに登録した。授業中でもなければスマホ操作は禁止されていないので、連絡をすること自体は問題ない。

　だいたい毎朝こうやって俺が登校しているかを確かめてくれるのだが、それも先生の律りち儀ぎというか、真面目な性格を示していると思う。




自分：はい、普通に出てきてます

岸川先生：うん、元気そうで何よりだ

岸川先生：今日の昼食はまたパンなのか？　君のことだからだいたい水曜日はパンだろう

自分：確かにそうですね




　そっけない返事をするが、すでに俺はソワソワとしていた。これは先生の前振りなのだ。

　別に岸川先生が俺のストーカーをして食事内容を調査しているというわけではなく、ただ俺が一週間のうち三日はパンを食べると先生に話したというだけだ。

　月水金がパン、それ以外は購買。一人暮らしなので自分で弁当を作ることもたまにあるが、それは本当にごく稀だ。

　そしてしばらくは返信が来ない──俺は一限の数学で当てられる順番が回ってくるので、準備をしておくことにする。




岸川先生：では、栄養のバランスを取らなくてはな

岸川先生：今日は屋上に来られるか？

岸川先生：昼休み、忙しければ無理はしなくていいが




　立て続けにメッセージが送られてくる。彼女は初めスマホでメッセージを打つことに慣れていなかったのだが、見違えるほどのスピードだ。

　惣そう菜ざいパンと飲み物だけでは栄養が偏かたよりがちだ。体育の授業を受け持ち、水泳部の顧問でもある岸川先生は、栄養学にも興味を持って個人的に勉強している。それで、学んだことを実践する意味も兼ねて、俺にときどき弁当を分けてくれるのである。




岸川先生：もし昼がだめなら、夜ということでもいいのだが

自分：夜って、俺の家ですか？

岸川先生：これは栄養指導だからな、生徒の家を訪問しても問題はない




　先生と出会ってから一年、今初めて訪問したいと言われたわけじゃない。

　去年の夏休み頃から、先生は俺の家に来て食事の管理をしたいと言ってくれている。学校があるときは昼に栄養指導をすることができても、長期の休みの間は心配だというのだ──だが、俺は自分から外に出向いたりしていて、女騎士先生の極秘家庭訪問という事態になることは何とか避けている。

　先生は、一人暮らしをしている生徒の家を夜に訪問することの意味に気づいていないだけであって、先生にとって俺の家がいつでも訪問していいと思える場所だということではない。それは決して勘違いしてはいけない。




自分：先生はご多忙だと思いますから、無理はしないでください

自分：俺も自分で栄養バランスを考えて、出前を取ったりしますから

岸川先生：できあいのものはだめだ、どうしてもカロリーが多めになるからな

岸川先生：育ち盛りだからこそ、タンパク質と野菜、炭水化物のバランスをよくしなくてはいけない

岸川先生：ポークソテーの新しいレシピを開発したので、一度作りたてを食べてもらいたいのだが




　ゴクリ、と生なま唾つばを飲む──先生の料理は、弁当のおかずとして冷めた状態で食べてもとてつもなく美お味いしいが、作りたてというのはまた別次元の味がするのだろう。

　先生は栄養のことを最優先にしているように見えて、実はそれだけではない。

　彼女の料理に対して、俺は素直に思ったままの感想を言うことができない。とても美味しいというだけではなく、女騎士先生のイメージからは想像できないような特徴があるのだ。むしろそんな彼女だからこそのギャップが、俺を徹底的に打ちのめしてくれる。

　誤解を恐れず言うと、先生の作る弁当は、包み込まれるような母性に満ち満ちたものなのだ。

　ポークソテーもそうだが、彼女はあらゆる家庭的な料理が得意だ。肉じゃがを食べさせられようものなら、俺の涙腺は毎回崩壊させられてしまう。母親の料理に似ているわけでもないのに、岸川先生の料理は無条件に俺の心の鍵を開けてしまう。申し訳ないことに、うちの母親より料理が確実に上手い。

　先生が家に来てしまったら、俺は確実に駄目になる。彼女はあくまでうっかり先生と生徒の距離感を踏み越えるような提案をしてしまっているだけで、決して俺を誘惑しているわけではない。ないのだが、この誘惑に抗うには多大なエネルギーが必要だった。




自分：昼なら大丈夫なので、屋上に行きます

岸川先生：うん、分かった。朝のうちに確認しておきたかったからな

自分：あまり周りには見られないようにします、いつものことですが

岸川先生：そうか？　先生とお弁当を一緒に摂るくらい何も問題はないと思うが




　それはそうなのかもしれない、とは思う。そして俺はすでに先生の弁当の味を想像して、唾が出てしまっている。我ながらパブロフの犬のようだ。

　そうこうしているうちに授業が始まりそうだが、水曜日の岸川先生は一限目の授業がないので、準備などで急いでいるということはないだろう。先生の授業スケジュールを知っているのも、知り合って一年経てば特におかしくはない。




岸川先生：これは定期的なリサーチだが、君は今どんな料理が食べたい？

自分：和食がいいですね。洋食も好きですが

岸川先生：そうか、和食か

岸川先生：今日の弁当も和食にしておいて良かった、だし巻き卵などが入っているぞ

岸川先生：弁当だけでなく、夕食も作れれば献こん立だての幅が広がるのだが




　いつも凜としていて、笑顔を見せることが少ないと言われている岸川先生だが、話してみると全くそんなことはなく、とても表情豊かで朗ほがらかな人だ。

　今も文面だけで、先生がどんな顔をしているのかが伝わってくる。俺の素そっ気けない文章と比べて、先生の場合は文字だけでも温かみを感じる──と、それは俺が勝手に想像しているだけなので、実際のところは分からない。




岸川先生：授業、頑張るんだぞ。もっとも、君なら心配はいらないだろうな

自分：ありがとうございます、先生も頑張ってください




　今日の昼は、岸川先生が弁当をお裾すそ分わけしてくれることになった。今日も先生の料理が食べられると浮かれてはいけない。先生の厚意に甘えすぎず、本当は自分でバランスの取れた弁当を作るべきなのだ。

　だが俺は自分で言うのもどうかと思うが、料理がからきし苦手だ。レシピ通りに作っても何か違うものができてしまうので、岸川先生のように本当に料理が上手い人を前にすると、料理ができるというのは天から与えられた才能ではないかと思える。

「う、海原くん、そろそろ問題解いたほうがいいかな？　私たち、当てられるし」

「ん？　いや、俺に断らなくても大丈夫だけど」

「っ……ご、ごめんなさいっ、余計なこと言って」

「美み貴き、海原くんはあたしたちがやるまで待ってくれてるんだよ」

「う、うん、そうだよね。ごめん海原くん」

　同時に黒板の前に立って問題を解ける人数には限界があるが、別に順番待ちをするほどではない。それでも全力で気を使われてしまう。普段は教室にからからと明るい笑い声を響かせているような、陽キャラ女子でも俺に対して遠慮している。

　俺の言い方が悪いのだろうか？　ごく普通のはずだが。いや、もっと気を使えということなんだろうけどな。

　やはり、俺に対して触らぬ神に祟りなしというような空気になる。この空気を全く気にせず、一限目から早弁をしている純の存在がありがたく感じた──本人はそんなことを言われても困るだろうが。




　移動教室のとき、俺は体育館に向かう岸川先生とすれ違った。

　周囲に緊張が走る──先生は俺と純の前で立ち止まり、声をかけてきた。

「そこの男子二人、襟えりが曲がっているぞ。服装の緩みは気の緩みだ」

「は、はいぃっ……！」

　純が震え上がって襟を正す。俺も確かに少し曲がってしまっていたので、岸川先生に見つめられながら襟を直した。

「ご指摘ありがとうございます、先生」

　岸川先生は何も答えず、ただ頷うなずいて歩き去る。リノリウムを鳴らすカツカツという足音が離れていき、やがて階段を下りていって聞こえなくなった。

「うあ～、やっぱり一いつ触しよく即そく発はつって感じだな。海原、女騎士先生に目つけられるようなことって何したんだ？」

「さっきは俺に交渉を頼むとか言ってなかったか？」

「いやいや、昨日の敵は今日の友みたいなノリでさ。でも、とてもそんな冗談言えたもんじゃなかったわ。悪い悪い」

　何か同情するように肩を叩かれる。俺と岸川先生の仲が険けん悪あくだと思ったのだろう。

「さすがインテリヤクザ……岸川先生に正面から張り合うなんて」

「海原くんってどうして先生に目つけられてるの？　やっぱり噂は本当だったり……？」

　他の生徒が何か話しているが、気にしていたらきりがない。歩き出すと、純が慌てて追いついてくる。

「しかし今日もすごかったよなあ、女騎士先生……杜もり山やま先生といい、一日に一回見られたらそれだけで大吉って感じだよな」

　男子生徒の憧れの的である、この高校の二大女神。

　その一人である岸川先生は、俺から見ても純と同じように、雲の上の存在であることに違いはない。

「女騎士先生って、やっぱり普段も自分に厳しい生活を送ってるんだろうな。あ～、そういう人と仲良くなれる男ってどんな奴なんだろ」

　俺もそう思う──純の言う「仲良くなれる」というのは、俺と岸川先生との関係とは違っているだろう。俺と先生の間には男女という以前に、先生と生徒という絶対的な関係性がある。

　周囲が岸川先生に対して抱いているイメージとは違う一面を、俺は知っている。

　料理上手で、世話焼きで──実は少し天然なところもあるが、いつも真面目なところは見ていて尊敬せずにいられない、そんな女性。

「まあ、ああやって冷たい目で見られるだけでも俺は十分幸せだけどな。海原もそう思わねーか？」

「冷たいってことはない。普通に注意してくれただけだろ」

「そんな冷静でいられるってのがまずすげーよ、お前は……おっ、部活の友達だ。ちょっと先行っててくれ、すぐ追いつくから！」

　一旦純と別れて、一人になる──しばらくすると、再びスマホが震える。




岸川先生：朝のうちに、やはり君の顔を見ておきたくなった

岸川先生：襟のことはすまない、人前で私が直すわけにもいかないからな




　一つ、他の人の目があるところでは、悪目立ちしないように馴なれ馴なれしくしない。

　二つ、チャットのやりとりは一日に三回までにする。一度にどれだけメッセージを送るかは話の内容次第。

　三つ、何か困っていることがあったらできる限り相談して解決する。




　これが俺と岸川先生の間の約束事だ。廊下ですれ違ってもそっけなくするのは当たり前のことで、やましいことがあるからという理由じゃない。

　普通なら生徒と先生で、俺たちのような関係は珍しいのかもしれない。

　しかし俺と先生が、自分たちの中で分かっていれば、何も変なことではないと思う。

　少し変わった関係でも、ただそれだけだ。特別なことは何もない。

　たとえどれだけ岸川先生が優しくても、俺は勘違いをすることはない。

　先生のような大人の女性が、俺を好きになったりするわけがないのだから。
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　昨日は岸きし川かわ先生に急な用事ができたとのことで、弁当をお裾すそ分わけしてもらえるという約束は順延となった。




岸川先生：すまない、急に職員会議の資料作成を頼まれてしまった

岸川先生：昼休みは屋上に行けそうにない

自分：俺は大丈夫です、気にしないでください

岸川先生：本当にすまない、この埋め合わせは必ずする




　俺としてもショックは大きかった。パブロフの犬であるところの俺は、昼休みが近づくにつれて先生の弁当が待ち遠しくて仕方なくなっていたのだ。

　残念ではある。しかし決して立ち直れないほど消しよう沈ちんしているわけではない。

　先生の料理がいかに楽しみであっても、それは善意によるものなので、約束がポシャってしまっても仕方がないことなのだ。

　仕方ないことなのだが──焼きそばパンと牛乳のみで昼食を済ませることになり、少なからず侘わびしさを感じた。

　先生と知り合うまでは、ずっと単調な食生活だった。

　俺も自分で料理を練習すべきだ。先生に甘えてはいけないと思っているのなら、そうするべきだと分かっている。

　しかし料理というものが練習して容易に上手くなるわけではないこと、自分で作った料理を自分で食べてもそれほど美お味いしくないということを、すっかり身体に教え込まれてしまっていた。




　今日は二限が体育で、Ａ組とＢ組が合同で授業を行う。体育館でバレーボールをするのだが、最初に通らなければならない関門がある。

「では出席を確認する。誰か休んでいる者はいるか？」

　二年生から、体育の担任は岸川先生になった。美人はジャージを着てもさまになる──あまりにもプロポーションが良すぎて、みんなの目が泳いでいるが。

　ジャージの前が閉じられないなどというのは、漫画などで出てきてもコミカルな場面だと思うのだが、それを岸川先生は体現してしまっているのである。

「せ、先生。うちのクラスの上うえ杉すぎが、風か邪ぜを引いて休んでます」

　真面目で堅かた物ぶつなクラス委員長ですら、岸川先生を前にして声が上ずっている。そう、今日は純じゆんが休んでいる──俺にもメールしてきたが、純がいないと一つ厄やつ介かいなことがあるので、朝から微妙に気が重かった。

「そうか、分かった。昨日の夜は少し冷え込んだからな、皆も風邪には気をつけるように。では、二人組を作って準備運動を始めたまえ」

「「「はい！！！」」」

　どれだけ忠ちゆう誠せい心しんが高いのかと思ってしまう。このクラスだけでなくて全校の男子から熱烈な支持を受けているので、無理もない話なのだが。

「あ……海うみ原はら君、いつも組んでる上杉がいないんだ。俺らと三人でやる？」

「準備運動くらいなら一人でも大丈夫だ。やむにやまれない事情だしな」

　こうやって気を使われるのも結構メンタルを削られるが、クラスの男子からは微妙に壁を作られているので仕方がない。俺の「怖そうな人」というイメージは、悲しいかな、男女共通の認識なのである。

　純のありがたみをこういうところで感じる。さて、何もしないとさらに気を使われるし、適当に柔軟でもしておこうか。

「海原は先生と一緒に準備運動をするか。相手がいないのなら仕方がない」

「いつもは誰か休んでも、代わりはしてなかったと思うんですが……」

　先生と組むなんてとんでもない、それは俺たちの間でのルールにも触れることになる──と至し極ごくまっとうなことを考える俺だが、周囲の反応は違っていた。

「女騎士先生が、この機会に海原君をシメるつもりだ……！」

「海原君も辛かろうじて拒否してるぜ。もしかして今から乱闘になるんじゃ……」

　なぜ俺のイメージが喧けん嘩かっ早ぱやい方向で固まっているのかと思うが、インテリヤクザという言葉がさらなる憶おく測そくを呼んでいる気がしてならない。

「さあ、時間もないからすぐに始めるぞ。私が海原のことをサポートしてやる」

「は、はい。それじゃ、お願いします」

　俺は普通に受け入れたのだが、周囲からはついに俺が折れて嫌々ながら受け入れたというような解釈をされてしまう。

　あまり見ていると俺に怒られるとでも思っているのか、みんなから少し離れた場所で準備運動を始めても、こちらの様子をうかがってくる人はいない。

「まずは屈くつ伸しんからだな。一、二、三、四……」

　先生と一緒に屈伸を始める──向き合ってやる必要はないと思うのだが、と何とはなしに先生の方を見て、俺は自分が油断しきっていたと痛感させられた。

「基礎の運動だからこそ……しっかりとやっておかなくてはな……」

「き、基礎というか……先生、激しい上下動が……」

「ゆっくりとやりすぎても効果が薄いのでな。勢いをつけすぎてもいけない、じっくり筋肉をほぐすことを意識しなくては……ふっ……んっ……」

　吐と息いきの色気がとてつもないことになっている──だが、何よりも。

　ジャージの前を閉じることができないほどの、岸川先生の双子の山が屈伸という縦方向の運動によって大きく弾み、視線が強力に引き付けられてしまう。

「五、六、七、八……海原、しっかりしておかないと怪け我がをしてしまうぞ？」

「は、はい……すみません、先生」

　このやり取りが「俺が先生に注意されてキレかけている」というように見られているのだが、お前らの目は節ふし穴あなかとそろそろ言いたい気持ちもある。

　だが先生の胸が揺れすぎて準備運動どころではないとか、とても説明できない。二つの山の残像が頭に焼き付けられて、幻覚が見えてきてしまっている。

「ちなみに屈伸とスクワットは似ているが、スクワットは上半身を意識しながらする運動でもある。このようにな」

　なぜかスクワットの仕方まで教えてくれる先生──両腕を顔の横に上げた姿勢はさらなる揺れの増大を招き、豊かな部分が屈伸よりも無防備に晒さらされている印象を受け、さらに俺を限界へと追い込んでいく。

　屈伸とスクワットがこんなに魅力的な運動だとは思わなかった。いや、俺は先生のカリスマ性に圧倒されているだけだ。女騎士先生のスクワットはバレーコートという戦場に出るための神聖な準備運動であって、決して豊かな胸を上下に揺らすところを俺が観察するためのものではない。ないのだが、俺の黒目はおそらくスクワットのリズムに合わせて上下に動いていることだろう。

「海原、足を広げて座りなさい」

「っ……は、はい、先生」

　先生に言われるままに座り、身体を前に倒す。柔じゆう軟なん性せいにはあまり自信がないが、まあクラスの平均くらいだろうか──と思っていると。

「身体を少しずつ柔らかくしていったほうがいいからな。前にゆっくりと倒して……そうだ、先生が押してやろう」

　バレーボールの前にこれほど本格的な準備運動が必要だろうか、とぼんやり思った瞬間──背中に、大きくて柔らかいものが二つ、ぷにゅんと押し付けられた。

「っ……せ、先生、準備運動でそこまでしなくても……」

「先生の方がストレッチには詳しいからな、任せてくれていい。痛くはないか？」

　痛くはないが、耐えがたい。先生が俺の背中に寄より添そうようにして、ゆっくり体重をかけてくる──マシュマロの表面を覆ったブラの凹凸が、あまりにエッチすぎる。

「お、おい……ついに海原君が先生に捕まってるぞ……！」

「じわじわと体重をかけて海原君を……さすが女騎士先生、あれはサブミッションを得意とする武道家の動きだ……！」

　俺がある意味で苦しんでいるのは確かだが、苦痛というわけではもちろんない。

　俺が戦っているのは自分自身──背中に密着したマシュマロに思考力を奪われ、変な声が出そうになる。ストレッチで筋を伸ばされることなど全く気にならない。
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「右足のほうに身体を倒して……そうだ。うぅむ、なかなか硬いな……これでは怪我をしやすいから、継続的にストレッチをした方がいい……聞いているか？」

「き、効いてます……かなり……」

「うん、ちゃんと聞いているな。では、左の方も伸ばしていくぞ。息をゆっくり吐いて、一、二、三、四……」

　右側を押す時は右の胸が、左側を押す時は左の胸が押し付けられる──体育とは、こんなに何かに耐えなくてはならない授業だっただろうか。

　生徒は先生を異性として意識してはいけないのに、これはあまりに卑ひ怯きようすぎる。おっぱいは原始の本能、人間のカルマを呼び覚ます兵器とか、そういう類たぐいの何かなのではないだろうか。ぷにゅぷにゅと当たる生々しい感触は、生マシュマロという言葉を連想させる。ジャージの前が閉じられないゆえに下に着ているＴシャツと、さらにその下に着けているブラは、先生の大きすぎる胸をしっかり包み込んでいた。スポーツ用だからなのかワイヤーが入っていないが、かなりしっかりと大きな胸をサポートするタイプのようだ。先生を支えてくれてありがとう、と心ばかりの感謝が生まれる。

「五、六、七、八……では、最後に前に身体を倒すぞ」

「っ……せ、先生、もう十分です。十分すぎるほど柔らかかったですから……っ」

「なにを言う、君の身体はかなり硬いぞ。十分に柔らかくするまで、先生がストレッチを手伝ってもいいほどだからな」

　先生は頰ほおを上気させながらも、まだまだやる気に満ちあふれていた。

　女騎士先生がついにインテリヤクザを屈くつ服ぷくさせたと周囲に誤解されつつ、俺は再びマシュマロプレスを受けながらストレッチを継続する。

　純、次からは絶対休むなよ、絶対だぞ。期待なんてしてないからな。

「急に大人しくなったな……海原、自分でも筋肉を意識して伸ばさなくては」

　優しく耳元で囁ささやきかけられる。先生のためなら何でもできる──いや、おっぱいを押し付けられただけで洗せん脳のうされてはいけない。

　ようやく解放された俺は身体を火ほ照てらせ、足元がおぼつかない状態になりながら、心配そうなチームメイトたちのもとに戻る。

「海原君、だ、大丈夫……？」

「大丈夫だ……問題ない。試合に出るには支障はないから」

　やはり岸川先生に厳しい指導を受けていたように見られているが、勘違いしておいてもらった方がいいような気はする。

　岸川先生は普段の凜とした姿に戻って、試合を始めるための指示出しをしている。

　試合をするメンバーを集める時に笛を鳴らし、俺の方を見る先生──彼女がふっと微笑んだことさえも、周囲からは俺を凹へこませたことに満足しているのだと思われていた。




　最初の試合は他の班とＢクラスの班が対戦し、二試合目からが俺たちの出番となった。純が休んでいるために一人足りなくなるので、他の班からメンバーを一人借りる。

「よ、よろしくお願いします、海原君」

「ああ、よろしく」

　なぜ敬語なんだと突っ込むべきなのだろうが、それをすると威い圧あつされていると思われるのはすでに経験済みだ。純がいると適度に空気を和らげてくれるので、やはり風邪など引いていないですぐに出てこいと言いたくなる。

「では、サーブ権を決めてから始めるぞ」

　六人の中では出席番号が早いという理由で自動的にリーダーになり、俺が代表でジャンケンをする──結果は俺たちの先攻となった。

　サーブを交代するごとにローテーションするので、ポジションはあまり関係ないのだが、俺が前衛の左側に入る。

　授業とはいえ、試合であれば勝ちに行くのが信条だ──と考えていると、ネットの向こうから、Ｂ組の生徒が不穏な視線を送ってくる。学校内で喧嘩を売られることは時々あるが、Ｂ組の生徒に因いん縁ねんをつけられたのは初めてだ。

「よう、海原。少し成績と顔がいいからって、随ずい分ぶん調子に乗ってるみたいじゃねえか」

　何という古典的な不良スタイル。逆に化か石せきのような資料価値があると思うので、ぜひともどこぞの研究機関にでも保存してもらいたい。と、これくらいでカチンと来てしまう俺もまだまだ青い。これくらいの挑発で少々ピリついてしまった。

「な、なんだよ、やる気かよ……」

「いや、何も言ってないが。バレーで勝負でもしたいのか？」

「そ、そうだよ。この俺、石いし崎ざきテツヤの方がお前より上だって証明してやるよ！」

「いいぞ石崎ィ！」

「相手ビビってんぞ石崎ィ！」

　進学校といえど、二年目となれば多少気が緩ゆるみ、プチ不良とも言える状態に陥おちいる生徒は少なくない──というのは俺の分析だが、あながち的外れでもないだろう。成績ではマウントが取りづらいので、体育ならワンチャンスあると思っているわけだ。

「じゃあ、やるか。バレーはあまり得意じゃないんだがな」

「お、おう……望むところだ」

　やはり普通に喋っているだけで威圧しているように取られてしまう。

　こんなところを先生に見られたら、俺に対する印象が悪くなってしまうのでは──と思って、俺は審しん判ぱん席せきに立っている先生の方を見やる。

　何気なく先生のジャージ姿を直視した俺は、思わずカエルのような変な声を出してしまいそうになった。審判席は目立つからということか、俺と一緒にストレッチをしていたときとは違い、ジャージの前を上までしっかり閉じている。しかしそれはそれで、胸の部分が若じやつ干かん広く作られているという特注のジャージでも胸の部分がはち切れそうになっており、こんな状態で審判をしては苦しいのではないかと心配になってしまう。当の岸川先生は涼しい顔で、俺の心配など関係なく、その豊かすぎる胸きよう部ぶ装そう甲こうの重量をものともせずに、訓練生たちを前にした騎士学校の教官のように言った。

「せっかく合同での授業だ、仲良く戦いたまえ」

「「「押お忍す！」」」

　敵味方関係なく、統制の取れた柔道部のような返事をする男たちを見ても、先生は表情を変えない。分かっている──彼女は俺の前でしか、生徒に甘いところを見せない。それこそが「女騎士」と呼ばれる理由でもある。

「みんな、行くぞ……そーれっ！」

　俺のチームの一員である委員長が、気合いを入れてサーブを繰り出す。

「──しゃぁ！」

「上げろ上げろ！　俺が打つ！」

　ネット向こうの石崎がトスを求めたあと、俺を見やる──左サイドの俺と、センターが揃そろってブロックのために跳ぶ。

　トスを受けてスパイクを打つのは石崎ではない──後ろから出てきた選手が、時間差で打ち込んでくる。

　バックアタックを見事に決められ、イン。ピッ、岸川先生が笛ふえを吹く。

「ど、どーよ……俺の方が上だって認めたかよ？」

　たった一度のプレーで勝ち誇るにはまだ早い──だが、石崎は「俺のブロック」を誘って出し抜いたことで、調子に乗っているようだ。

「試合中の私語は慎むように」

　岸川先生がボールを受け取り、敵のコートに投げる。石崎は離れ際にまだ言いたいことがあるのか、俺に囁きかけてきた。

「どうだよ、海原。先生の前でかっこ悪いとこ見せた気分は？」

　俺自身が喧嘩を売られるならまだいい。

　だが──先生のことを持ち出されると、自分でも驚くほどに沸ふつ点てんが低くなる。

「……何か言ったか？」

「ひっ……!?」

　またやってしまった、と内心では思う。ただでさえ怖がられているのに、クラスでまた浮いてしまう。

　分かってはいるが、今は自分が周囲から抱かれているイメージを、最大限に使わせてもらうしかない。

　俺はチームのメンバーを集めると、作戦を伝える。

「う、海原でも、それは無理なんじゃないか……？　速攻はまだ練習不足だから、上う手まくトスが上がらないかもしれない」

「大丈夫だ。この戦術で負けたら、俺が責任を取る」

　頭に血が上っているわけではない。むしろ冷静だ。

　岸川先生の前で無様な姿は見せられない。Ｂ組が、滅めつ多たに目を覚まさない俺の闘志に火を点けてくれた。

　向こうがサーブを打ってくる。もちろん、俺にトスを上げてくれと言っても、打ちやすい球が毎回上がってくるわけではない。

「っ……ごめん、海原っ……」

　ボールの軌道が少しそれる。ネットの向こうで、再び石崎が笑った気配がする。

　俺が打てないと思っている。そう、それでいい。

「なっ……!?」

　俺はそれたボールに合わせて後ろに跳びながらスパイクを打ち込む。石崎の顔の横を通り過ぎたボールは敵側のコート隅すみにバウンドし、岸川先生がピッと笛を吹いた。

「お、おい……今の、狙ってやったのか？」

「や、やべえ……誰だよあいつを本気にさせちまったのは……！」

「お、俺を見るな！　お前らも乗ってたくせに！」

　俺も普通にプレーしただけとは言いい難がたい。少し空中で無理な動きをしたせいか、着地したときに足に違和感があった。

　まだいける。敵のチームに気づかれなければ問題ない。

「海原、ナイススパイク！」

「ここからどんどん押していこうぜ！　……え、えーと、海原君、それでいいよね？」

「ああ。ここからもできるときは速攻を狙っていくが、無理はしなくていい。即席の速攻でも相手は反応できてなかったからな」

　俺は敵チームを見やる。今のスパイクで顔面を狙われたとでも思ったのか、戦せん々せん恐きよう々きようという様子だが、まだ目は死んでいない。

　岸川先生にこんなに熱くなっているところを見られたら、印象が悪い。

　授業中は、先生と生徒という以外の何者でもない。だから俺は、先生の方を見るわけにはいかない──しかし。

　ローテーションするとき、俺は先生のいる右サイドの方向を向く。先生は審判台の上で、俺たちの試合を真剣な眼差しで見ていた。

　先生が笛を吹き、こちらのサーブが相手コートに飛ぶ。俺は先生の顔を一瞬見ただけで、頭に血が上っていたことを反省し、意識を切り替えていた。




　授業で行うバレーボールは、一セットで勝敗を決める。俺たちのチームは序じよ盤ばんに相手を突き放し、最後に追い上げられたが逃げ切りで勝ちとなった。

「15対10で、Ａチームの勝ちとする」

　先生が笛を吹き、俺たちは整列して礼をする。他のメンバーが次の試合に備えて休きゆう憩けいに向かう中で、委員長が声をかけてきた。

「お疲れ様、海原。終始頼ってしまったな」

「……俺も、自分にボールを集めてくれとか、我がままを言ってすまなかった」

「いや、これからも海原を中心にやっていけば勝てそうだ。体育で熱くなるなんて、というやつも多いが、俺は必死になるほうなんでな。次もよろしく頼むぞ」

　委員長は掛け値なしにいいやつなのだろう。その顔を見ていれば分かる。少年漫画にそのまま委員長として登場できそうな真ま面じ目めぶりだ。

　俺が行くと空気が微妙に硬くなるのだが、岸川先生に心配をかけないよう、クラスに溶け込んでいるふうに振る舞わなくてはならない。

　まずいな、やっぱり痛めてしまったようだ。

　歩き出そうとして、右足の違和感が痛みに変わっていることに気づく。足を挫くじいたらしく、普通に歩くだけでも痛みがある。

　あと一試合は、あまり無理はできなそうだ。授業が終わったら保健室に行き、湿しつ布ぷでも貼ってもらえばいいだろう。




　最後の試合は踏み切る足を替えた影響で少し厳しかったが、何とか最後までコートの中にいられた。

「それでは本日の授業はここまでとする」

　授業終わりの挨拶を終え、皆が体育館を出て更こう衣い室しつに向かう。

　俺も保健室に行くまでは何とか隠し通せそうだと思っていたのだが、

「海原、待ちなさい」

「っ……せ、先生」

　肩に手を置かれ、引き止められる。クラスの皆は俺だけが止められたことを、やはり注意を受けるものだと思っているようだ──みんな足早に立ち去ってしまう。

「……なぜ、何も言わなかった？」

「何のことですか……うわっ……！」

　全部言う前に、先生が正面に回り込んできて、ずいっと覗のぞき込こんでくる。その視線が、だんだんと下がっていく──。

「せ、先生っ、みんなもう行ったとはいえ、こんなところでそれは……っ」

「右足をひねっているな……やはり、声をかけるべきだった」

　先生はしゃがみこんで俺の足を見たあと、顔を上げる。自然に上うわ目め遣づかいになっているが、先生はその破壊力におそらく自覚がない。

「こういうとき、頼ってもらえるのが先生だとも思うのだが。まだ君の中では、私は教師として信用に足らないのか？」

「そ、そんなことは……ただ……」

「ただ……？」

　そんなふうに、捨てられた子犬のような目で見上げられては困ってしまう。子犬というにはあまりにも発育が良すぎるが、あくまでたとえの話だ。

「そんなに言いにくいことなのか……？」

　この目で見つめられたら、俺の意地とかそういうものは全部吹き飛んでしまう。

「……先生には、格好悪いところは見せたくないなと……すみません、子供っぽい意地を張ってました」

「っ……」

　先生の反応を、俺はどう受け取ればいいのだろう。分かっていても、認めることが恥ずかしい。

　それだけでなく、もう一つ、危き惧ぐしなくてはいけないことがある。

「子供っぽくなどあるものか……っ！」

　先生が立ち上がり、俺の肩に手を置く。他の生徒がいるときはジャージのファスナーをしっかりと閉じていたが、立ち上がった勢いで勝手にファスナーが下りてきてしまう──やはり胸が苦しかったのか、ファスナーを緩めていたのが災いしたようだ。

　先生は、自分の状態に自覚がない。この間合いは俺にとっては中に入り込まれすぎているのだ。そしてダメ押しとして、先生はスイッチが入ってしまっている。他の生徒がいないところでないと見せない、先生のもう一つの顔──それは。

「君の意地っ張りを許すのは、お姉ちゃんの務めだ。謝る必要など何もない、気がついても声をかけなかった私がいけなかったのだから……」

　そう──先生は俺に対して「お姉ちゃん」のスイッチが入ることがある。

　生徒たちから厳しい先生として恐れられ、同時に慕したわれている女騎士先生が、感情が高ぶると俺の姉（になったような気持ち）になってしまうのだ。

「せ、先生、先生は俺の姉さんじゃないですから、お姉ちゃんはちょっと……」

「むっ……や、やはりそうなのか。私のことを信用していないから、お姉ちゃんと言ったくらいで目くじらを立てるのだな。どうすれば信用してもらえる？　私はどうやって誠意を見せればいい？」

「い、いえ。見せなくていいです、俺はいつもの先生の方が、先生らしくて……」

「……らしくて……？」

　つい口を滑らせてしまいそうになり、踏みとどまる。

　先生らしくて好──と言うのは違う、普通は先生に好きとか言ったりはしない。前後の文脈によって「人として好き」という解釈はできるが、これは定番の罠なのだ。それくらいは俺でも理解している。

「いつもの先生らしくいてくれた方が、俺も、その……落ち着きます」

「そうか……お姉ちゃんと言うと落ち着かないか……」

　先生は不満そうにするが、なかなか言っていることが理り不ふ尽じんだ。俺は先生の弟ではないので、つまりは他人なので、姉さんらしく振る舞われてもひたすら戸と惑まどうだけだ。

　そういうことにしなければ、甘えてしまったらどこまでも堕だ落らくしてしまう。

「まあいい、それは慣れの問題だろう。今年になってから授業を受け持つようになったし、顔を合わせる機会が多ければ、慣れるのも早いだろう」

「せ、先生。前に決めたルールは一体どこに……」

「忘れてはいないぞ、学校の中では先生と生徒だというのだろう。だからちゃんと、石崎に一言言いたい気持ちを抑えていたし、Ｂ組の生徒たちに注意をしたりもしなかった。あのガラの悪さは本来、教師としては看かん過かできないのだがな」

　やはり見られていた。そして下手をしたら、俺は先生に助けてもらっていたかもしれない。そうなったら逆に先生の立場が心配になってしまうので、結果的には良かったと言えなくもない。

「……海原のことを何も知らずに挑発をするなど……やはり一言くらいは言っておくべきだったか。しかし君は一人で頑張ろうとしていたし……」

「……やっぱり俺は、先生に心配をかけていましたか」

「うん……い、いや、そうではない。君がそんなに申し訳ない顔をすることはない……私が勝手に心配して、勝手に我慢していただけだ」

　こんな話をしているだけで、十分普通の先生と生徒ではないと思う。

　だが、自分でルールがどうと言っておいて、それを守らなければいけないとも思っていながら、素直に嬉しいと思っている自分がいる。

　だが、そこまで先生に言われてもなお、「甘える」という選択肢はない。俺は石崎の挑発に乗って、敵チームにひと泡吹かせたいと思っただけだ──それで足を挫いたのは自己責任で、先生の手は借りられない。

「……私の助けは受けないと、そう思ってるな？」

「っ……」

「これは先生と生徒であっても、自然なことのはずだ。怪我をしている相手を案じることは、当たり前のことだ」

「そ、それは……先生、次の授業は……」

　苦し紛れにそんなことを言っても、先生には通用しないと分かっていた。

　先生は笑って、俺に肩を貸してくれる。その瞬間に俺の全神経は、肋ろつ骨こつのあたりに集中する──ジャージのファスナーを自動的に下げるほどの弾力を持つバストが、思い切り当たっている。

「保健室まで君を送り届けるくらいはさせてほしい。そうでなければ、私は一人で君を見守ることになるぞ？」

「え、ええと……そっちの方が目立ちますし、かなり照れることになりますね」

「ふふっ……そうだ、素直に腹をくくったほうがいい。君を説得するのはいつも大変だが、お姉ちゃん冥みよう利りに尽きるというものだ」

　そんなふうに満足そうに言われると、何も言えなくなる。そしてこれからも、俺は先生に体育の授業中に見守られてしまうのだろう。

　──と、考え事をしていたせいでふらつき、先生の背中に手を回して摑まってしまう。

「っ……す、すみません、先生」

「んっ……う、海原……いくらお姉ちゃんといえど、それは少し……」

「え……」

　俺の手がどうなっているか──何かものすごく柔らかくて、ずっしりしたものを摑んでいるというか、むんず、と下から支えている。

　これまでずっと、甘んじて押し付けられるだけだったマシュマロオブナイト（女騎士の胸部）を、俺は鷲わし摑づかみにしてしまっていた。

「こ、こら……歩きにくくなるから、そろそろ手を……」

「は、はいっ……すみません、本当に悪気はなかったんです……っ」

　鋼鉄の意志で手を開き、先生の胸から手を離す。それでバランスを崩しかけると、先生がしっかり支えてくれた──そしてまたおっぱいが当たってしまう。

「……君は思っていたより、手が大きいんだな。バスケットボールを片手で持てたりするのではないか？」

　先生のバストはバスケットボールとまではいかないが、片手では全く足りていない大きさだった。まだ柔らかな感触が残っている手を、先生はここなら問題ないということか、腰の辺りに回してくれる。

　細い腰の曲線──くびれの辺りに、俺の手が滑る。すりっ、と擦れたところで、先生がぴくんと身体を震わせ、吐息のような声を漏もらした。

「んっ……」

「せ、先生、どうしました……？」

「す、すまない、変な声を聞かせてしまって……君はいちいち遠慮をしすぎる。もっとガシッと摑んでもらったほうが落ち着くのだが」

「は、はい……これなら大丈夫ですか？」

　ちょうど先生の腰のくびれに手を置いてジャージを摑む。ここから少しでも下に行くと、お尻になってしまうのではないかという境界線だ。

「そのあたりなら大丈夫だが……か、考えてみたら、こんなに近づくと……」

「あ……す、すみません。汗臭いですよね、俺」

「そんなことはない。私の方がどうなのかと思うのだが……まだ二限なので、大丈夫だろうか」

「全然気にならないです、むしろすごくいい匂いで……」

「そ、そうか。それならいいが……」

　遠慮してばかりでも、いつまでも保健室に辿り着かない。俺は覚悟を決めて岸川先生にしっかりと支えてもらって、ふらつかないように慎重に歩いた。

　歩く途中で、先生が自分の手を胸に添そえる。やはり俺が摑んでしまったところが気になるようだ──痛くさせてしまったのかもしれないので、本当に気をつけなくては。
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　南校舎一階の保健室までやってきたところで、俺は自分で立つ──やはり痛めてから時間が経つと腫はれてきてしまい、壁に手を付いて負担を和やわらげる。

「杜もり山やま先生が在室しているようだから、治療をしてもらうといい。一人で大丈夫か？」

「はい、ここまで連れてきてもらえれば大丈夫です……せ、先生……」

　普通に返事をしただけで岸きし川かわ先生は嬉しそうにして、頭を撫なでてくる。これがまた悔くやしいほどに落ち着くのだが、子供扱いされているようで素直に喜べない。

「よくここまで頑張ったな。お姉ちゃんは……いや、もうそろそろ切り替えなくてはいけないか。先生は嬉しいぞ」

「……駄目ですよ、そんなに俺に甘くしたら」

「人に見られてはいけないからな……それは分かっている。次からは気をつけるから、そんなに嫌そうな顔をするな。では、またあとでな」

「は、はい。ありがとうございました、先生」

　俺は岸川先生が廊ろう下かの角を曲がって見えなくなるまで頭を下げる。そして、保健室の中に入った。

「失礼します……あれ？」

　岸川先生の言葉に反して、部屋の中には誰もいない。この部屋の主が使っているデスクを見ると、椅い子すが少し引いてあって、誰かが座っていたような痕こん跡せきがある。

「うーん……て、手が届かない……も、もうちょっと……」

　部屋の中から声がする。くぐもった声が聞こえてくるのは、カーテンで仕切られているベッドの方向──何となくその向こうを覗のぞき込こんで、喉のどから変な音が出そうになる。

「んしょ……届いたっ……！」

　端的に言えば、床に腹はら這ばいになって、ベッドの下に手を伸ばしている人がいた。

　この角度ではスカートの中こそ見えないが、裾すそがめくれてしまって素す足あしの太ふと股ももが半分くらい見えてしまっている。

「はぁ～、やっと取れた……」

　先生はそのまま後ろに下がって、身体を起こす。そして後ろを振り返って、俺がいることに気がついた。

「……あら？」

「み、見てません……俺は何も……！」

「見てない……きゃっ……も、もしかして、ずっと見てたの……？」

　言い訳が通じるわけもなく、先生はまだ床に膝ひざをついたままで頰ほおを赤らめる。

　しかし怒るわけでもなく、ゆるく巻いた髪を撫で付けて整えてから、すっと立ち上がった。岸川先生よりは少し小柄で、しかし──彼女もまた、正面から向き合うのにとてもエネルギーが必要とされるスタイルをしている。

「はぁ、びっくりした。海うみ原はらくん、来ているなら言ってくれたらいいのに。お姉さん心臓が止まるかと思っちゃった」

　最初に見た時は、本当に俺より年上なのかと思った──だが、彼女は大学を卒業して二年目のれっきとした養よう護ご教きよう諭ゆだ。

　杜山知ち聖せい。彼女こそが、この学校における「二大女神」のもう一人だ。

　先生とはいうものの、同じ学校の先輩と言われても通用しそうな童顔で、白はく衣いの下に着ているワンピースは胸の部分がぱつんぱつんになっており、岸川先生と同じように前が閉じられない状態になっている。胸闘力バストパワー──そんなものを定義するのはどうかと思うが、彼女はこの学校において間違いなく最強だ。

　姉あねヶが崎さき高校の教師の中で、男子生徒から崇すう拝はいに近い人気を集めている存在。その理由はもちろん教育熱心な姿勢によるものであって、決して美人すぎるからだけでも、二人が並ぶと壮そう観かんとしか言いようがないからだけでもない。

「あら？　海原くん、お顔が真っ赤。大変、熱があるんじゃないかしら」

「い、いえ。ここに来たのはそういうわけじゃ……」

　杜山先生は俺の額ひたいに手を当ててくる──体育のあとなので色々と気になるが、先生はただ熱を測はかることだけに集中している。

　岸川先生と違うのは、杜山先生は真剣な時にも、ゆるふわな雰囲気のままだということである。保健室の先生としては理想的なのかもしれないが、話していると無限に癒いやされてしまい、毒どく気けを完全に抜かれてしまいそうになる。

「あらあら……これは……うーん……」

「せ、先生。俺は別に、熱があるわけじゃないです。手を当てたりする必要は……」

「……あら？　海原くん、どんどん顔が赤く……大変、それに熱も……」

　先生が接近しすぎで熱が上がっているわけで、状況は悪化する一方だ。しかし先生はあくまで熱を測っているだけなので、このままではどんどん追い詰められていく。

「あっ……た、大変。海原くん、動どう悸きがどんどん激しくなってる……」

「そ、それは……体育が終わった直後なので……うっ……！」

「どうしたの海原くん、そんな可愛い声を出して。海原くんはいつも可愛いけれどね、うふふ」

　先生に接近されすぎて反射的に、触れそうな部分をかばった。具体的には胸の辺りをガードしたのだが、その上から先生の胸がぽよん、と当たる。

　手の甲こうに一瞬で全神経が集中する。白衣の下に着ている薄手のワンピースは、これほど接近しなければわからないが、ブラの輪りん郭かくがかすかに浮かび上がっている。女騎士先生は体育の授業中だからかワイヤーの入っていないスポーツ用のブラを着けていたが、杜山先生のそれはレースの刺し繡しゆうの凹おう凸とつが感じられ、しっかりワイヤーが入って、中におさまった豊ほう穣じようの女神たる部分をしっかりとサポートしていた。

「……いけない、どんどん熱く……それにこの心臓の鼓こ動どうはただごとじゃないわ、小鳥みたいにとくとく言ってる……胸が苦しいのね、そんなふうに押さえて」

「く、苦しくありません、俺は本当に、別の場所にちょっとした怪我をしただけで……ほ、本当です、ですから……っ」

　何とか離れてもらおうとするが、先生は全く聞いてくれない──それどころか。

「んっ……」

「っ……!?」

　思考が全て停止し、俺の手の感覚だけが残る。

　俺の手のひらが、先生の片方の胸を持ち上げている。むにゅん、と沈み込んだ手──触っただけという生なま易やさしい状態ではない。正面から鷲摑みにしているのと変わらない。それくらいに遠慮なく、先生が胸を触らせてくれているのだ。

「ほら、先生と比べてみたらわかるでしょう。どれだけ海原くんの胸がドキドキしているのか……先生も触って確かめてあげる」

　先生の手が、俺の胸に触れる。体育を終えたあとで汗ばんでいるのに、先生は全くそんなことを気にしていない。

　それよりも何よりも、右手で触れた杜山先生の胸の感触は圧倒的すぎる。胸が大きい女性の場合、胸の鼓動を感じ取りづらくなるのではないかと、俺は自分の右手をもって確かめていた。

　岸川先生はスポーティな印象なのに意外と胸が柔らかいのだが、杜山先生も全く引けをとらない──弾力という点では岸川先生に軍配が上がるが、杜山先生は指の受け止められ方がとても肉感的で、たっぷりとしている。お餅もちのようだというのか、もっと感触を確かめてみたくなる。勿もち論ろんそんなことは決して許されない。

「っ……ご、ごめんなさい。先生、ちょっとくすぐったがりだから。海原くん、先生の鼓動は伝わった？」

「わ、分かるような、分からないような……」

「それなら、もうちょっとこっちのほうに……ここなら分かるかしら……？」

　明らかに恥ずかしがっている先生が、さらに大胆な行動に出るなど想像がつかず、俺はまた手を取られていた。今度は膨らみの上ではなく、谷間に導かれて、ふにゅんと挟み込まれる。服の上からでも手が挟まれるとは、どれほど深い谷間なのだろう。

　とくん、とくんと先生の鼓動が伝わってくる。おっぱい越しでは分からなかったので、この行動は医学的に正しいことなのだ。しかし触れているうちに俺の手がしっとり汗ばみ、トクントクントクン、と鼓動が際限なく早まり始める。

「え、ええと……せ、先生、鼓動がどんどん早くなっているような……」

「……あっ……ご、ごめんなさい。さっき飲んだコーヒーのせいね。コーヒーには、そういう作用があるのよ。こんなに鼓動が早かったら、海原くんも落ち着かないわね」

　ようやく先生が俺の手を離してくれた──俺の胸に触れていた手もそっと離れていく。俺はといえばまたも頭がおっぱいで満たされており、知的活動が極限まで停滞している──鏡を見たら、さぞ呆ほうけた顔をしていることだろう。

「だんだん熱が引いてきたみたいね……良かった。でも、そういうことなら、他に痛いところがあったりするのかしら……」

「は、はい。ちょっと、バレーをやってるときに着地でポカをしまして……恥ずかしながら、足を挫くじいたんじゃないかと思うんですが」

「っ……どうして我慢していたの、こんなに腫れているのに。海原くん、我慢強い子なんだから……お姉さんの前では我慢しなくてもいいのに」

　杜山先生は俺を椅子に座らせ、上うわ履ばきを脱がせてくれる。それほど重傷ではないようだが、右足の足首が腫れていた。

「とにかく冷やさないと……氷水につけた方がいいかしら。いえ、まず固定してから、アイスノンを当てた方がよさそうね」

「すみません先生、手間をかけさせてしまって……」

　申し訳なさを口にすると、包帯と湿布などを持ってきた先生は、床に座り込んで俺の方を見上げる。

　それはまさに、女神の微笑ほほえみと表現するしかない。

　杜山先生の笑顔に魅み了りようされ、一度保健室に来た男子がわざと怪我をしてリピートしたがり、保健室が混雑するという事態が生じたため、掲示板に『保健室の利用は緊急を要するときのみにすること』という貼り紙が今もされている。

　その状態で何度も保健室に行けば杜山先生目当てだと丸わかりなので、クラスで噂になってまでも保健室に行くような生徒はいなくなった──杜山先生は去年赴ふ任にんしてきたばかりなのでかなり困っていたが、今は解決して安心しているようだった。

「海原くん、あまり曲げたりできないように固定するわね。湿布の上からテーピングをするから、お風呂のときは……自分で外してつけ直すのは大変ね……」

「あ、ありがとうございます。とりあえず痛みが抑えられれば有あり難がたいです」

「ふふっ……海原くんったら。いつもはインテリメガネさんなんて呼ばれてるのに、先生の前だとかしこまっちゃうんだから……可愛いわね」

　先生の慈じ母ぼのような心では、インテリヤクザという言葉は耳に入っても他の言葉に変換されてしまうらしい。

「あ……ごめんなさい、インテリメガネさんって、あまり良くない呼び方かしら。いやな気持ちになったりしてない？　平気？」

「は、はい……そう言われる理由も、分からないではないので」

「海原くん、とっても成績がいいものね……先生ね、試験の結果が張り出されたときはいつも見ているの。海原くんが頑張っていると、自分のことみたいに嬉しいし、もっと応援しなきゃって……頑張れ、頑張れって」

　先生が俺の足に湿布を貼り、足首にテーピングを巻いてくれる──動きながら頑張れ頑張れと言うたびに、ゆさっ、ゆさっと胸が揺れている。

「……勝手にお姉さんって言ったりしないでほしい？」

「確かに、恥ずかしいですが……他に誰も聞いてなければ、問題は……というのも、俺が甘えてるわけで駄目なんですが……っ、せ、先生……っ」

「……？　どうしたの、海原くん」

　先生の位置がまずい──俺から見下ろせる位置に来ると、先生の襟えり元もとから覗のぞいている谷間が見えてしまう。

　膝を突いて座るときに覗いた素足の太股にも目を向けないようにしていたのに、合わせ技で視線を吸引されてしまう。

「あ……もしかして、そういうことだったりする？」

「す、すみません、見ようとして見たわけじゃ……っ」

　平和の象徴的な存在である杜山先生でも、さすがにこの距離で見られたら気がつくだろう。「いやらしい子」と冷たい目で見られても仕方がない、そう思ったのだが。

「この足だと、誰かに補助をしてもらわないと帰り道が心配ね……だからお姉さんに、送り迎えをお願いしてくれるとか……そうだったりしない？」

　物凄く期待を込めて見つめられる──俺が言おうとしていたことはもちろん違うが、胸の谷間を見ていましたと訂正もできない。

　そもそも、俺と杜山先生の接点はそんなに多いわけではなく、彼女が自分のことを「お姉さん」と言ったり、送り迎えをするような関係でもないはずだ。しかし先生は、いつそういうことをしてもいいと思っていたような態度で──と考えていると、先生は何かに気がついたように「あっ」と声を出した。

「大変……送り迎えはさせてもらっても、海原くん、アルバイトに行けなくなっちゃう。先生は公務員だから、代わりをするにも副業はできないし……」

「……先生、俺がアルバイトしているってこと、知っていたんですか？」

　俺は担任に許可を取る以外には、自分がバイトをしていることは言っていない──しかし、やはり職員の間では伝わってしまっていたのだろうか。

　そこまで一瞬で想像してしまうが、どうやら違っていたようだった──杜山先生は慌あわててぶんぶんと首を振る。

「ち、違うのっ……わ、私、どうしても海原くんのことスカウトしたいからって、アルバイトをしてるところを偶然見つけて、こっそり様子を見てたわけじゃ……」

「先生……全部言ってしまってますが……」

「……はぅん!?」

　こんな鳴き声を発する二十四歳がどこにいるのだろう──誕生日が来ていなければ二十三歳だろうが、いずれにせよレアではある。

「……先生のこと、ストーカーみたいって思った？　怖いって思ってない？」

「いや、そんなことは思っていないですが……俺は、杜山先生は知らないと思っていたので、少し驚きました」

「ごめんなさい、ごめんなさい。やっぱり勝手にそんなことしてたらいけないわよね、いくら君のことを勧誘したいからってそんなこと……」

　やはり先生は、俺のことをまだ気にしてくれているのか。

　俺が杜山先生と知り合ったのは、ある出来事がきっかけだった。それは、中学まで俺が吹すい奏そう楽がく部ぶに所属していて、ユーフォニアムの奏そう者しやだったことが関係している。

「……海原くん、しばらくバイトを休まないといけないわよね、この足だと。それで、提案なんだけど……こんなこと、怪我したときに言うのは、ひどい先生だって思うかもしれないけど……あの、あのね……」

「俺に、吹奏楽部に入れっていうことですか？　それなら申し訳ないですが……」

「はぅっ……だめ、先回りしちゃだめ。先生は確かに海原くんを勧誘したいけど、それはあくまで強引じゃないの。楽がつ器きをもう一度やりたいって思ってくれるまで、私はずっと待ってるつもりだから」

　痛いところを突かれたという反応をしつつも、先生は先生としての威い厳げんを保たもとうとする。スキが多いように見えて、なんだかんだでしっかりしている人でもある。そうでなければ、男子たちの保健室通いを抑止できていなかっただろう。

　杜山先生はふわふわとした微笑みを浮かべて俺を見ている。だが、やはり心を鬼にして、改めて念を押しておかなければいけない。

「去年の文化祭のときは、特別です。俺も、あれだけ吹けるとは思っていなかったですし……毎日練習している部員の人にも、悪いですからね」

「そんなことないわ、みんな海原くんが入ってくれたら喜ぶと思う。二年前のソロコンで海原くんの演奏を見たのは、私だけじゃないから。あのとき会場にいた子たちはね、海原くんのことが凄く印象に残ってるって……」

「部活は、中学までにすると決めたんです。高校からは普通にバイトもできるし、勉強にも時間を使いたいですから」

「……こんなに足が痛いのに？　バイトがお休みの間だけ、座って楽器を吹いてみるだけでもだめ？」

「楽器も吹かずに安静にした方が、治りは早くなりそうですからね」

「じゃ、じゃあ……えっと……んと……」

「先生、手当てをしてくれてありがとうございました。俺は授業に戻ります」

「あっ……だ、だめっ、まだ行っちゃ……きゃあっ！」

「うわっ……！」

　立ち上がったところで、先生も慌てて立とうとする──しかし足がもつれて、俺の方に倒れてきてしまった。

「っ……あ、危ない……大丈夫ですか、先……」

　後ろにベッドがある位置だから良かったものの、違う場所だったら厳しいことになっていた──と、そんなことを気にしている場合じゃない。

「んん……ご、ごめんなさい。急に行っちゃうなんて言うから……」

　先生は、自分の状態にまだ気づいていない。

　倒れ込んだ拍ひよう子しに、俺の手が先生の胸を鷲摑みにしてしまっている。少しも指を動かせないが、先生が身じろぎをして指がめり込む。

「んっ……だ、だめ……そこは……」

「す、すみません……っ」

「ふぁっ……そ、そっちの方も……動かさないで……」

　そっちの方というのがどこか、すぐには分からなかった──しかし、遅れて気づく。

　胸から手を離すと同時に身じろぎをして足を動かしてしまった。俺の足が、先生の足の間に入り込んでいて──温かくて、柔らかい部分に当たっている。

「……海原、くん……ごめんね、足、当たって……」

　俺を制しておいて、先生が謝る。そのしおらしさと真っ赤な顔、潤うるんだ瞳が、俺の柔らかい部分を掌しよう握あくしていく。

　先生の反応を、別のものとして誤ご魔ま化かせない。理論武装ができないというのは非常にまずい。俺の手が胸に触れることによる先生の反応は、誰かに見られては絶対にならないし、先生と生徒の間で容認される行為では決してない。たとえその感触が魅み惑わく的てきすぎて、思わず指を動かしたいと願っても、本能をなけなしの理性で遮しや断だんし続ける。

「……海原くん……て、手が……」

　微び動どうだにしてはいけないのに、ほんの少しだけ手が動いてしまう。両手を切り落とさなければこの罪は償つぐなえないのではないか。手のひらに当たった部分が、厚めのブラ越しなのに、何か感触が変わってきている気がする──女神先生の感受性というか、感度というかが敏感ということなら、とにかく俺が悪いので謝るしかない。

「っ……す、すみません、動かすつもりは……っ」

　このままでは駄目だという、猛もう烈れつな焦しよう燥そう感かんに駆かられる。なんとか先生に身体を起こしてもらおうとするが、胸ではなかったら脇の下に手を入れて持ち上げるしかない。

「ひぁんっ……も、もう、変なところ触っちゃだめ、そこは弱いから……っ」

「す、すみません、できるだけ迅じん速そくにこの状態を脱する必要が……せ、先生、暴れたらっ……！」

　するっ、と先生の脇の下から手が滑る、俺は両手で先生の身体を支える──下向きになると驚くほど重量感が増す、二つのバストを支えながら。




「……二人とも、何してるの？」




　終わった──と、そのとき思った。保健室で先生に覆いかぶさられ、バストを鷲摑みにしているところを見られてしまうとは。

　しかしよくよく考えてみると、その声は聞き覚えがあるものだった。

「ん、んしょっ……あっ、ええと、三年生の空そら野のさん……？」

「３─Ｄの空野奈な々な海みです。爪が少し割れちゃった子がいて、絆ばん創そう膏こうをもらいに来ました。私、保健委員なので」

「あらあら、大変……ちょっと待っててね、すぐに持ってくるから」

　淡たん々たんとした口調で話す、艶つやのある黒髪が印象的な女子生徒──というか、俺にとっては、この学校で数少ない知人の一人だ。

　知人というよりも、幼おさな馴な染じみと言っていいかもしれない。しかし、子供の頃は近所に住んでいるからという理由で仲良くなったが、ある時期から疎遠になってしまった。

　昔はもっと活発というか、おてんばな性格だったと思う。俺のことを連れ回して、男も女もなく接して、よく笑っていた。

　しかし今目の前にいる空野先輩は、三年生の中では五本の指に入る美人と言われているものの、「クールビューティ」と呼ばれるような人になっていた。

「……なにか？」

「っ……い、いや、何でもない……です」

「敬語じゃなくてもいいのに。二年生でも有名なインテリヤクザくん」
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　あからさまに辛しん辣らつな言い方をされて、多少なりと苦々しい思いを味わう。あえてここでインテリヤクザと言う意図は、俺への罰以外には考えられない。

　そんなことを言っても泣き言にしかならない。このまま倒れたままでもどうかと思うので、腹筋に力を入れて身体を起こした。

「…………」

「……な、何か……？」

　空野先輩は確かに何かを言ったが、小さな声すぎて聞き取れなかった。

　あえて聞かない方が平和かもしれないと思ったが、どうしても気になる──しかし、先輩が答えてくれるのは望み薄だ。

「……大丈夫？」

「えっ……ま、まあ、頭は大丈夫だけど……」

「……頭じゃなくて、足。テーピングしてあるけど、ひねった？」

「さっきの体育で、ちょっと……」

「……バイト、休む？　今日、シフト入ってたけど」

　そう──俺と空野先輩は、バイト先が同じコンビニだ。

　昔の知り合いで、学校では先輩と後輩で、バイト先まで同じ。

　それでも一度時間を置くと、俺も先輩も少なからず変わってしまって、昔みたいに気の置けない接し方はできなくなる。

　今の俺が、先輩にとって好感の持てない相手という可能性も否めないが──「大丈夫？」と聞いてくれたのは、普通に心配してくれたのだと思う。

「……休んだ方がよさそう」

「そうだな……そんなに治るまで時間はかからないと思うんだけど」

「海原くんのことは、私に任せておいて。先生、ちゃんと怪け我がが治るまでしっかりサポートするから」

「……はい。よろしくお願いします」

　空野先輩は絆創膏を受け取ると杜山先生に頭を下げ、保健室を出ていく。

　学校で先輩を見る機会はあまりないので、何となく後ろ姿を見送ってしまう──すると、ふに、と杜山先生に頰をつつかれた。

「せ、先生。すみません、じっと見てたから怪しかったですか」

「海原くん、空野さんと知り合いだったのね……すごくきれいな子よね、彼女」

「知り合いというか……まあ、知り合いですね」

　こんな言い方もどうかと思うが、やはり空野先輩との昔のことを思うと、複雑な思いが湧わく。俺が覚えているだけで、先輩はもう忘れているのかもしれないが。

「海原くんのこと、空野さんにお願いされちゃった」

「っ……待ってください先生。あれは、普通に挨あい拶さつをしただけじゃないかと」

「空野さんも、海原くんと同じバイト先なのよね？　先生、聞くつもりはなかったけど聞いちゃったもの。今日も同じシフトでバイトをする予定だったのなら、お仕事をしてる間も、休んでる海原くんのことを気にかけると思うの」

　──絶対に、空野先輩はそこまでのニュアンスで言ったわけじゃない。

　今の杜山先生には何を言っても通じない──岸川先生と話していてもそうなることがあるのだが、ついに俺は、二大女神の二人目にも押し切られかけている。

「これは勧誘のためじゃないから、心配しなくていいのよ。先生が、生徒のことを心配するのは当たり前のことだもの」

　こんな時だけ「先生と生徒」を持ち出してくる杜山先生──彼女は得意げに腕を組むが、たぷんと強調された二つの山を前にして、目め眩まいを覚えずにいられなかった。




　先生の処置が適切だったからか、放課後には普通に歩けるくらいにはなっていたのだが、俺は普通に一人で家に帰る途中で、車で追いかけてきた先生に捕まった。

　図書室で勉強をしてから帰るという時間差攻撃に出たのが、結果的には裏目に出てしまった──杜山先生も退勤できる時間になり、校こう舎しやを出るところで見つかってしまい、悠ゆう々ゆうと追いつかれてしまったわけだ。

「すみません、病院まで乗せていってもらって……お手数をおかけしました」

「ふふっ、そんなにかしこまらなくていいのよ。もう腫れはほとんど引いてるってお医者様は言っていたけど、もう少し安静にしていないとね」

　助手席に座っている俺に、先生は運転しながら話しかけてくる。ちゃんと前を見て慎重に運転しているし、それについては全幅の信頼を置ける。

　乗せてもらって偉そうに考えることではなく、運んでもらえているだけで本来は感謝しなくてはいけないところなのだが──。

「先生、お世話になったことには本当に感謝してます。してるんですが……」

「いいのよ、乗せていってあげたから部活を見に来てなんて言わないわ。少しだけ期待はしてるけど、ちょっぴりだけだから」

「そ、そうじゃなくてですね、俺の家じゃない方向に向かってますが……」

　最初に俺の家がある場所については伝えて、先生もカーナビに登録していたのだが、今はなぜか『自宅』に向かってまっしぐらに進んでいる。この場合の自宅とは、杜山先生の家のことだ。

　信号待ちをしている間に、先生がこちらを向く──例のごとく、女神の微笑み。しかし俺は、この笑顔を前にしても、素直に心を許すわけにはいかないと感じた。

「海原くんのことを偶然見つけて、バイトをしてるところを見てたのはね、謝らないといけないと思ってるの。でもね、やっぱり見ちゃったから、海原くんの担任の藤ふじ田た先生に聞かなきゃいけないと思って」

「聞くって……ま、まさか……」

「そう。海原くんがアルバイトをしてる理由……そうしたら、お父さんの遠えん方ぽう赴ふ任にんでご両親が留守にしてるから、自立心が強いんじゃないかって教えてくれたの」

　まだ藤田先生には、この春からの二週間しか受け持ってもらっていない。しかし俺の家庭の事情を知ると「何かあったら先生に相談しなさい」と言ってくれていた。

　純からすると「オカンみたいな先生」とのことだが、まだそんな年齢ではなくて、岸川先生より幾いくつか年上というくらいだ。そんな先生同士のネットワークで俺の事情が伝わってしまったと思うと、仕方ないことではあるが無む性しように恥ずかしいものがあった。

「それで、ずっと気になってたの。私も先生になってから一人暮らしなんだけど、一人でお夕飯を食べてるときに、海原くんが同じようにしてると思うとね……」

　それは普通のことというか、あまり気にされても申し訳なくなってしまう。俺はただでさえ、岸川先生に餌えづけ──もとい、弁当のお裾すそ分わけをされているのだから。

「先生の家に俺を招いてくれて、夕食を作ってくれる……っていうことですか？」

　答えは出ているのだが、半分くらいは否定してほしいという思いがあった。

　学校の先生に招かれて家で食事をするなんて、それは先生と生徒の関係として、壁を越えてしまっている気がする。岸川先生もまだ俺の家に来たことはないし、彼女を差し置いてというのも言い方としてどうかと思うが、杜山先生の家に行くのは後ろめたさが無視できないほど大きい。

「大丈夫よ、海原くんがお腹いっぱいになったら、ちゃんとお家まで送ってあげるから。先生、送り狼さんにはならないわよ」

　先生はキリッとして大人のジョークを言っているつもりなのかもしれないが、それを生徒に言うのもどうなのか。女性が送り狼になるというのはまず聞かない話なので、俺もそれを心配してはいない。足を挫くじいたくらいで女性に屈くつ服ぷくさせられるほど、俺は弱くはない。何かが起こることを期待しているなんてことはない。断じて。

「俺はもう普通に立てますし、これ以上お世話をしてもらうと、サポートをしてもらっているというか、過保護になってしまうと思うんですが……」

「遠慮しなくていいの、二人分作る方が楽なんだから。お姉さんに任せなさい」

　理詰めで説得を試みても、普通に押し切られてしまう──こうなってみて分かったことだが、杜山先生はこういうときに押しが強いのだ。

　しかし岸川先生に知れたらというのは、どうしても気にかかる。彼女がお姉ちゃんを自称しているからといって、ここで俺は岸川先生の弟のようなものだと主張し、芽め瑠るお姉ちゃんに操みさおを立てているのですと言ったら、さすがに杜山先生もちょっぴり引いてしまうだろう。そして岸川先生を大いに喜ばせてしまうか、真面目な彼女は杜山先生にはそういうことを言ってはいけないとＴＰＯをわきまえて俺をたしなめることだろう。

　杜山先生も岸川先生と似た方向の理由で俺の面倒を見ようとしてくれているという可能性も否定はできない。別に俺は、誰彼構わず年上の女性を引きつける弟体質というわけではないはずなのだが。そんなことを自認していたら勘違いもいいところだ。

「怪我をしてない時でも、いつでも遠慮しないで、何でも言ってくれていいのよ。私は海原くんに感謝してるの。あのとき吹奏楽部を助けてくれたこと」

「俺は……恩義に感じてもらうほどのことは、してないですよ」

　あのとき俺は、何を思っていただろう──久しぶりに楽器に触れられることを、どう思っていたのか。

　それを思い出すことから、今は意識をそらす。

　俺は中学最後のコンクールで、もう楽器はやめると決めた。嫌気がさしたわけでも、部活が面倒だというわけでもない。十分にやりきったと、そう思っているから。




　先生の実家も近くにあるらしいのだが、大学の頃から実家を出て暮らしていたそうだった。今のマンションには、姉ヶ崎高校に勤めることが決まったときに引っ越してきたらしい。

　近隣では目立つ、十階建ての九階。セキュリティがとてもしっかりしていて、いかにも高級という感じがした。

　先生はもしかして、お嬢様育ちなのではないだろうかと思っていたのだが、先生の家に入れてもらってから、それはほとんど確信に変わっていた。

　モデルルームのような内装──家具も高級そうで、ソファは今まで座った中で最も座り心地がいい。

　広いリビングの段差を上ったところに畳たたみが敷いてあって、ちゃぶ台が置かれている。いつもここで食事をしているそうで、俺は手伝うこともしなくていいと言われ、座ざ布団ぶとんに座ってお茶を飲みながら待っている。

　先生のペースに、完全に流されていると自覚はしている。しかし、そろそろ落ち着いて厚意を受け入れた方が、先生に対して誠実なのではないだろうか。

　しかし腰を落ち着けると、立ち上がりにくくなるくらい気分が安らぐ部屋だ。広いのに、ここだけ和風のつくりだからか。

　ちゃぶ台の下は足を下に出せるようなスペースがある。これが冬には掘りごたつになるそうだ──冬にもお邪魔してみたいと思ってしまう俺を、誰が責められるだろう。

「ふんふん、ふふんふ～……」

　キッチンからは、先生のハミングが聞こえてくる。流は行やりの歌ではない懐なつメロで、先生のおっとりした優しい響きの声を聞いていると、ついウトウトしてしまう。

　トントンと包丁がまな板を叩く音が聞こえる。そして、この和風だしの香り──このままではまずいという予感が、脳裏を過よぎる。

　先生が料理を作ってくれるという時点では、そこまで警戒していなかった。杜山先生のイメージでは洋食を作ってくれそうな雰囲気で、岸川先生のように、俺の弱点をガッツリと攻めてくることはないと思っていたからだ。




　その認識が誤りだったことを、俺は十五分後に思い知ることになった。

　杜山先生が割かつ烹ぽう着ぎ姿すがたで作ってくれた夕食は、至極一般的な家庭料理だ──肉じゃが、お浸ひたし、卵焼き、なめこの入った味み噌そ汁しる。

　好き嫌いを事前に聞くという配慮もしてもらったが、俺は嫌いなものがない。出された献こん立だてはすべて、垂すい涎ぜんの出来というしかなかった。立ち上る湯ゆ気げの向こうに見える杜山先生の優しい笑顔に、全てを投げ出して飛び込みたいと思わされる。

「この割烹着は、うちの母から受け継いだものなの。エプロンでもいいんだけど、これでお料理をするのに慣れちゃってて……やっぱり変だった？」

「い、いえ……そんなことは全くないです。むしろ、似合いすぎているというか……」

「も、もう……そんなに大げさに褒めても何も出ません……ご飯は出てきますけど」

　先生は俺を諭さとす時は、丁てい寧ねいな口調になる。不意に出てくるそういう部分に、俺はどちらかというと弱いほうだ──と、考えているうちに冷めてしまってはいけない。

「じゃあ……先生、いただいてもいいですか？」

「っ……せ、先生をいただくのはちょっと……そんなに割烹着が好きなの？　三さん角かく巾きんもつける？」

「い、いや、そうじゃなくてですね……俺がそんなことを言うと思いますか？」

「……海原くんも男の子だし、場合によっては言いそうかなって……な、なんて、先生がそんなこと言ってちゃいけないわよね、生徒を信頼しなきゃ」

　胸に手を当てて言う杜山先生──谷間に手が普通に挟まれ、割烹着越しに胸の膨ふくらみが強調される。

　先生が俺を信頼しても、俺はその信頼に応えきれるのか、などと弱気になっている場合じゃない。何のために俺はここに来たのか、それを決して忘れてはならない。

　夕食を御ご馳ち走そうになりに来ただけのはずが、正念場を迎えている。それもこれも、先生の割烹着姿が似合いすぎているせいだ。

「……あっ。海原くん、可愛い……お腹がグーって鳴ってる」

「……あまりからかわないでください」

「ふふっ、ごめんなさい。海原くん、どれから食べたい？」

　先生はそれが当然というかのように箸はしを手に取る。白くて細い指が、きれいな持ち方で箸を扱うさまは、見ているだけで琴きん線せんに触れるものがあった。

「ごはんとお味噌汁とおかずをバランス良く食べるのがいいのよ。最初はごはんから……あーん」

「っ……」

　このまま流されていいのか。しかし躊ちゆう躇ちよする間もなく先生に先手を取られて、逃げることはできない。先生は左手で箸を持ち、右手を受けるように添えながら、湯気の立つ白米を差し出してくる。

「……海原くん、あーんして？」

　女神の笑顔と、耳を甘やかすような声。そこには純粋な慈じ愛あいだけがある。

　もう、どうにでもなれ──我慢は身体に悪いので、そろそろ素直になりたい。

　覚悟を決めて口を開ける。そっと白米が口の中に差し入れられ、舌の上で米粒がほろりと崩れる。嚙かめば嚙むほど甘みが広がる。炊たき方かたも硬さも完璧だ。

「おいしい？」

「は、はい……せ、先生、俺、自分で食べられますから……」

　すでに頭がぼーっとしてきている。これほど魅力的な年上の女性に懐かい柔じゆうされたら、俺じゃなくても男子高生はみんなこうなるんじゃないだろうか。

「いいのよ、先生がしてあげたいんだから。海原くんは何もしなくていいの、ぜーんぶ先生が食べさせてあげる」

　俺を部活に入れたいと言っている先生だから、少しくらい計算もあるのかもしれない、なんて考えを持っていた俺は、汚れていたと思い知る。

「次は何が食べたい？　……卵焼き？　ちょっと甘いかもしれないけど、大丈夫かしら……はい、あーん」

　卵焼きは、岸川先生も弁当に入れていると言っていた。少しだけ胸が痛む──彼女の卵焼きを差し置いて別の卵焼きを食べるのは、ある意味浮うわ気きじゃないのか。

「……どうしたの？　卵焼きは苦手？」

「っ……い、いえ……かなり好きというか……」

「ふふっ……じゃあ、遠慮なくどうぞ。はい、あーん……」

　卵焼きを差し出すときに、杜山先生の胸元が開く──こんなにスキだらけで、大学を出るまで危ないことはなかったのだろうか。俺はとても心配だ。

「んっ……んむっ……」

「……海原くん、可愛い。よく味わって……はい、ごっくんして」

　言われるままにすると、童心に返りすぎてしまう。あまりに美味しいので次も食べさせてもらいたくなる──口の中に、ふんわりとしたダシの香りと甘みが広がる。焦げ一つなく均一に焼き上がった卵焼きは、焼き立てということもあって舌した触ざわりがとろけるようだった。岸川先生と料理の腕に関しては遜そん色しよくない、品目によっては二人の先生のどちらかが上ということもあるだろう。

「よく嚙んで食べてね……柔らかいものばかりだといけないから、次はお浸しも食べてくれると嬉しいな」

「……はい……お願いします……」

　先生がすぐそばにいてくれて、俺が食べたいものを食べさせてくれる。そして、優しい味付けが味覚までも甘やかして、思考がどこまでも溶けていく。

　温かいお湯に浸かっているような安心感。味噌汁は自分で食べたが、合わせ味噌の塩気は強すぎず、ダシがしっかりと利いている。岸川先生の料理を食べたときもそうだが、ジャンクフードに慣らされた味覚が、自然な状態に戻っていく感覚さえある。

　気がつくと、目の前の器うつわはほとんど空になっていた。すでに十分満たされているのだが、純粋に先生の料理が美味しくて、もっと食べたいと思ってしまう。

「海原くんは育ちざかりだから、おかわりもあるわよ」

「で、でも、先生の分が……」

「先生は、海原くんが美味しそうに食べてくれるだけでお腹いっぱいだから……っていうのも本当なんだけど、ちょっと少なめにしようと思って」

　ダイエットでもしているのだろうかと思ったが、先生はキッチンに行くと、少し恥ずかしそうにしながら、徳とく利りとお猪ちよ口こを持って戻ってきた。

「ときどきなんだけど、お酒が飲みたくなることがあって……海原くん、ちょっとだけ飲んでもいい？　大丈夫、海原くんに勧めたりしないから」

「は、はい。俺に遠慮しないで飲んでください」

「本当？　良かった……海原くんが来てくれてるのにお酒なんて、先生はだめな大人ですねって言われちゃうかと思った」

「そんなことはないですよ。あ、そうだ……俺がお酌しやくをしましょうか」

「だ、だめよ、そんな……先生が、生徒にお酌をしてもらうなんて……」

「これも、俺がしたくてしていることですから」

　先生は遠慮するが、俺も先生に何かを返したいと思わずにいられないくらいには、彼女のしてくれたことに感謝していた。

　先生にお猪口を持ってもらい、徳利からお酒を注ぐ。先生は俺の隣でかしこまって座り、お猪口に口をつけてくいっと飲んだ。

「んっ……ふぅ……美味しい。海原くん、ありがとう」

「これも社会に出たときの、予行演習的なものだと思うことにします」

「ふふっ……海原くんが大人になったら、一緒に飲むのもいいかも……なんて、そのときは海原くんも、色々な人とお酒を飲むようになってるかしら……」

　まだ酔っているという感じはしないが、先生は気分が良くなっているみたいだ。

　俺だけが先生に色々としてもらって、それだけで終わりというのは申し訳ない。幸い、先生のマンションの近くにはバスが通っているので、帰りはバスにしよう。




　そんなことを考えていたのだが、夕食の時間が終わっても、俺は居間で待機している。してしまっている、と言うべきか。

　先生はどうやらお酒を飲むと寂しくなるとか、そういうタイプだったようだ。

　いつもより飲みすぎてしまったのか、食事の前に一杯飲んだのが良くなかったのか。杜山先生はお酒が回ってしまい、顔がほんのり赤くなってくると、汗をかいたのでお風呂に入りたいと言い出した。

　それなら俺はそろそろ帰ります、と言おうとしたのだが──先生が物凄く寂さびしそうにする上に、お酒を飲んだ人がお風呂に入って大丈夫なのかという心配もあったので、とりあえず風呂上がりまでは待っていることにした。

　一人暮らしの女性の部屋でこうして待っているのは、何かしてはいけないことをしている気分になる。

　俺がこんな状況にあるのは、やはり先生が優しすぎるからだ。

　普通は生徒が足を挫いても車で送ってくれたりはしないし、夕食を作ってくれたりもしない。しないのだが──。

　制服のポケットからスマホを取り出すと、岸川先生からチャットが来ていた。届いたのは一時間ほど前──ちょうど、杜山先生に夕食を食べさせてもらっていた頃だ。結局自分で箸を使ったのは味噌汁だけということに、我ながら呆れてしまう。




岸川先生：こんばんは

岸川先生：怪我の具合はどうだ？　帰りに君の家を訪問したいと思っていたのだが




　杜山先生の家に来なかったとしたら、岸川先生が俺の家に来ていたかもしれない。

　姉ヶ崎高校の二大女神に、二股をかけている──そんなつもりは決してないのだが、客観的に見ればそう見られてしまっても無理はない。

　しかし、先生たちにそういうつもりがないのに、俺がそう思うのは自意識過剰だな。最優先で直すべき俺の悪い癖くせだ。




自分：怪我は大丈夫です、ご心配おかけしました

岸川先生：良かった、なかなか返信がないので心配していた

岸川先生：では、明日こそ君の家に夕食を作りに行ってもいいだろうか？

岸川先生：やむをえない用事で順延していたが、明日の夜なら訪問できそうだ

岸川先生：足を怪我している生徒のために夕食を作るということなら、訪問しても変ではないだろう




　四連メッセージの最後を見て、俺は思わずスマホを持ったまま固まっていた。

　今日は杜山先生にお世話になったのに、その次の日は岸川先生が夕食を作ってくれるとか、さすがに甘えすぎではないだろうか。




岸川先生：返事がないな

岸川先生：急に言い出してすまない、押し付けがましかっただろうか

岸川先生：都合が良くないのであれば、またの機会にしておこう




　俺が答えないことを、先生は嫌がっていると思っている──そんなことはない、しかし甘えすぎている自分を自制するためにも、俺は心を鬼にしなければいけない。




自分：先生にはいつもお世話になってますから、俺の方からお礼をしないといけないと思ってます

岸川先生：そうか

岸川先生：うん、大丈夫だ

岸川先生：全然大丈夫た、都合が悪いなら仕方がない

岸川先生：先生はお礼がしてほしいわけではない、それは気にするな

岸川先生：では、おやすみ




「……先生、すみません」

　隠そうとしてはいるようだが、凄くがっかりしている様子が伝わってくる。俺は就しゆう寝しんの挨拶を返しつつ、胸をチクチクと刺すような罪悪感にさいなまれた。

　現在、杜山先生の家に滞在していることはとても言えない。隠しておいて知られてしまった場合の方が良くないと分かっているが、いかんともしがたい。

　そのとき、浴よく室しつの方からだろうか、大きな物音が聞こえてきた。

　カポーンというのは風ふ呂ろ桶おけの音だと思うが、それ以外にも何かが倒れるような音がした。俺は右足に重心をかけないようにして、病院で借りた松まつ葉ば杖づえを使い、できるだけ急いで浴室に向かう。

「杜山先生、今何かすごい音が……先生？」

　脱だつ衣い所じよの外から呼んでみても返事がない。俺は入っていいものかと迷うが、何か大変なことになっている気がして中に踏み込む。

　浴室に続くドアはすりガラスになっている。棚に置かれている服を見て、俺は瞬時に目を逸そらす──大きすぎるカップのブラと、先生の服が畳まれて置かれている。

　普段の先生ならきっちりとしていそうだが、脱いだタイツが丸まったままになっている──と、何だかんだと言って見てしまっては言い訳が立たない。

　それよりも、先生だ。返事をしてくれれば問題ない、このまま撤退するだけだ。

「杜山先生、大丈夫ですか？」

「うぅ～ん……」

「っ……せ、先生、どうしたんですか!?」

　次に呼びかけても返事がない──しかし、浴室からはシャワーの音が聞こえてくる。

「先生っ……!?」

「……う～ん……」

　浴室は湯気で満たされていて、初めは中の様子が良く分からなかった──しかし扉を開けたことで湯気が薄れて、広い浴室の床に倒れている先生が目に入る。

「先生、大丈夫ですか!?　先生っ！」

　なりふり構っていられずに、先生を抱き起こす。先生は熱に浮かされたような状態で、意識が朦もう朧ろうとしているようだった。

　湯船に浸かるときは髪を上げていたのか、タオルで髪をまとめている。首筋に濡れて貼り付いている髪が、余りにも艶やかに映る。

「んっ……んん……ごめんなさい……私、もう……」

「先生、大丈夫です！　俺が必ず助けて……」

「……もう……のぼせちゃって……」

「……え？」

　湯気は濃いが、出しっぱなしのシャワーの温度はぬるい。

　俺は先生を一いつ旦たん床に寝かせて、浴槽に手を入れてみた。大だい理り石せきでできている広い浴槽に張られているお湯は、俺の体感では結構熱めだと感じた。

　先生は顔だけでなく、身体まで真っ赤になっている──湯気の中で、仰あお向むけになっても重力に抵抗している双子の山が、先生の安らかな呼吸と一緒に上下している。

「……外に出して……お風呂の……冷まして……」

　俺にやれというのですか、先生。そんな情けないことを言ってしまいそうになる。

　緊急事態なので、これは不可抗力だ。俺は熱気に当てられ、さらに先生の裸を目の当たりにしてのぼせそうになってしまっているだけで、興奮してるわけじゃない。

　保健室で両手で持ち上げた乳ち房ぶさが、無防備にさらされている。白い肌が紅こう潮ちようして、しっとりと濡れた大きすぎる膨らみ──その肌は水を弾いて、珠たまのようなしずくがつう、と伝っている。薄く色づいた先端に目を向けかけて、俺は思わず上を向いた。これは直視していいものではない──ただ倫理的にというだけじゃなく、俺の忍耐という意味で。

「……んん……お母さん……」

「っ……先生、すぐに助けます！」

　そんなことを言っている場合じゃない。これが火事場力というやつか、俺は先生を抱き上げて脱衣所まで運び出し、ひたすら無心で介かい抱ほうに励んだ。




　まずタオルを敷いて先生を横たえ、感触がわからないように身体をざっと拭き、水を飲んでもらった。

　そこで先生が意識を取り戻す兆きざしが見えたが、俺は傍そばを離れるわけにもいかず、傍かたわらで待機していた。

　先生の方を見ないように、俺はフェイスタオルを借りて目隠しをしている。さすがに意識のない人に服を着せることはできそうにない──しかしこのまま待っているのも何というか、理性が危うい状態が続いている。

「……あつい……」

「せ、先生……大丈夫ですか。水を飲んだ方が……」

「……拭ふいて……汗……」

　先生が起きてさえくれれば、この試練も終わるというのに。しかし、先生の訴えを聞かないわけにもいかない。

　俺は身体を拭くためのタオルを持ってくる。そして目隠しをしたまま、先生の身体を覆っているタオルを剝はがす。

「……ここ……お願い……」

　思わず声が出てしまいそうになる。動揺している場合じゃないと考えはするが、とても冷静にはなれない。

　先生が俺の手を取り、柔らかいものに押し当てる。ぷるん、と乳房全体が弾むのが分かる──その弾力はプリンか、それともババロアか。ブランマンジェでもなんでもいい。

　目隠しをしていると逆に感覚が鋭敏になる。タオル越しにも先生の胸の形や、柔らかさが十二分に伝わる──水分を拭き取ろうとしているのに、むにゅむにゅと揉んでいるような動きになってしまっている気がする。

「んっ……ふぅ……ここも……おねがい……」

　あまりにもあまりな状況だ。しかし心を無にして、求められた場所を拭くしかない。

「……んっ……んふっ……」

　この声は先生が生徒に聞かせても大丈夫ではない気がする。先生は敏感なのか、言い方を変えるなら、とてもくすぐったがりなのか。

　表面だけを拭き取るようにすると、今度は撫でているのと変わらない。手のひらに触れている部分が、かすかに尖って、硬くなってきている──その部分を避けようとするとまともに拭けないので、俺はひたすら頭の中で般はん若にや心しん経ぎようを再生して気をそらす。

「……んん……こっちのほうも……」

　もう、これ以上安全に拭ける場所がない。

　こっちがどっちなのかも分からない──俺は自分でしたことだというのに、目隠しを外さなくてはならなかった。

　そして目隠しをずらした瞬間、全ての思考を失う。

　ほんのりと紅潮した杜山先生の肌は、しっとりと汗をかいて──両手で双そう丘きゆうの頂点だけをカバーしたその姿を見て、俺は不覚にも、人生で何度目かの鼻血を経験する。

「……汗……拭いて……」

「っ……は、はい……」

　意識が危ういとはいえ、先生が俺の助けを必要としている。俺は先生に胸を持ち上げてもらって、その下の部分を拭く。

　そこまで来ると逆に開き直ることができて、俺は大胆に先生の身体を拭き始める──下半身だけは、バスタオルで上から覆うだけで精一杯だったが。




　今日の記憶は、明日の朝になったら消さなければいけないだろう。

　目を覚ましてから可か哀わい想そうなくらいに慌てふためき、俺に土ど下げ座ざをする勢いで謝る先生をなだめつつ、とっくの昔に終バスが行ってしまっていることに気づくのだった。
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　先生はお酒を飲んでいたので車で送ってもらうわけにもいかず、俺は先生の部屋のベッドを使うように提案されたがさすがに辞退し、畳たたみ敷じきの部分に布団ふとんを敷いて寝た。

　根こん性じようで歩いて帰ることもできたかもしれないが、それで俺の足が悪化したら先生は立ち直れないくらい落ち込みそうだったので、俺も世せ間けん体ていよりも先生の気持ちを優先せざるを得なかった。

「はぅん……私、先生としてとてもいけないことをしてしまったような……生徒を家に送っていくって約束したのに、お泊まりをさせちゃうなんて。あとで運転しなきゃいけないのに、ついお酒に手が伸びちゃって……」

「身体のこともありますし、お酒はほどほどがいいと思いますよ」

「……怒ってない？　私のこと、やんちゃな先生だって思ってるでしょう？」

「思ってないですよ。むしろ、俺の方が色々謝らないといけないと思ってますし……」

「え……な、なに？　やっぱり部活の見学には行けないとか、そういうこと？」

　先生は俺に裸を見られたことについては、朝になるとそこまで気にしている様子でもなかった。

　それはそれで寂しい気もするが、先生が恥ずかしがっているところを見て喜ぶというのもどうかと思うので、平和で良かったと思うべきなのだろう。

「吹すい奏そう楽がく部ぶのことは、今日にでも来てとかそういうことは言わないわ。押してだめなら引いてみろって言うしね。本当は引いていきたいんだけどね」

「……熱心に誘ってもらって、すみません」

「ううん、いいの。先生は、部活のことだけで海うみ原はらくんのサポートをしたいって思ったわけじゃないのよ。海原くんがいい子だから、応援したくなるっていうか……」

　先生は運転するときは逆光が気になるのか、色付きの眼鏡めがねをかけている。いつもあどけなさを感じる先生の横顔が大人びて見える──助手席から見ると先生のスカートからすらりと伸びた白い太ももが目に入り、昨日よりも少し短めのスカートに替わっていることに気がつく。

「海原くん、先生のファッションチェックしてない？」

「あ……す、すみません先生、当たり前ですが、昨日とは違う服なので……」

　信号待ちの停車の間に、先生がこちらを見る。先生は眼鏡をずらして、その奥の瞳を悪戯いたずらっぽく輝かせて俺を見た。

「海原くんのこともチェックしてあげる。朝シャワーを浴びたから、髪の毛がさらさらね。今日もかっこいいわよ」

「っ……い、いえ、全く俺はそんな、かっこいいとかそういうことは……」

「ふふっ……そういう反応はかっこいいより、可愛いなのよね」

　天然なところがあってほんわかとした先生だと思っていると、こうやって不意を突かれる──やっぱり杜もり山やま先生は、大人の女性だ。

「うーん……どうしましょう、これ以上学校に近づくと、他の子に見られちゃうかしら……海原くんが私と同伴登校したなんて噂になったら、説明するのが大変そうね」

「おかげさまで足はもう大丈夫なので、ここからは歩いて行きますよ。ここまで送ってもらっただけでも、十分助かりました」

「本当は学校まで行きたいけど、海原くんに迷惑がかかっちゃうものね……」

「波風は立てないのが一番です。次の信号で停まっているうちに降りますね」

「ええ、気をつけてね。もし痛くなったら、すぐに私を……あっ、まだ連絡先を交換してなかったわね……私のバッグの中に名刺ケースがあるから、出してくれる？」

「は、はい……それじゃ、失礼させてもらって……」

　先生のハンドバッグを開けて、最初に目に入ったのは財さい布ふだった。そして化け粧しようポーチが入っていて、手帳などが入っており──内ポケットに、おそらくルージュのようなものと鏡などが入っている。

「あ……これですね。凄い、吹奏楽部の顧問としての名刺なんですね」

「ええ、部活の子たちに連絡先を伝えたり、コンクールで他の学校に挨拶をするときのために作ったの」

　俺も吹奏楽部の部員たちと同じで、学校で接点のある人として連絡先を教えてもらえる──そういうことだ。

「それじゃ、この名刺を一枚……」

「それは学校の用事で使うアドレスが載っているだけだから、もう一つのアドレスのメモを手帳に貼っておいてね」

「え……い、いいんですか？」

「友達に教えるために作ったんだけど、財布にアドレスの載ってるシールが入ってるの。財布を開けていいから、それを出してみて」

　人の財布を開けることはまずないので、緊張しつつも財布を開ける──先生の言う通り、細長いシールタイプのメモに、アドレスが書き込まれていた。

「大学の時に作ったんだけど、全部使わないうちに卒業しちゃったの。ごめんなさい、男の子は可愛いシールとかは使わないわよね」

「名刺に貼っておく分には、便利だと思います。それに女の人は、ずっと可愛いものが好きだったりしても普通じゃないですか。俺は、いいと思いますよ」

「……やっぱり、海原くんは……」

　先生は何かを言いかける──だが、事前に言っていた通りの信号までやってきて、ちょうど赤信号になり、先生は車を停車させた。

「先生、ありがとうございます。じゃあ、またあとで」

「え、ええ。行ってらっしゃい、海原くん」

　俺は車を降り、最初は松まつ葉ば杖づえを使わずに立つ──そして杜もり山やま先生の車が走り去ったのを見てから杖を突いた。

　もうかなり痛みは引いているが、まだ足をかばって歩いた方が良さそうではある。治りを早くするためにも、俺は杖を突いて歩いた。

　移動に時間はかかるが、早めに出てきたので問題はない。他の生徒が自転車で俺を追い抜いていったりもする──やはりこれ以上学校に近づいていたら、目撃される可能性が飛躍的に高まっていただろう。

　また一人、うちの学校の女子が、車道の隅を自転車で走っていく──しかし、少し先で自転車が止まり、乗っていた黒髪の上級生がこちらを見た。

「……海原？」

「っ……そ、空そら野の先輩。おはようございます」

「敬語じゃなくていいけど……どうしたの、こんなところから歩いて。バスは使わなかったの？」

「あ、ああ……今日はちょっと理由があって」

「……ふうん」

　このテンションの低め安定という感じに、今でも慣れない。高校で再会してから一年以上経ち、バイトでも去年の夏、空野先輩が夏の試合を終えたあとから一緒になっているのに、同じ高校生バイトでシフトが被ることが少ないこともあって、ほとんど他人と変わらないのではという関係でしかない。

　空野先輩を前にするとどうしても緊張してしまう。彼女があまりにも大人びすぎたから──そして、岸きし川かわ先生や杜山先生ほどとは言わないが、育ち盛りの暴力的なまでの発育が彼女を大きく変えてしまったからだ。

　先輩は水泳部の部員だ。競泳の強化選手にも指定されている。

　競泳は身体の凹おう凸とつが少ない方が、水の抵抗を減らせて有利である──それが一般常識なのだろうが、空野先輩は全くそのイメージとは逆を行っていて、しかも県でもトップレベルの記録を持っていた。

　端的に言って、正面に立つとどうしても視線が引きつけられるほどに胸が大きい。昔と比べると信じられない──子供の頃の記憶を引きずりすぎだろうか。

「……視線が一秒以上止まったら、さすがに気づくから」

「っ……ご、ごめん、そんなつもりじゃ……」

　空野先輩が自転車を押してこちらにやってくる。彼女は俺の目の前まで来ると、すっと手を伸ばす──そして、下顎に指を添そえ、くいっと正面を向かされた。

「おっぱいは、ふだんいっぱい見てるんじゃないの？　エッチな本とかで」

「おっ……せ、先輩、そういうことはあんまりはっきり……っ」

「海原、うちの部の先生と仲いいでしょ。だから、好きなんじゃないかなって」

　一瞬頭が真っ白になる──空野先輩に、そんなふうに思われていたとは。俺と岸川先生の関係は、水泳部では公認の事実だったりするのだろうか。いや、先生と生徒の一線を決して越えてはいないはずだ。

「うちの先生、水着着てても凄いし……あれでよく選手やってたなって」

「な、何だ……そういうことか。そういう凄さなら、空野先輩も負けては……」

「……なんて？」

「な、何でもない……そういえば昨日のバイト、急に休んで大丈夫だったか？」

「そんなに忙しくなかったから、大丈夫。海原のこともちゃんと伝えておいた。足が良くなったらお店に顔を出して、シフト表を書くようにって」

「もう大分良くなったから、明日には行けそうだ。今日家に帰ったら電話するよ」

「それがいいと思う。店長、海原のこと心配してたから」

　淡々としてはいるが、空野先輩は冷たいというわけではなくて、むしろ普段から良くしてくれている。

　それでも昔と違うのは、バイト以外で顔を合わせたり、休みに遊ぼうなんて話にはならないということだ。俺も休みの日はほぼ勉強しているし、遊びたいなどと容易に考えてはならないのだが。

「先輩、それじゃ、またバイトに入った時にはよろしく」

　先輩が言ってくれた通り、フランクな話し方を心がけているのだが、なぜか先輩は返事をしてくれず、俺をじっと見ている。

　そして、彼女は自分の自転車のサドルをぽんぽんと叩いた。

「……乗って」

「い、いや……自分で歩けるから大丈夫。本当は杖なしで歩けるくらいだし」

「じゃあ、ぎゅって足踏んでも大丈夫？　泣かない？」

「……それはさすがに、怪け我がをしてなくても痛いと思うからやめてほしい」

「海原、松葉杖で歩くの大変そうだから。バイトに早く戻ってくれた方が助かるし、学校まで送ってあげる」

　先輩は髪留めのゴムを取り出して口にくわえ、長い髪をまとめて束ねる。滅めつ多たに見ることのないポニーテール。それは、動きやすいようにということらしい。

「……乗って。押してってあげる」

　声のトーンは変わらないのに、プレッシャーが強くなる──俺という人間は、つくづく年上からの押しに弱すぎる。

「せ、先輩、俺って他の生徒からの評判悪いし、そんな奴を運んでるところを見られたら、先輩に迷惑をかけることになる」

「そんなこと、気にしない。『インテリヤクザ』って言われてても、海原が不良だなんてみんな思ってないから」

　空野先輩は、教室で浮いている普段の俺を見ていないからそんなことが言えるのだ。

　昨日は純がいなくて、昼食を一緒に摂る相手がいないために、購買でパンを買って誰も居ない校こう舎しやの屋上で食べた。

　ぼっち飯なんてクラスでは俺だけだ──人と上手くやれない俺でもコンビニのバイトは何とかできているが、接客と友達を作ることは違う。

　しかしそれも全部、言い訳だ。

　俺は空野先輩に、格好悪いところを見せたくないと思っている。

　俺と一緒にいて、空野先輩の評判に悪い影響が出ては申し訳ない。俺と一緒にいたくらいで、うちの学校の水泳部のエースであり、三年でも最高クラスの人気を持つ彼女が、支持を失うことなどありえないのだが。

「……いっぱい色々考えてる？」

「っ……せ、先輩、近い……っ」

　いつもはこれほど間合いの中に入ってくる人ではないのに、今日は違う。

　俺が怪我をしているから、空野先輩は気遣ってくれているのだ。それなら、ここでずっと彼女の申し出を断り続けて、色々な人に見られることの方が問題だ。

「遠慮しなくていいよ、私、体力あるし。昨日バイトだったから、ちょっとだけくたびれてるけど」

「……本当にすみません」

「また敬語になってる。それに、謝らなくていい……昨日の部活で岸川先生に聞いた。海原は体育で頑張って足を痛めたって」

　部活の時間に、先輩は岸川先生と話す機会がある──だから、そういう話が出てもそこまで不自然ではない。

　しかし、空野先輩が、岸川先生と俺のことを話していたということ自体が、何か無む性しように落ち着かないというか、恥ずかしくなってくる。

「評判が悪いって言うけど、ちょっと勉強しすぎで雰囲気がギラギラしてるだけで、ヤクザってほどじゃない」

「せ、先輩も、俺のことをそう呼んでたじゃないですか」

「噂で聞いたから、試しに呼んでみただけ。あんまり海原には似合ってなかった」

　この人は──本当に、摑つかみどころがない。俺に対して関心がなさそうで、けれどそんなふうにからかってみたりして、結局そこに悪意はなくて。

「……そろそろ乗って。説得するの、疲れてきたから」

　投げやりな言い方だが、いつも素そっ気けない先輩が俺を気にかけてくれているだけでも感謝しなくてはいけない。

「……海原のお父さんお母さんからも、よろしくって言われてるし」

「い、いつの間にそんな話を……」

　うちの両親は、近所に住んでいる空野先輩が、ずっと俺と仲が良かったものだとばかり思っている──それで父親が海外に転勤し、母親がついていくときに、おそらく先輩に挨拶をしていったのだろう。

「……だから、任せて？　そんなに気にしなくていいから」

「じゃ、じゃあ……お願いします」

「ん」

　一文字にしか相当しない短い返事だが、それだけで優しい響きだと思ってしまう俺は、間違いなくチョロい部類に入るだろう。

　先輩が今の今まで座っていた自転車のサドルに跨またがる──と、あまり気にしていると変態っぽいので、なるべく考えないようにする。

「…………」

　先輩はどうやって押したものかと考えているようだったが、バランスを取りながら荷台を押してくれるという形になった。

　俺もなんとか片足でペダルを漕こいでいるが、やはり甘やかされすぎのような気がする。しかし、今さら降りようとしたら逆に先輩を煩わずらわせてしまう。

　せめて、先輩にあとで何かお礼をしなくてはいけない。そんなことを考えつつ、普通に歩いて登校している生徒に混ざって学校に向かう。やはり視線は感じるが、腹をくくってしまえばあまり気にならなかった。

「…………」

　先輩が、一言も発しなくなる。より押しやすいようにということか、背中に手を添えられる。

　元から口数が少ないが、完全に沈黙されると落ち着かない。しっかり前を見ていないといけないが、後ろで押してくれている先輩に意識を持っていかれる。

　そして、しばらくして先輩の手が微妙に動いている気がして、くすぐったくなってくる。何というか、何かを確かめている感じの手つきだ。マッサージや指圧とまではいかないが、無視できない心地よさがある。

「せ、先輩……微妙にくすぐったいんだけど……」

「海原、結構背中がひきしまってるなと思って」

「ま、まあ……人並みだと思うけど。先輩、もしかして筋肉好きとか……」

「揺らしてあげようか？」

「何でもないです、ごめんなさいもうしません」

「ん」

　俺は先輩に対して、身構えすぎだという気がしてくる。だが、先生たちと同じくらいに、先輩に対しても何か弱いというか、年上の女性にはおしなべて弱い気がする。

「……今の、ちょっと可愛かった。海原、いつも落ち着いてて、そうやって慌あわてたりするの珍しいから」

「俺を可愛いって言うなら、サーベルタイガーあたりでも可愛いと思ってしまうんじゃないですか」

「すごい……自分のことを、サーベルタイガーと同じくらい強いと思ってる？」

「い、いや、思ってないですけど……世間的に可愛いと言われないものの例として挙げただけですよ」

「サーベルタイガーだって、ごろごろしてたら可愛いはず。ごろにゃーんって」

「ネコ科の生物がみんなネコみたいとは限らないですよ……それに、絶滅してますし」

「…………それは残念」

「本気で落ち込まないでください、俺がひどいやつみたいじゃないですか……先輩？」

　先輩がまた何も言ってくれなくなる。俺の話で機嫌を損ねてしまっただろうか。

「……海原は絶滅しないといいね」

　先輩がそう言いながら、俺の背中に寄り添ってくる。

　うちの学校だと、まだ冷えることのある今くらいの季節は、カーディガンの上にブレザーを着て登校する女子が多い。先輩もその一人なのだが、それだけ重ね着をしているのに、背中に当たる胸がそのボリュームをはっきりと主張している。

「お、俺は人類の一員として、まだ地球で繁はん栄えいしているうちは大丈夫かと……せ、先輩、それより、ちょっと離れてもらって……っ」

「……ちょっと風が冷たいから、海原を風よけにしてるの」

「そ、そう言われても……まあそれくらいなら、全然してもらっていいんですが……いや、いいけど」
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「……敬語、完全に直ってなくても、別に怒ったりしないから。たまに敬語になると、ちょっと可愛いし」

「だ、だから可愛いっていうのは……先輩は、ちょっと性格が悪いかな」

「何か言った？　……なんて。自分でも良くないと思ってる」

　話していて、ふと気がつく──昔のような空気が、少しだけ戻ったように感じる。

　校門まではあと十分ほどかかる。このまま先輩と話していれば、あっという間だろう。

　学校に続く、坂の始まりに差しかかる。ここを上るのが遅刻間際の生徒には本当に大変で、心臓破りの坂と呼ばれている──歩いて上る分にはさほどきつくないが、自転車で来た人間はそれなりの比率で坂上りに挑んで、汗だくになってゴールしては教室で後悔するという慣習（？）がある。

　俺も許可を取っているので普段は自転車通学をしている。今日の帰りはなんとか置きっぱなしにしている自転車に乗って帰りたいところだ。

「……あ。おはようございます、先生」

　坂を上り始めたところで、同じように自転車を降りて押してきた人が、俺たちの横に並ぶ──長い髪をなびかせて走ってきたその人は、岸川先生だった。

「おはよう、空野。朝練のない日も早い時間に登校しているんだな……」

「お、おはようございます、岸川先生」

「っ……お、おはよう……」

　俺が空野先輩の自転車に乗せられている状況は、岸川先生を驚かせてしまったようだった。確かに俺もこんなことになるとはついさっきまで思っていなかったので、知り合いに見られると恥ずかしくなってくる。

「……海原くんが、足を痛めたって聞いたので。さっき一人で歩いてたので、自転車に乗ってもらいました。二人乗りは駄目なので、ちゃんと押してきてます」

「い、いや……そうか、空野は海原とは知り合いだったな。しかし、そんなに親しいとは……遠くから見ると、仲の良い男女のように見えてしまっていたが……」

「……ちょっと寒かったので、海原を壁にしてました。反省してます」

「注意をしているわけではないが、その……ま、まあ、今日は寒いから仕方がない」

　先生の様子がさっきから少し変だと思うのだが、気のせいだろうか。

　やはり、水泳部のエースにこんなことをさせていたら、顧問として物申したいということもあるのだろうか──そういうことなら。

「先輩、ありがとう。ここからは自分で歩くよ」

「っ……だ、だから、注意をしているわけではない。私も協力して二人で押していった方が、楽ではないかと思って……」

「……岸川先生の自転車は？」

「い、いや。だからですね、ここからは自分で歩くので……」

　本当にあと少しなので問題ないのだが、岸川先生は鋭い目で俺を見る。まさに女騎士の眼光というやつで、反論は許されない空気だ。

「坂は足に負担がかかる。私が松葉杖を運んでおくので、二人はゆっくり上ってくるといい。杖は門もん衛えいさんに渡しておく」

「……はい。ちゃんと連れていきます」

　岸川先生と空野先輩の間で話が決まってしまう。俺の意見を少しでも取り入れてくれればと思うのだが、俺は助けてもらっている立場なので、素直に感謝すべきなのだろう──しかし。

「おい、あれって……」

「ちょっ……待てよ。あれって二年のインテリヤクザだろ？」

「二年生からミスコン隠れ一位の空野奈な々な海みに自転車を押させるとか……あいつ、そろそろ逮たい捕ほされても文句は言えないな」

「俺たちの空野奈々海をあんな奴に……あ、何だ。あいつ、足怪我してんだ」

「空野さんって、人助けとかするタイプなんだ。ちょっと意外かも」

　さんざん噂をされてしまっているが、俺はもう慣れているとしても、空野先輩が言われるのは納得がいかない。

「……私たちが分かってればいいから。海原は、気にしなくていい」

「は、はい……すみません」

「それより……これは、なかなかいいトレーニングになりそう……足がぱんぱん……」

「……やっぱり降りた方が良くないですか？」

　先輩は汗一つかかないとはいかず、頰ほおが紅こう潮ちようしている──そんな状態でも首を振り、姿勢を崩さずに俺を押していってくれる。

「……じゃあ今度は、俺が先輩を自転車に乗せて押させてもらいます」

「……いい。そんなことされたら……恥ずかしい……」

　自分がされたら恥ずかしいことを俺にしている先輩──彼女はやはりとても意地が悪くて、とても優しい。




　先輩は自転車置き場まで俺を降ろしてくれなかった。昇しよう降こう口ぐちに行くところで降ろしてもらっても大丈夫だったのだが。

「……せ、先輩。大丈夫ですか」

「……大丈夫……水飲みたい……」

　校こう舎しや裏うらには憩いこいのスペースという場所があり、そこに水飲み場がある。先輩はおさげが濡れないように押さえつつ水を飲む。何か見ていてはいけない気がするくらい、ただ水を飲んでいるだけでも絵になっていた。

「んっ、んっ……はぁ。落ち着いた……」

「先輩、本当にありがとうございました。じゃあ、また……」

　ハンカチで口を拭ふいて、先輩はリップクリームを塗る。そしてブレザーを脱いで手に持つ──やはり暑いのだろうと思っていると。

「……海原、岸川先生とはどういう関係？」

　ここで再び来るとは思わず、完全に虚きよを突つかれた。こうやって答えに詰まることが、答えになってしまうような話題なのに。

「岸川先生とは、普通に先生と生徒っていうだけだよ」

　辛かろうじて答えられたのは、いつ聞かれてもそう答えられるように心がけているからだった。一番勘違いをしてはいけないのは俺だが、人を誤解させてもいけない。

「……岸川先生は、海原を気にかけてるみたいだけど」

「それは、俺が昨日怪我をしたからで……一年の時から良くしてもらってはいるけど、それでも先生と生徒っていう以上のことはない」

「一年生の時から……」

　空野先輩が俺のことを聞いてくることなんて、高校に入ってから一度もなかった。

　岸川先生と俺の関係が怪しいと思われているなら、しっかり説明しておきたい。

　空野先輩は噂を広めたりしない人だと思っているが、先輩自身が気になっているなら、その疑念はそのままにしておけない──と、思考がどんどんシリアスな方向に傾いていきかけたところで。

　先輩は少し長めのカーディガンの袖そでに半分手を引っ込め、きゅっと袖口を握りしめて言った。

「詮せん索さくするようなのは、趣しゆ味みがよくなかった。海原のこと疑うみたいにしたら、本当に性格悪いって思われる……」

「っ……い、いや。確かに俺は岸川先生には凄くお世話になってるし、空野先輩がいぶかしむのも無理ないと思う。俺だって、自分でもどうかと思うくらい、先生に甘やかされてると思うことはあるから……って、何言ってんだ俺っ」

　思い切り口を滑らせてしまって、頭を抱えたくなる。

　俺が先生にされている甘やかしは、まさに先生と生徒でしてもいいのかと思うようなことばかりで、俺の中でのルールを日々揺さぶっているというのに。

　先輩も、俺がただ誤ご魔ま化かしているだけだと思ったかもしれない。信用を失ってしまったら、それこそ昔みたいな幼おさな馴な染じみの関係には戻れなくなる。

　戻りたいのか、俺は。自分がどうしたいのか、分からなくなる瞬間がある。

　空野先輩と離れたことには理由がある。俺から離れたわけではなくて、けれど空野先輩が悪いというわけでもなかった──幼馴染みとずっと仲良くなんて、そうしなければいけないルールはどこにもない。

　わだかまりが今でも残っていても、こうして話せるだけでそれでいいと思っている。先輩が足を痛めた俺を心配してくれただけでも、奇跡みたいなことだ。

「……また、いっぱい考えてる。ごめんね、変なこと聞いて」

「あ……い、いや。俺こそ、はっきり分かりやすく喋しやべれなくて……何言ってるか分からないよな、これじゃ……」

「そんなことない、よく分かった。海原は真面目だっていうことと、岸川先生もそうだっていうこと……たぶん、杜山先生も」

「真面目……それは、悪い意味じゃなくて？」

「少なくとも、私にとっては良い意味……かな」

　先輩も少し言いにくそうにしている。落ち着かないときにそうするのか、カーディガンの袖に半分手を引っ込めたままだ。

「……ホームルーム、始まっちゃうから。転ばないように気をつけてね」

　先輩は袖から手を出すと、手を上げて小さく振る──それは後ろにいる俺に向けてのものだった。

「先輩、送ってくれてありがとうございました」

　先輩は親指と人差し指で丸を作って、返事の代わりにしてくれる。

　昨日から、先生や先輩にお世話になりっぱなしだ。自立して生きていこうと思っているのに、こんなに甘やかされていてはいけない。

　ホームルームの予よ鈴れいまではまだ余裕があるが、悠長にしてもいられない。歩き出そうとしたところで、ポケットに入れているスマホが震えた。




岸川先生：松葉杖はちゃんと受け取ったか。教室まではちゃんと行けそうか？




　岸川先生が心配してくれている顔が思い浮かぶ。その厚意に甘えてはいけないと思いながら、文面を見ただけで安心している自分がいる。

　人目につかない場所にいるうちに返信をしようとしたところで、さらに通知が届いた。

『お友達申請が届いています』

　杜山先生が、俺のアドレスをチャットアプリに登録してくれたらしい。

　システム上の表現とはいえ、明確に『友達』と表示されていると、受け入れれば俺の中でのルール違反になるのではと思えてくる。その葛かつ藤とうを経へて、岸川先生も友達として俺のスマホに登録されてはいるのだが。

　自立したい、硬派に生きたいと思っている俺は、そんなに甘やかされてはいけない気がする。空野先輩には、俺に対して適度に厳しくする距離感を保ってもらいたい──そう思いながら、俺は杜山先生の申請を受け入れ、彼女のアドレスがリストに追加された。
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　足を挫くじいてから二日でだいたい完かん治ちし、俺はバイトに復帰した。

　家から十五分ほどの距離にあるコンビニ。もっと近くにも店はあるのだが、あまり家に近すぎても近所の人に会う可能性が高いので、少し離れた場所を選んだ。

　家と学校の途中にあるので、学校が終わったあとに立ち寄ってシフトに入ることもできる。もうバイトを始めてから八ヶ月目になるので、任せてもらえる仕事も増えている──あとやっていないのは品物の発注だけという状態だ。

「いらっしゃいませー」

　バイト開始から、すでに四十五分ほどが経っている。レジ打ちの合間に店内を見回ったり、ドリンクの補充をしたりしている。客が凄く多いのは朝と昼で、夕方は勤め人が増える時間帯だけ少し忙しくなるが、慣れているのでどうということはない。

「海うみ原はらくん、足の具合は大丈夫？」

　店長は年齢不詳なのだが、たぶん二十代後半くらいだと思う。女性に年齢を聞いてはいけないと他のアルバイトの人が言っていたので、もしかしたらもう少し上なのかもしれない──と、年齢に関係なく、目上の人を敬うことに変わりはない。

「おかげさまで足はすっかり良くなりました。急に休んだりしてすみません」

「伊い角すみさんが代わりに入ってくれたから、またシフトが一緒になったらお礼を言っておいてね。まああの子は、放っておくと扶ふ養ようから外れちゃうくらい稼かせいじゃうから、むしろ喜んでたけど」

　日中のバイトの主力である伊角さんには、俺もお世話になっている。大学生なのだが、授業がない日には昼間のシフトに入ってくれる貴重な人材で、みんなに信頼されている。

「松まつ重しげくんが来るまで、もし足が痛かったら座ってできる仕事をお願いするから。事務所にいるから、何かあったら呼んでね」

「はい、分かりました」

　俺の年齢では、夜十時にはバイトを上がらなくてはならない。店長の方針でできるだけ九時半には上がるようにと配はい慮りよしてもらっているが、時間が前後することもあるし、丁ちよう度ど十時に上がれる感覚でやっている。

　今日のシフトは、俺より一時間遅れで空そら野の先輩が入るはずなのだが──と思っていると、先輩が息を切らせて店に入ってくる。

「……セーフ？」

「まだ十分前だから、セーフだな」

「そう……良かった」

　先輩はほっとしたように微笑ほほえむと、更こう衣い室しつを兼ねた事務所に入っていく。

　一緒にバイトに入るのは珍しい──入ったとしても、特にいつもと変わったことはなく仕事をするだけなのだが。

　あくまで一緒の時間に働いているだけであって、雑談をするのはＮＧだ──店長はそこまで厳しいことを言わないそうだが、バイトといえど仕事であり、与えられた時間は仕事のみに集中すべきである。

　別にろくに話す機会がないことについて寂さびしいと思っているわけじゃない。

　俺は普段、店長以外と仕事の話以外はしていないので全く問題はない。

　自分のコミュニケーション能力の不足について思うところはあるが、改善は遅ち々ちとして進まずといったところだ。




　想定していた通りに、今日もいつもと同じように、一緒にシフトに入っているにも拘かかわらず先輩と会話をすることはなかった。

　俺がレジに入れば先輩が品出しに出ていくし、俺がドリンクの補充に入れば先輩がレジに入る。複数のレジを開放する場合は手分けして担当する──コンビニのバイトとは、複数で和気あいあいとやっている店もあるが、俺にとっては孤独なものなのだ。

「ありがとうございましたー」

　よく店に寄っていくＯＬさんが、いつもの通りのお菓子とおつまみ、酒と雑誌を買っていく。手が空あいたのでもう一つのレジを見ると、何人か男性客が並んでいた。

　今日も絶好調だな、空野先輩は。本人は少々困っているだろうけど。

　何しろ空野先輩は、この近辺を歩いていたら人目を引かずにいられないくらいの美少女だ──一学年上であっても、先輩は先輩なので、「少女」は不適切かもしれないが。まあ店長の理論では、女性はいつまで経っても少女であるという説もあり、俺もそれを支持していないわけではない──と、そんなことを考えていると。

「ちょっと、早くしてくんない？　急いでるんだけど」

「す、すみません……」

　コンビニでバイトしているとき、テンパってしまいがちな状況が幾いくつかある──その一つは、混雑しているのに宅配便を頼まれたケースだ。

　最近はネットで物を売買するアプリが出てきたので、荷物の持ち込みが増えている。サイズを測って、重さを測り、適切な料金を受け取り──レジの操作もしなくてはならず、後ろにお客さんが並んでいると大変で、一旦レジを保留して次のお客さんに対応するなどしなくてはいけない。

　全く俺の方に来ない男の客の気持ちも分からないでもない。そして、先輩はこういうとき、俺の助けを求めようとしない。俺が嫌われているということとは関係なく、彼女はバイトで給料を貰う限りはベストを尽くすという強い責任感があるのだ。

　俺は先輩のヘルプに入ろうとするが、目だけで牽けん制せいされてしまう。いつもクールな先輩が「こっち来るな」という目をするので、とてもじゃないが助け船が出せない。

「あっ……」

　宅配便の対応を乗り切った先輩だが、レジに硬こう貨かを入れるときに手元が狂い、小こ銭ぜにをばらまいてしまう。

「すみません、お待たせしました。二番目のお客様、こちらにどうぞ」

　今の今まで仕事をしていたような雰囲気を出さないと、待ち構えていたようになり、先輩が心を閉ざしてしまう──彼女はクールビューティと呼ばれているが、鋼鉄の心を持っているわけではなく、実はプレッシャーに強くはない。

「だ、だめ……海原は手伝わないで、私だけでいいから」

「タバコの１１０番ですね、かしこまりました。こちらは温めで。一緒にこちらのホットスナックもいかがですか？　今値引きをしておりまして……ありがとうございます、唐揚げとポテト承りました」

「……だ、だめ……」

「お姉さん、このチキン一ついい？　あと77番のタバコも」

「っ……は、はい。少々お待ちください」

　可愛い女性店員に接客をしてもらいたいお客さんには申し訳ないが、それよりも優先しなくてはならないのは、「待たせるコンビニ」という評判が広まるのを防ぐことだ。

　自分のレジでの接客を終えたあとは、先輩の方を手伝う。何か先輩が小さい声で言っていたが、彼女は俺の助けを強く断ることはなかった。




　忙しい時間を乗り切ったあと、俺はドリンクの補充と、ホットスナックの在庫を調べるためにバックヤードに入った。

　先輩、あれから一言も喋ってくれないとは。元からそうだったと言えばそれまでだが、やっぱりお節せつ介かいだと思われたか。

　空野先輩は店長や伊角さんの手は借りるが、俺の手は借りない。それは多分、俺は学校の後輩だからということによるのだろう。もしくは、同性でないと遠慮してしまうとか──先輩が俺を異性と認識しているというのは、自意識過剰と言われそうだが。

　そんなことを考えていると、店内の有線が別のチャンネルに切り替わった。

　いつもは流は行やりの曲が流れているが、たまにジャズがかかることがある──これは店長の趣味らしい。

　マイ・フェイバリット・シングス。ジャズの定番中の定番の曲で、ユーフォニアムのパートがある。その部分がやってくると、勝手に指が動き始めた。

　マウスピースに口をつけて練習するときの感覚が、ありありと思い出される。もう楽がつ器きを触らなくなって一年も過ぎたのに、まだ──いや、半年前に一度触っているが、昨日のことのように思い出せる。

「……お疲れ様」

「うわっ……！」

　首筋にひんやりしたものを当てられ、思わず声を出してしまう──誰もいないと思っていたバックヤードに、いつの間にか先輩が入ってきていた。

「せ、先輩。こっちに来たら、誰も表にいる人が……」

　空野先輩は何も言わずに微笑ほほえむ──表の気配からして、どうやら俺たちの代わりに店長が出てくれているようだ。

「……はい。あげる」

「あ、ありがとう……」

「海原、いつも休憩用のジュース買わないけど、節約でもしてるの？」

「長くても四時間くらいだし、それくらいなら全然大丈夫だ。でも、買ってくれる分にはすごくありがたい」

「……餌えづけ成功」

「っ……ま、まあ、そう言われても仕方ないが。スポドリ一本くらいで心まで買えるとは思わないでくれ」

　俺がジュースを飲むところを、先輩は頰に手を当ててにやにやと見ている──喉のど仏ぼとけが鳴るのが微妙に恥ずかしい。

「さっきテンパってる時の方が、まだ可愛げがあったんだけどな……」

「……そういうこと言う子は、エッチな本をうちの店でちら見するのを禁止にする」

「み、見てないけど……いや、視界に入ることはあるけど、中を開くことはできないから。成年向けって書いてあるエリアは、足を踏み入れられない聖域だからな」

「もうすぐ、本部からの指示で撤てつ去きよされちゃうって。そうしたら海原がバイト先を替えちゃうんじゃないかって、店長が心配してた」

「俺が勤労する目的は、店長と先輩が想像するよりも百二十倍は清せい廉れんなものだからな。それはちゃんと言っておくぞ」

　きっぱりと答えたつもりだが、先輩は依い然ぜんとして楽しそうにしている。こんなに機嫌がいいのは久しぶりというか、ここで働き始めてから初めてだ。

「男の子はみんなそういうことに興味があるから、私はいいと思う」

「そんな、理解のある姉貴分のようなことを言われてもだな……それより先輩、せっかくの休憩時間をここで潰していいのか？」

「休憩しなくても、あと二時間くらいなら平気。海原はもう行っちゃう？」

「やることをやったら行くよ。さっきのお客さんたちが、お酒を結構買っていったから……ああ、これ品切れになってるな。店長に言っておかないと」

　手を動かしつつ、やはり立ち仕事なので先輩は休んだ方がいいと思い、椅子を持ってくる。先輩はきょとんとしていたが、少し考えてから座ってくれた。

「……あ、ありがと……」

「先輩は部活で疲れてるだろうし、休む時はしっかり……」

「そうじゃなくて……さっき、忙しかったとき……並んでる人、気づいたら凄く増えちゃってて、私のレジ打ちが遅いから……」

「うちの男性客は、空野先輩がいる時間帯は目に見えて増えるっていうしな。それにしても、いくら人が人にん相そう悪いからって、全然並ばないのもどうかと思うよな」

　普段の俺はこれほど饒じよう舌ぜつに喋ることはないのだが、先輩が落ち込んでしまいそうなので、何とか元気づけたい。気の利きいた冗談も何も言えないのだが。

　そんな俺の話でも、先輩は笑ってくれた。口元を隠すようにしてくすくすと笑う。その笑い方は昔とそれほど変わっていない。

「海原が自分のところに来るようにお願いしたとき、お客さんたちが緊張してた。普通の男の子なのに」

「お、男の子……はあ。俺はいつまで経っても、空野先輩にとっては……」

　子供扱いなのか。そう言いそうになって、昔のことに触れることを躊ちゆう躇ちよする。

「……せ、先輩は、水泳部の調子とかはどうなんだ？」

「毎日やってるけど、タイムは伸びたり伸びなかったり。県内に速い子がいるから、今年も県までしかいけないかも」

「そうか……それでも凄いよな。県のトップを争うくらい速くて、バイトもしていて」

　ドリンクの補充は終わり、ホットスナックを冷凍庫から取り出す。そろそろ店内が忙しくなっていないだろうかと、ジュースの隙間から覗のぞいてみるが、幸いにもと言うべきか、混雑はしていない。

「……海原、岸川先生とはどれくらい仲良くしてるの？」

「っ……だ、だから。俺と先生は、そういう関係じゃ……普通に良くしてもらってるだけで、何もないよ」

　先輩はすぐに答えない──少しの沈黙でも、とても気まずい。

「先輩……な、何か怒ってないか？」

　椅い子すに座っている先輩が、俺をじっとりと見ている──いつもクールな先輩に、少し冷たいニュアンスで見られると、なぜだかゾクゾクしてしまう。

「海原、時々岸きし川かわ先生と屋上でお弁当を食べてるのに？」

　それは俺にとって死の宣告──もとい、心臓が凍りつくほど驚かされる発言だった。

「せ、先輩。もしかして……見てたのか？」

　先輩はこくりと頷うなづく。屋上で弁当を食べるとき誰かが来たりしたことはないが、同じ学校の先輩が、何かの理由で屋上の様子を見てしまうことが絶対にないとは言えない。

　しかし、そうなると問題になってくるのは、なぜ俺と岸川先生のことを知っていて、あえて知らないふりをして聞いてきたのかということだ。

「先生と二人きりでそういうのって、みんなに知られたら大変なことにならない？」

　考えうる限り、一番悪い想像が現実として突きつけられる。

　俺と先生のことについて、先輩が良く思っていない。

　俺たちの間にやましいことは何もないと説明して、分かってもらうしかない。たとえクールビューティと言えど、誠意を持って話せば分かってくれるはず──。

「杜もり山やま先生もだけど、海原って年上の女の人というか、大きいおっぱいが好きなの？」

「おっ……だ、だからその、おっぱいって言うのは、公こう共きようの場では……っ」

「バックヤードなら誰も聞いてないから、別にいい。海原は、おっぱいなの？」

「それだと、好きすぎておっぱいそのものになってるみたいだな……だ、だから。お、おっぱいを前提にして人のことを判断してるわけじゃない。偶然、胸の大きい先生たちと知り合っただけで、最初から胸に引きつけられたわけじゃないんだ」

「……ふうん」

　先輩が足と腕を同時に組む──ただならぬ迫力。俺の言うことが疑わしいと、全身からオーラを発して威い圧あつしてきている。

「偶然で大きい胸の女の人ばかりと知り合うの？　おっぱいの星の下に生まれたの？」

「先輩、お願いだからおっぱい発言は控えめに……」

「どうして？　好きなのに？」

　恥ずかしいからやめてほしいと正直に言うのも情けなさすぎる。

　そもそも先輩は、自分のことを棚に上げている。水泳部なのに学年で一番胸が大きいという二に律りつ背はい反はん。人は矛む盾じゆんしたものにこそ惹かれるのかもしれない、と先輩の腕に乗っている二つの果実に一瞬視線を送る。

「っ……ほ、ほら。おっぱいなら何でもいいんじゃない。欲しいの？」

「こ、これ以上誤解されるような発言は、控ひかえていただけないでしょうか……」

「敬語がいらっとするから、だめ」

　俺は先輩に何かしただろうか──いや、岸川先生とのことで不信感を抱いているというのは分かるのだが、それは誤解だ。

　自分の胸に手を当てて、まるで俺に差し出すみたいにしていた先輩は、しばらくすると恥ずかしくなってきたようで、俺の視線から胸をガードする。

「み、見てないですよ……じゃない。見てないぞ」

「……海原が何もないって思ってるだけで、岸川先生が海原を気にかけてるのは、やっぱり何か理由があるんじゃない？」

「何か……というと、やっぱり俺の食生活の九割が、ジャンクフードで構成されていたから、心配してくれたことが……せ、先輩？」

　先輩が驚いたように俺を見る。唇が動いているが、声が出ていない。衝撃を受けすぎて唇が震えているのだ、ふるふると。

「……海原、しっかりしてそうなのに、そんなふうだったの？」

「お、俺も反省はしてるんだけど。他のことはできても、料理はなかなか……一人暮らししてるんだから、それくらいやれって話だよな……」

　自分で作った料理を食べても大して美味しくはない。一人暮らしで自じ炊すいをしている人は多いし、俺も甘えたことを言っていると自覚している。

　分かってはいても、一人でテーブルに座って食事をすることを、無意識に避けるようになっていた。部屋で勉強をしながらカップラーメンでも啜すすった方が、気持ちとしては楽になる。寂さびしがり屋やだとか、そういうことではないと思いたい。

「……お弁当、ほとんど毎日先生に作ってもらってるとか？」

「い、いや、そこまでは……だいたい購買か、学校行く途中に買ってるよ」

「そう……お弁当はまだなの？　おっぱいに載せて食べさせてもらったりは？」

「弁当箱が載るとしても、さすがに安定はしなそうだな……先輩、先生たちの胸が大きいからって、何でもバストに結びつけるのは良くないと……先輩？」

　ツンとした空気を出していた先輩が、いつしか微笑んでいる。

　どの辺りで感情の変化が起こったのか──じっと先輩の顔を見ていれば気づけたのかもしれないが、情けないことに、俺は先輩の顔を長い間直視できない。

「お弁当だけなら、そんなに進んでないってことにしてもいい」

「し、してもいいというか、本当にそういう方面には進んでないから」

「海原、大人ぶってるけど結構初心だから、分かってないだけだったりしない？」

「そ、そういう先輩はどうなんだ……俺のこと初心とか言うけど、自分は進んでるのか？」

「……私は私、海原は海原」

「言い訳にしても弱いと思うんだが……あ、そろそろ行った方が良さそうだな」

　先輩の休憩時間を、俺と話すだけで終わらせてはいけない。俺はカゴに入れた補充用のホットスナックを持って、バックヤードから出ようとする。

「……行ってらっしゃい」

「え……あ、ああ。先輩もごゆっくり」

　先輩は組んでいた膝ひざを元に戻して座り直すと、小さく手を振る。

　どうやら、誤解はある程度解けたようだ。岸川先生のこともさることながら、杜山先生の家にやむを得ず泊まったことを知られたら、また先輩との頭ず脳のう戦せん──もとい、先輩に理解を得るための努力が必要になりそうだが。




　十時近くになり、先に空野先輩が上がって、店長が家まで送っていった。俺がバックヤードで先輩と一緒にいたことについてはバレてしまったが、店長はその件について空野先輩に事じ情じよう聴ちよう取しゆをしたいと楽しそうにしていた。

「海原君、お疲れ。気をつけて帰れな、男の子でも夜道は危ないから」

「ありがとうございます。お疲れです、松重さん」

　深夜シフトの松重さんが入ったので、俺も遅れて店を出ようとする──そこで、本のコーナーにさっきはいなかった女性がいることに気がついた。

　帽子をかぶり、マスクをして変装しているが──あの隠せない癒いやしのオーラと、何よりも見間違えようがないのは、前にせり出す迫力のあるベクトルだ。

　改めて見ると、本当に暴力的な大きさだ。女神先生の慈じ愛あいをもってしても、それは暴力的というしかないのである。おっぱいはパワー、あるいはストレングスなのだ。あまりの大きさに思考回路がエラーを起こしてしまった。

　俺のバイトを知っているとは言っていたが、なぜ今日も来ているのだろう。そして、あの最も重要な部分をカバーしていない変装で、俺に気づかれないと思ったのか。

　歩み寄る途中に、杜山先生はちらりとこちらを見たが、まだ隠しきれると思ったのか、身体を縮こまらせる。小動物のような仕草に多少良心が痛むが、気づいてしまった以上スルーはできない。

「……あの、杜山先生？」

「ひゃいっ……!?」

　先生はまさに小動物のような鳴き声を発する──そしてあたふたとしたあと、手近にあった雑誌を手に取り、読んでいるふりをする。

「ふ、ふむふむ、最近の流行りはこうなっているのね……」

「先生……すごく言いにくいんですが……」

「せ、先生って誰ですか？　私は先生なんかじゃありません、ただの杜山……じゃなくて、ち、ちせちゃんです！」

　それは単なるニックネームなのだが。正式には『知ち聖せい』と読むらしいので、ぎりぎり偽名ということになるだろうか。どのみち杜山先生だ。

[image: ]

「お、お姉さんは本を読んでるので、うみ……バイト少年くんはもう遅いので、気をつけてお家に帰ってください」

「で、ですから先生。その雑誌……エッチなコミックなんですが……」

「……はえ？」

　もうこれ以上先生を追い詰めたくはない、しかし他のお客さんの視線が集まってしまっているので、一刻も早くエロ本を立ち読みするマスクをした成人女性という構図からは彼女を脱出させてあげたい。

「エ、エッチなんて、そんなこと……ひゃぅんっ!?」

　とても人前では見られないページを開いてしまった先生は本を取り落としかける──これは買い取りになりかねないが、そんなことを言っている場合じゃない。

「っ……せ、先生、とにかく本は戻して、一いつ旦たん外に出ましょう」

「ふぁぁ……こ、こんなのを置いてるなんて、このお店はエッチすぎます、先生は先生として……先生じゃないですけどっ……ま、待って、急に走ると……っ」

　俺は先生の手を引いて連れ出す──大丈夫だとは思うが、騒ぎになったことをあとで誰かに聞かれたら、そのときは素直に説明するとしよう。




「……それでエッチな本、持ってきちゃったんですか」

「ごめんね、ごめんね……棚に戻そうと思ったんだけど、気が動転しちゃって……は、はい、お金……あと、お店さんに謝罪の電話もしなきゃ……」

「い、いや、俺が何とか説明しておきますよ。ＰＯＳコードだけ確認させてもらっていいですか、これを入れて一冊売れたことにすれば、在庫が狂うことはないので。お金は俺が入れておきます」

「あ、ありがとう……海原くん、コンビニのことは何でも知ってるのね」

　何でもは知らないし、非常時の措そ置ちなので、決して褒ほめられたやり方ではない。慌てて先生を連れ出してしまった俺の落ち度だ。

　先生は車で来ていたので、彼女に乗せてもらって近くの公園までやってきた。

　駐車場に車を停め、先生がなぜコンビニにいたのかを聞くことになったが、せっかく来たからということで車を降り、夜の公園に入った──誰もいないが街がい灯とうがついており、昼は動いている噴ふん水すいが今は止まっていて、辺りは静かだった。公園の中央にあるベンチに誘われ、先生に続いて隣に座る。

「はぁ～……あっ、忘れてた……怪あやしかったわよね、こんなマスクしたりして」

「初めは目を疑いました。まさか杜山先生が、うちの店にいると思わなかったので」

　先生は恥ずかしそうにマスクを外す。帽ぼう子しは車の中で脱いできていたので、あとは白衣を着れば元通り、学校で見る杜山先生だ。

「あ、あのね……海原くんの足は治ったって聞いたんだけど、大丈夫かなって心配になって……この時間までバイトっていうことは、ずっと立ち仕事でしょう？　せめて終わったあと、私が家に運んであげようかなって……迷惑だった？」

「い、いや、迷惑じゃないですが……俺、自転車で来ていたので。普通に自転車を漕こげるくらいですから、もう本当に心配ないですよ」

「ああ～……生徒のためになんて言っておいて、迷惑ばっかりかけちゃって……これだから、『先生が先生だってことを時々忘れます』って、部員の子に言われるのよね……」

「それは、親しみを持って言ってくれているんだと思いますが……そ、そんなに落ち込まないでください」

「そ、そうよね……私が先生らしくないってことじゃないわよね、きっと」

　それは実際に言った生徒に聞かないと分からない、なんて意地悪を言うつもりもない。

　何となく、先生が俺の様子を見に来ている理由は察している。先生が俺を吹すい奏そう楽がく部ぶに入れたがっている件が関係しているんだろう。

「……部活に入って欲しいからって、仕事先まで来るなんて……それについては、言い訳もできないくらい、先生としてはしちゃいけないことで……海原くんもそう思ったでしょう……？」

「それは少し……い、いや、本当に少しだけですが。でも先生は、俺のことを強引に勧誘したりはしないでくれてるじゃないですか」

「え、えっと……本当のことを言うと、毎日勧誘したいくらいなんだけど……」

「や、やっぱりですか……」

　俺としても何と答えていいのか、上手く言葉が出てこない。

　先生が何を考えているのか分かっていながら、その期待に応えてあげられないというのは、申し訳なくてもどかしくもある。

「海原くん、気づかなかったでしょ。最後のほう、仕事をしてるところを、先生はじーっと見てました。てきぱきしてて偉いなって心の中で褒めてました」

「最初は隠れてたんですか……そのまま隠れてたら、気づかなかったかもしれないですね。先生が出てきてくれて良かったです」

「……え、えっちな本を読もうとしてたわけじゃないのよ。これは、海原くんが急に声をかけてきたから仕方なかったの」

「せ、先生、ここで出すのはまずいです。夜の公園でエッチな本はまずいですよ」

「ま、まあそうなんだけど……本当は、えっちな本は悪いことじゃないと思ってるの。だって、男女のことについて知るのは、いずれ必要なことだもの。もちろん、今は買っちゃだめなんだけど。海原くんがえっちな本を買ってたら、先生は没ぼつ収しゆうして、大人になるまで預かっててあげます」

「それだと、先生が……ああいえ、何でもないです」

「……？　と、とにかく。先生は、えっちな本は勉強になると思うから、読んでても別に悪いことじゃないのよ。先生は、大人として必要な知識として読んでたんだもの」

　先生の中では、その理由付けが先生らしいと自信が持てたようだ──間違えて読んでしまっただけなのに、エッチな本を全面的に肯定する流れになってしまった。

　おっとりとして、話しているだけで癒やされる杜山先生が、不可抗力とはいえエッチな本を所持している──そこはかとなく背はい徳とく的てきだ。

「海原くん、遅い時間だけど夕食は大丈夫？」

「あ、はい。自転車を取りに戻ったら、帰りに買って帰ります」

「それって、コンビニごはんだったりする？　ちょっと栄養のバランスが心配ね……私のうちでごはん食べてく？」

「っ……い、いえ、この時間に、先生の家にまたお邪魔するのは……」

　正直に言って、先生の作る夕食は魅力的にもほどがある。

　認めよう、俺は家庭の味というものに飢えている。優しい味付けの、家庭的な料理を出されるだけで、かなり心が揺らいでしまうのだ。

　それでも、甘えてばかりはいられない。前に先生の家でご馳ち走そうになったことも、そうそうないくらいの僥ぎよう倖こうで、頻ひん繁ぱんにあったら俺は駄目になってしまう。

「私は全然いいんだけど、海原くんが気になるなら、五日おきに一度ずつくらいにしておいた方がいいのかしら……」

「せ、先生、習慣化したら俺は本当に堕だ落らくします。人にご飯を作ってもらうことに慣れたら、元の生活に戻れなくなります」

「……一人暮らしでどんなご飯を作ってるのか見せてくれたら、先生は栄養的な面でアドバイスができるんだけどなー。海原くんのおうちの台所、見たいなー。男の子だから、きっと洗いっぱなしのお皿とかあったりして、綺き麗れいにしがいがあるんだろうなー」

　子供っぽく言っているようで、何という誘惑を仕掛けてくるのか。

　正直に言おう──甘えたい。先生の厚意にすぐにでも甘えてしまいたい。

　しかし俺は、岸川先生に対しても適度な距離を保とうと固くルールを設定しているのに、それを簡単に打ち破られるのは人としてどうなのだろう。

「……なんて、急にお邪魔しようとしたり、うちに来いって言ったり、あんまり強引だと海原くんも困っちゃうわよね」

　押しまくってからさざ波のように引かれると、思わずこちらから追いすがりたくなる。

　しかし先生は、やはり何だかんだで大人だった。一度話題を変えると、元に戻してくれることはない。

「私、やっぱり海原くんには吹奏楽部に入って欲しい」

「……杜山先生」

「去年の文化祭で、ユーフォの子が体調を崩しちゃったとき、海原くんは飛び入りで参加してくれた。あのとき、秋の文化祭まで一度も吹いてなかったのに、海原くんはしっかりみんなに合わせてくれた。もしユーフォニアムのことを一切考えずに過ごしてたなら、半年ブランクがあってあんなふうにはできなかったと思うの」

　今でも、中学時代に部活をしていた頃の夢を見る。

　県大会で、俺たちの部は銀賞に終わった。努力すれば確実に金賞を取れるというわけじゃない。それは当たり前のことだ。

　男子が二人、他は全員が女子という構成だったが、俺は泣かず、半分くらいの部員が泣いていた。これで、皆でできる演奏は終わりだからだ。

　それを寂さびしいと思っても、どうにもならない。俺たちはベストを尽くした。それでも努力が報われないという経験を、もう一度したくはなかったのかもしれない。

　だから、姉あねヶが崎さき高校に入っても、吹奏楽部を見学する気はなかった。

「ちょっとでもいい。一週間に一度でもいいの。今はユーフォが専門じゃない子が吹いてくれてるから、海原くんが入ってくれたら、その子も元のパートに……」

「先生。ユーフォニアムは、吹奏楽には必須の楽器じゃないと思います。チューバとホルン、トランペット、コルネット、トロンボーン……それらの楽器は知っていても、ユーフォのことを知らない人は多い」

「そんなことない。海原くん自身が分かってるはずよ、ユーフォがあるとないとではブラスバンド全体の音にどれだけの違いが出るのか」

　世間においてはマイナーな楽器。だが、吹奏楽部に入ればほぼ全ての学校にユーフォニアムがあり、パートが確立している。

　姉ヶ崎高校の吹奏楽部もそうだ。俺はすでに、一度一緒に演奏して分かっている。自分の演奏で、ある程度貢こう献けんできる部分があることを。

「……それでも、俺は……高校では、部活と違うことをやってみようと思ってこの一年をやってきました。今から入るのは、不誠実だと思います」

「そこまで真剣に考えてくれてるだけで、海原くんは誠実だと思う。かちかちすぎるくらい堅物さんだから、何とかしてふにゃふにゃに柔らかくしてあげたいくらい」

「な、何とかというと……って、その誘惑には乗りませんよ」

「酢の物を食べてもらったら、少しは柔らかくなるかしら……やっぱり、また海原くんにご馳走しなきゃ。頭が柔らかくなるように、栄養管理してあげる」

「栄養には気を使ってますよ、結構サプリを飲んでいますから」

「そういうのはだめ、ちゃんと食べ物から栄養を摂とらなきゃ。私が作った料理で海原くんの身体ができてるっていうくらいにしてもいいのよ？」

「そ、それは……諸事情によって、なかなか難しいと思いますが……」

「どうして？　……あっ。他にも海原くんにご飯を作ってくれる人がいるからだったり？　もう、隅すみにおけないんだから」

　女性の勘というのは、超常的なものがあると思う。というより、俺が余計なことを言いすぎているだけか。

「でもね、海原くんは私のご飯がすごく美味しいって言ってくれたから、それは良い交こう渉しよう材ざい料りようになると思ってるの。そうだ、『杜山さんちのお食事チケット十枚』で、吹奏楽部に体験入部をしない？　悪い条件ではないと思うの」

　これは由ゆ々ゆしき事態だ。先生は、自分の料理が武器になると気づいてしまった。

「今から一分以内に体験入部を決めてくれたら、驚きの大サービス！　無期限で私の家にいつでも来てよくて、ご飯だけ食べて帰ってもいいです！」

　どこまで先生は本気で俺を勧誘しようとしているのか──普通、一人暮らしでそんな提案をされて断る男はいないだろう。

　しかし、俺たちは生徒と先生だ。

　同じ学校に通っているから先生と知り合い、部活に勧誘されたりしているわけであって、先生が俺を家に通わせたいとか、そういう意味に受け取ってはいけない。

「先生の家に入いり浸びたったら、俺はそのうち帰らなくなっちゃいますよ。だから、その提案は受け入れられないです」

「……ちょっとだけは、心は動いた？」

「動きました。それでも俺は、バイトでお金を貯めたいと思っているので」

「うん、わかった。でもね、高校生活はまだ二年近くも残ってるんだから。先生はまだまだ諦めないわよ」

　全くそのつもりがなければ、ここで断っておくべきだろう。

　そうしないのは、純粋に、先生が俺を必要としてくれたことが嬉しかったからだ。

「明日もいい天気になりそうね。ほら、星が見えてる」

　先生が空を指差す。俺も普段は見ない夜空を、先生と一緒に見上げた。
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　プールの外でどんなことがあっても、部活の時間は私情を持ち込まない。

　それを自分の中で決めたルールとしているが、今日は少し指導に余計な力が入ってしまっている。

「そこ、遅れてきているぞ！　呼吸のタイミングがずれないように意識すること！」

「は、はいっ……！」

　姉あねヶが崎さき高校には温水プールがあり、年中練習をすることができる。夏に向けて最初の試合となる地区大会の期日が近づき、連日部員たちは練習に励はげんでいた。

　選手たちのタイムは伸びてきていて、三年の空そら野のは部全体を牽引してくれている。背泳ぎのタイムは県大会でも優勝を狙えるし、平泳ぎも地区大会突破は間違いない──彼女に影響を受けて、今年入った一年生も向上心を持って毎日練習に取り組んでいる。

　その空野について、私は教師として過か干かん渉しようはいけないと思いながら、どうしても気になってしまうことがあった。

「──よし、良く頑張った！　休きゆう憩けいを挟んで、タイムの計測を行う！　みんなプールから上がって給きゆう水すいをしておきなさい！」

「「「はいっ！」」」

　笛ふえを吹いて呼びかけると、部員たちが返事をしてプールから上がってくる。

　私はプールの時計を見る──今が七時で、練習終わりが七時半。うちの学校では六時半に終わる部活が多いので、帰る時には辺りはすっかり暗くなっている。

「……ふぅ……」

　部活の間は別のことを考えないことが、部員たちへの誠意というものだ。

　しかし、休憩の時間になると、やはり考えてしまう──海うみ原はら涼りよう太たのことを。

　海原と知り合ってから一年になるが、彼の生活の実態を知って、家庭訪問を考えるようになってからは半年ほどになる。彼が毎日一人で焼きそばパンばかり食べていたので、炭水化物以外も摂とるようにと言ったのだが、なかなか改善されないことに痺しびれを切らして、私は自分で弁当を持参し、海原に食べてもらうという行動に出た。

　あのとき、ありふれた煮物を口にした瞬間に、海原が突然涙をこぼしたことが忘れられない。




　──す、すみません。俺、なんで泣いてるんだろ……変ですよね、急にこんな……。




　生まれて初めてだった。私の料理を食べて、誰かが泣くところを見たのは。

　自分の料理が美お味いしくなかったのではないかと心配したが、海原は首を振った。私は彼の眼鏡めがねを取って、どうするべきかも分からず、彼の涙をハンカチで拭った。

　ただの教師と生徒の関係で、そこまでするのはおかしい。過保護すぎると、世間的に見ればそう言われてしまうと分かっている。

　でも、海原がお腹を空かせていたり、家庭の味を求めていたりしないかと思うと、とても放ってはおけない。放っておけばカップ麺や、それこそ焼きそばパンばかり食べているあの少年は、もっと自分の身体を大切にすべきだ。

　しかしそれも、今の海原にとって本当に必要なことなのだろうか。あんなふうに、朝から一緒に空野と仲良くしているのなら、私がお節せつ介かいをするとかえって迷惑なのではないか。そんなことはないと思いながら、頭にどうしてもそんな考えが浮かんでくる。

　空野の自転車に乗って、背中を押して学校に向かう二人を見て、私は胸がギュッと締めつけられるように感じた。今着けているブラのサイズが合っていないとか、そういうことではない。確かに少し小さかったが、それは関係ない。

　私は自分がどんな感情を抱いて胸の痛みを感じているのか、家で風呂に浸つかっているときなどに考えた。そしてとことんまで向き合った結果、しっくりくる答えを導き出すことができた。

　私は海原のお姉ちゃんとしての役割を、空野に取られてしまったらどうすればいいのかと思っている。

　空野は部のエースで、練習も真ま面じ目めに出ているし、成績にも問題はない。非の打ち所のない生徒で、海原の一つ年上で、料理が上手いかどうかはわからないが、両親が不在のとき、妹のために料理をすることがあると言っていた。

　考えてみると、空野の家は海原の家とも近い。小学校の頃から同じ場所に住んでいたなら、幼おさな馴な染じみの関係ということは考えられる。

　学校にも一緒に通う関係だとしても、何もおかしくはない。しかしそうすると、出会ってから一年以上も海原と接してきたのに、一度も空野との関係について触れなかったことが逆に気になってくる。




　──昔知り合いだったこともあり、最近急速に距離が近づいた。

　──元々仲が良く、一緒に登校するところを偶然見ていないだけだった。




　海原と空野のことを邪じや推すいするようなことをしてはいけない。

　元から知り合いだったとしても、海原は私に秘密にしていたわけではなく、ただ言わなかっただけと考えるのが普通だ。

　海原を最大限に信じるなら、この推論が適切だと思う。そう、あの素直な海原が、私に内緒で空野と秘密の関係を結んでいるとかそんなことは、

「……岸川先生」

　声をかけてきたのは、当の空野本人だった。休憩中は脱いでいた帽ぼう子しをもう一度かぶっている。

「バックなんですが、少しキックがしっくりこないので、見てもらってもいいですか」

　バックとは背泳ぎのことで、キックというのは泳ぐ時の足の動きだ。それがしっくりこないというのは、上手く水を蹴れていない気がするということになる。

「タイムは順調だが、気になるのなら確認しておいた方がいいな」

「よろしくお願いします。それと、飲み物どうぞ。ずっと声を張っていて、大変だと思うので」

「ドリンクは練習をした者が飲むものだ。気持ちだけ受け取っておこう」

　水泳は水中で活動しているので脱水症状などを起こしにくいと思われやすいスポーツだが、実際はそうではない。スポーツドリンクなどで適てき宜ぎ水分を補給する必要がある。

　部の予算を試合の移動費などに充あてるとドリンク代は賄まかなえないので、私を含めたコーチと、生徒たちのカンパで賄っている。私は家から水すい筒とうを持ってくるか、水飲み場を利用することにしていた。

「あの、先生。一昨日おとといの朝、海原の松葉杖を運んでくれてありがとうございました。海原も、とても助かったって言ってました」

「海原の足はもう治ったと聞いたから、私も安心していた。空野は……」

「私は、海原と家の方向が同じなので、通学路で偶然見かけました」

「そうか、偶然……家の方向が同じなら、そういうこともありそうだな」

　安あん堵どを顔に出しすぎないようにするが、顔は少なからずほころんでしまう──空野から説明してもらえるとは思っていなかったし、偶然ということなら、とても親しい関係に見えたというのも私の考えすぎだろう。

　そんな私を見て、空野は少し目をそらして何かを考えているようだった──そして。

「海原、杜もり山やま先生の車で、途中まで送ってもらってたみたいなんですけど、学校までは歩くのが大変そうだったので……」

「……杜山先生の……あ、朝から、迎えに行っていたということか……？」

　空野と二人でいる時も睦むつまじそうだったのに、もっと衝撃を受けるような事実が明らかになってしまって、頭の中が千ち々ぢに乱れる。

　杜山先生と、海原。保健室の先生だから、接点はあるのだろう。

　去年の文化祭で、海原は吹すい奏そう楽がく部ぶの助っ人をしていた。その辺りで接点があったということだろうか。

「し、しかし、それならもう半年も、二人の関係は続いて……」

「……先生、考えてることが口から出てます」

「っ……!?」

　動揺のあまりに、考えを声に出してしまっていた。それを指摘された私は、思わず大きく反応してしまう──そして、胸からばつん、と音がした。

「……凄い……先生、ジャージの胸のファスナーが取れちゃってます」

「くぅっ……最近は大丈夫だと思っていたのに。お気に入りのジャージが……」

　私はいつも水着の上からジャージを羽は織おって指導しているのだが、春先はプールサイドが少し冷えるので、ファスナーを上まで閉じていた。それが裏目に出て、驚いた拍子にファスナーが壊れた。今は社会人になって自己責任だから良いものの、学生時代は母にジャージが駄目になったと伝えるたびに、胸を減らす方法ってないのかしらと嘆かれたものだ。

「……私、海原とバイト先が同じなので、少し話したんですけど。たぶん、海原は真面目だから、杜山先生と一緒にいたのも、先生が海原を心配してくれたからなんじゃないかと思います。一人暮らしだから、足の怪我をしたら大変だって」

　空野は海原と杜山先生のことを言ったら、私が驚くだろうと思って伝えたわけではないようだった。

　私と海原が、先生と生徒とはいえ、親しくしていることを知っていて、杜山先生のことを伝えておくべきだと思ったのだろうか。海原について何もかもを私が知る権利はないと思うし、海原にも知らせる義務はない。

　だが、知らないよりは知っていた方が、安心できる。

　そして同時に、海原が怪我をしていると知って彼を心配してくれる人が私以外にもいるということが嬉しく──正直なところ、焦あせってしまう部分もある。

　海原のお姉ちゃんとして、お弁当を食べさせる機会が減ってしまう。ただでさえ、今日は学校で姿を見てもいない。体育の授業で必ず見られるが、それだけでは全く足りていない。

「……あの。岸川先生は、海原に時々、お弁当を分けてあげてますよね」

「うっ……そ、それは……」

　またも、ギュッと心臓にくるようなプレッシャーがかかる。空野は思っていることをあまり顔に出さないので、指導にあたっても少し戸惑うところがあったのだが、今回はその表情の変化の少なさが、先生としては言ってはいけないことだが、恐ろしいと感じてしまう。

「海原と二人で屋上にいるところを見ちゃったので、やましいことをしてたら注意しなきゃと思ったんですけど、そんなことなかったみたいなので……変な勘違いをしそうになって、すみませんでした」

「や、やましいことなどはしていない……それは間違いない。今後も海原と昼食を摂ることはあるかもしれないが、あくまで彼の食生活を鑑かんがみて、栄養指導の一いつ環かんとして行っていることだから、誤解のないようにお願いする。彼にも迷惑がかかってしまうからな、親しい先輩からそんなふうに見られていると知ったら」

「……親しいっていうほどじゃなくて、会ったら少し話をするくらいです。海原は、私のことを良く思ってはいないと思います」

　空野は言うつもりのないことを言ってしまったのか、言い終えてからはっとしたような顔をする──わずかな変化だが、今こうして話していて、一番はっきりと感情が表れた瞬間だった。

　彼女も海原のことを気にかけているが、何かわだかまりがあるのかもしれない。

　私が見た海原は、空野と一緒にいる時に表情を曇らせたりはしていなかった。しかしまだ事情を深く知らないままでは、軽々しいことは口にできない──それでも。

「海原は、空野に助けてもらって感謝をしていた……と思う。少なくとも、私にはそう見えていた。良く思っていないということは、ないと思う」

　空野は何かを言おうとする。私も、知ったようなことを言わないでほしいと言われることを覚悟していた。

　しかし、そうはならなかった。空野は休憩の時間が終わりに近づいていると確かめると、小さな声で言う。

「……ありがとうございます」

　空野が海原のことをどう考えているのかは、その一言である程度察することができた。

　何か、海原に対して引け目があるのかもしれない。その事情について私が知ることがあるのかどうかは分からないが、悩んでいることがあるのなら相談に乗ることができればと思う。彼女が優秀な選手だからというだけではなく、私の個人的な思いとして。

「──よし、休憩終わり！　タイムを計測する者はコース前に集合！　選手以外でも、測っておきたいと思う者は並ぶこと！」

「「「はいっ！」」」

　クロールで選手になれるかどうかという位置にいる吉よし田だも、三年生で高校最後の大会ということで練習に頑張って打ち込んでいる。

　去年の今頃、私の指導方針は吉田に受け入れられず、保護者からの叱しつ責せきを受けたこともあった。しかし海原が助けに入ってくれたあと、吉田とは練習方針について互いに納得がいくまで話し合うことができた。

　結果として、選手から外れて一度は退部を考えた吉田は、今も部活を続けている。

「芽め瑠るっち、ちゃんと見ててよね。あたし、今すごい調子いいから」

「その呼び方はやめなさい、と言えるのもいつまでになるか。タイムが目標に届いていなかったら、今後は朝練に出てもらうぞ」

「ひぇ～、あたし朝弱いから無理だよ。家で筋トレしてるんだから大目に見てよね」

　吉田は私が現役の学生だったころでいうと、いわゆるコギャルと呼ばれるようなタイプの生徒で、運動神経はいいのだが部活よりも遊びが楽しいという時期もあった。

　そんな彼女が試合に向けて気合いを入れているところを見ると、色々な生徒がいても一つの目標に取り組むことができる部活は、やはり素晴らしいものだと思う。

「あ、ひさびさに芽瑠っちのジャージが全開になってる。男子いないのつまんないと思ってたけど、こういうときは女子だけで良かったって思うよね」

「っ……そ、そんなことはいい。お喋しやべりをしていないで集中しなさい」

　私は男子についても分わけ隔へだてなく、教師として接しているつもりだが、学校の中で気を許すことができるのは海原だけだ。

　──私の方が、海原のことばかり考えて集中できていない。明日あたり、どこかで声をかける機会がないだろうかと期待しながら、今は計測のことだけに意識を向けた。壊れたジャージのファスナーだけ交換することはできるだろうかと考えながら。




　土曜日と日曜日は部活の指導を行い、月曜日まで海原とは連絡を取らなかった。

　学校のある日に海原を見かけて声をかけたり、彼がパン食の日に栄養のバランスを取るためにお弁当を一緒に食べようと提案をするのはいいとしても、休みに元気にしているかとか、そういうことを聞くために連絡するのは良くない。

　海原と二人で決めた、先生と生徒として接するためのルール。その中には、休みの日に連絡してはいけないというものはない──だが、もし海原が休みにも連絡してくるなんてと不ふ愉ゆ快かいに思ってしまうといけないので自重している。

　だがルールを厳守していると、いつ海原に声をかけていいのか分からない。

　体育の授業が終わったあとも、自然に話しかけられる時と、そうでない時がある。

　海原は同じクラスの上うえ杉すぎという男子と親しくしていて、体育の準備運動でも二人組を作っている。上杉が休んでいる時は私が代わりに海原と組んだのだが、生徒が休むことを期待するというのも教師にあるまじき話なので、それはあくまで緊急時の対処であると言わざるを得ない。

　他の生徒が休んだときはどうするかというと、三人組でやるので大丈夫だと言われる。海原は私と接することには慣れているので、一緒に体操をしても構わないのだろうが、年頃の男子は女性と接すること自体を意識して、忌き避ひすることも多いものだ。

　海原はそういう意味では、肝きもが据すわっている。やはり私がお姉ちゃんとして接しているので、身構えずにいてくれるのだろうか。

　よくよく考えなくても、海原が時々私といる時に緊張していたりするのは感じ取れるのだが、それは先生と接することに対して気を引き締めてくれているとか、そういうことなのだろう。

　しかし、海原にとって、私だけが近しい先生というわけではないと分かった。

　杜山先生。去年から赴ふ任にんされた先生だが、まだあまり話していないから、どういった方なのか分からない。一度話してみたほうがいいだろうか。

　海原との関係について急に聞いたりしたら、変な女だと思われてしまうか。そんなふうに、思わず考えが深みにはまってしまいそうになる。

　彼がお弁当を食べてくれるまでに私は何度も提案しないといけなかったのだが、杜山先生はすでに海原の家に行ったりする関係だったりするのだろうか。

　そのうち杜山先生と話す機会が自然に見つかるかもしれない。なかなか機会がなければ、職員室で話しかけてみればいい。同じ学校の同僚なのだから。




　昼休み、今日は学食のテーブルを借りることにした。いつもは職員室で食事をしているのだが、たまに生徒たちで賑にぎわう様子を見たくて、ここで食事をすることがある。

　海原に弁当を作ってきて一緒に食べたこともあったが、その時は校こう舎しやの屋上に出た。人目につかないところを選ばなければならないのは仕方がないことだが。

　そのとき、学食のカウンターに二人の男子生徒が入ってきた──海原と上杉。

　じっと見ているわけにもいかないので、卵焼きを口に運び、食事を進める──そのとき、空野も友人と一緒にやってきた。

　しかし海原と空野は、近くを通っても言葉を交かわすことはなく、別々のテーブルで食事をする。海原はカツカレーを頼んで、隣に座っている上杉から話を振られ、時々相あい槌づちを入れていた。

　それを見て、良かったと心から思う。友達が少ないと言っていたから、今日も一人だったら、私が誘っていたところだ。

　それを期待して学食に来たわけではないが、海原と二人で食事をしたときのことを思い出してしまうと、少し胸が切なくなる。

「あ、あの……岸川先生、私たちもご一緒していいですか？」

「ん……ああ、席は空いているから遠慮はいらない。どうぞ、座りなさい」

　私が担任をしている二年Ｄ組の女子生徒たちが声をかけてくる。私が一人なので、寂さびしいと思ってくれたのだろうか──という予想は、少し外れていた。

「良かった……私たち、さっきから声をかけようか迷ってたんです、芽め瑠るお姉さま」

「ちょっ……な、何いきなり先生のこと名前で呼んでるのよ、それにお姉さまとかフライングしすぎ」

「ふふっ……まあ、私の方が年上であることには違いないが。少し照れるから、岸川先生と呼んでもらえるとありがたいな」

　私自身は普通の受け答えをしているつもりなのだが、三人の女子生徒はなぜか感激してくれているようで、緊張した面おも持もちで私を囲むように席に座る。

「岸川先生、そのお弁当って自分で作ってきてるんですよね。凄い……」

「昔から料理は嫌いではなかったからな。みんなも作ってみたいのなら、教えることはできるが……」

「っ……そ、そんな、芽瑠お姉さまにお料理を教えていただけるなんて……そんなこと、恐れ多いです」

「先生と仲良くしたいのか、そうじゃないのかどっちなの……すみません、この子、岸川先生に一年の時から憧あこがれてたみたいで」

「そうか。それなら、こうして一緒できて良かった」

　答えながら、私は海原の様子を見る。遠くの席にいて、視線も合わない。私がここから見ていることに、彼は気づいていない。

　カツカレーは野菜があまり摂れないから、サラダを頼むようにと言ったが、ちゃんと守っていてくれることが嬉しかった。私が言ったからとか、そういうわけではないかもしれないが、それでも。

　早食いをしないようにとも言ったが、海原は上杉もいるからか、少し早めのペースで食べていた。それについては友達付き合いにおいては重要なことなので仕方がない。

　遠くから見ているだけでも、何か胸が満たされるものがある。話すことができなくても、見ているだけでもいい。そう思うのは、一方的な押しつけだろうか。

　海原たちは先に食べ終えて学食を出ていったが、私は女子生徒たちと話をして、昼休みが終わる少し前に学食をあとにした。




　今日こそ海原の家に夕食を作りに行きたかったのだが、連絡をするタイミングを逸してしまった。というより、私も教師であって、同時に一人の大人だと思っているので、生徒に学校でチャットを送ることには遠えん慮りよがある。

　そう言いつつも授業の合間にメッセージを送ってしまうこともあるのだが、その時でも海原は律りち儀ぎに返してくれる。インテリヤクザと呼ばれているのは不本意だと言っていたが、その彼が休み時間にスマホを操作しているところは、クラスメイトからは少しイメージと違うと見られるようだ。

　海原は人見知りをするというか、周囲にバリアを張ってしまうことがあるので、きっかけは何にせよ、そのバリアを和らげることさえできればと思う。教師は生徒の人間関係についても、可能な限り良い方向に向かうように見守るものだ。

　空野と海原のことについても、過去に何かあったのだとしたら、和解することができればいいと思う。私がそんなことを思うのは、お節せつ介かいになってしまうだろうか。




　放課後、プールにやってくる。部員たちには日曜日も練習に出てもらっているので、月曜はトレーニングか、家での自主トレをするように指導している。

　私はプールに顔を出すので、部員が自主的に泳ぎに来る分には指導を行う。誰も来ていないようなら、ひと泳ぎしてプールの点検をして帰ろうと考えていた。

　更こう衣い室しつで着替えて出てくると、一人の部員がプールサイドでアップを終えて、これから練習を始めるところだった。

「……お疲れ様です、岸川先生」

「うん、お疲れ様……空野は一人で練習していくのか？」

「はい。他の子たちは、ちょっと疲れてるみたいで……私は三十分くらい泳いでいこうかなって」

「昨日もかなりきつい練習をしたから、休むことも必要だが。三十分ということなら、私も付き合わせてもらおう」

　羽織っていたジャージを脱いで、畳んでプールサイドの椅子に置く。伸びをして、水着の食い込みを直す──少しお尻が大きくなってしまったのかきつく感じるが、そういう意味でも時には泳いで引き締めておきたい。

「……先生、お願いがあるんですが」

「……どうした？」

　空野は神しん妙みような顔をして──いつも表情があまり変わらないので、僅わずかな変化ではあるのだが、私の目を真っ直ぐに見つめた。

「背泳ぎ百メートルを一本……私と一緒に、本気で泳いでもらえませんか」

　一緒に泳ぐ──しかし本気というのは、それは勝負ということだ。

　タイムを上げるために誰かと競って泳ぐことは日頃から行っているが、私は練習のペースを整えるために入ることはあるが、部員と競うことは今までしてこなかった。

　大学で現役だった頃のタイムは、県でトップクラスの空野と比べて少し速いといったところだ。それで空野と勝負になるのかは分からない──しかし練習を見ている限りでは、私がペースを牽けん引いんできるように思える。

「……駄目、ですか？」

「いや、そんなことはない。生徒にそういった申し出をされることは初めてで、驚いたが……そうだな、私も久しぶりにどれくらい泳げるか試してみよう。試すといっても、本気で空野を負かす気持ちで泳ぐ。大きく差をつけられるかもしれないがな」

「ありがとうございます。時計がてっぺんにきたときにスタートでいいですか？」

「ああ、分かった」

　プールには時刻を示すもの以外に、練習ペースの基準とするためのペースクロックというものがある。赤い針は一分で一周し、黒い針は一時間で一周する。

　赤い針が上に来た時を「てっぺん」と言い、決まった時間に何かを始めるときの合図とするのが慣習となっていた。

　私は帽子とゴーグルをつけて入水すると、四コースのスタート位置につく。空野は五コースに入って、私と同じように、背泳ぎのスタート準備をする──そしてペースクロックが０秒を通過する時、合図の電子音が鳴った。

　スタートしてすぐに理解する、空野の速さを。

　自分で指導している教え子の成長を、肌で実感させられる──スタートで大きく離されそうなほど、立ち上がりのスピードが速い。

　しかし私も簡単に負けては、空野の練習にならない。25メートルを過ぎる頃には、半身差くらいまで追いつき、食らいついていく。

　毎日ターンの練習をしているだけはあり、50メートルのターンで再び身体一つ分ほどの差をつけられる。

　このまま置いていかれそうなところだが、私は空野の鍛えなければならない急所を知っていた。それは、スタミナ。後半で尻上がりに速くなるような選手と勝負をすると、どうしても疲れが出てしまう。

　それでも１００メートルなら、ターンで差をつけられれば大きなアドバンテージが生まれる。現に、75メートルまで空野は失速しなかった──だが。

　背泳ぎの勝負でも、隣のコースを泳ぐ選手がどのあたりにいるかは感じ取れる。私は空野との差が縮まり始めたように感じた──そのまま、ゴールまでは一心に泳ぎ、スタート地点にタッチする。

「っ……はぁっ、はぁっ……」

　荒く息をつき、ようやく呼吸を整えたところで、私は隣のコースの空野を見る。

「……私の……負け、ですか……？」

　そして私は気がつく──ずっとこのコースで部員たちを見てきたのに、こうして二人だけで練習をするのは初めてで、大事なことを見落としていた。

「……二人だけでほぼ同時にゴールしては、どちらが勝ったか分からないな。まして、背泳ぎではなおさらだ」

　私は思わず笑ってしまう──真剣に泳いでいたのに、笑うところではないと分かっているが。

　空野はしばらく何も言わなかった──しかしゴーグルを上に上げて、私の顔を見るなり、その表情が和やわらいだ。

　──空野が笑った。他の部員と一緒にいても、滅多に笑顔を見せることのない彼女が。

「ふふっ……おかしいな、こんな見落としをしているなんて気づかないまま、真剣に泳いで……」

「あははっ……先生、物凄い勢いで追い上げてきて、私、負けちゃったかと思って……」

「私も追いつけたかと思ったが……どうやら、この勝負は引き分けのようだな。空野、これで良かったのか？　それとも、もう一度……」

「……いえ。先生が、本気で泳いでくれて嬉しかったです」

　空野が私と泳ぎたかった理由は、何となく、言葉にしなくても伝わるような気がした。

　私と空野の間で変わったことといえば、一つしかない。

　私が海原と一緒にお弁当を食べることがあると知ってから、空野の私に対する視線が少し変化したように感じていた。

　それは私も同じ。海原と空野が一緒に登校するところを見て、ずっと胸にもやもやを抱えていて、教師なのにそんなことを考えてはいけないと、抑えつけていた。

　海原をわずらわせてしまうように思えて、今までは何でもなかったような言葉をかけることもできなくなっているのに。




　空野のクールダウンに付き合いながら、私は彼女に、後半の失速については遠泳でスタミナを鍛え、強い意識を持って克こく服ふくするしかないと伝えた。

「先生……地区大会が終わったら、また一緒に泳いでくれますか？」

　一緒にシャワーを浴びていると、隣のブースにいる空野が声をかけてくる。

「ああ。次は空野にスタートで置いていかれないよう、練習をしておこう。私も久しぶりに本気で泳いで、現役のころの気持ちを思い出すことができた」

「……大学選手権で二位だった人が本気を出したら、今度こそ勝てないです」

「あれから二年以上もブランクが空いている。それに空野にはまだ伸びしろがある……今日は良い勝負ができても、次は分からない。だが、私も簡単に負けるつもりはない」

　私は先にシャワーブースから出て、タオルで髪を拭いたあと、更衣室の床に水滴を落とさないように身体を拭ふく。

　そして、肩紐を外して水着を脱ぐ。着るときは少しきつく感じたが、やはり脱ぐときもきつい。

　締め付けが強い競泳水着を着ていても胸が小さくなるということはなく、大学時代もすくすくと育ってしまった。社会人になってもしばらく成長を続けていて、どこまでいくのかと我ながら憂ゆう鬱うつになったが、最近また大きくなっている気がする。運動量が減ったことが理由とはあまり考えたくはないが、運動で減るのなら減らしておきたい。

「…………」

「な、なんだ……そんなにじっと見て。同性とはいえ、あまり見るものではないぞ？」

「先生は、Ｈカップって聞きましたけど……もっと大きくないですか？」

「そ、そんなことはないと思うが……」
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　しばらく計測していないのは、大きくなっていると困るからだ。そんなことばかりも言っていられないので、そろそろ下着を買いに行かなければいけないのだが、大きいサイズはオーダーメイドになるので、少し出費も辛いものがある。

「空野もそうだが、背泳ぎならば水の抵抗を受ける機会が少ないのであまり関係はないな。平泳ぎは少しだけハンデになるか」

「……それは仕方がないので、泣き言は言いません。小さくなるように頑張っても、逆に大きくなるような気がして……」

「互いに、水泳をする人間としては悩みの種だな。何か困ったことがあったら私に相談するといい、力になれることがあるかもしれない」

「はい。今のところは、大丈夫です」

　空野はそう言いながら、水着を脱いで自分の胸に触れる。押さえても小さくはならないのだが、私も昔はよくそうしていたものだった。

「プールから上がったあと、胸が冷えてしまうからな、温水で温めて……いや、それでは大きくなってしまうのか。しかし健康上のことはもっと大切だからな」

「……海原は、大きい方が好きみたいですね。岸川先生も、杜山先生も、両方すごく大きいですし……ど、どうして笑うんですか」

　空野もこの学校の生徒では最も大きいと思うのだが。杜山先生は私よりも大きい。服を着た上から見ただけだが、同じ悩みを抱えている者として、見ただけでも何となく分かってしまう。

「海原が本当にそういう好みだとしたら、空野も『好き』の対象になってしまうのではないか。海原は、あまりそういったことに興味はなさそうだが」

「……そうですか？　年頃の男の子は、そういうことで頭がいっぱいなんじゃ……ち、違います、それで私に興味を持ってるんじゃないかって、思ってるわけじゃなくて……」

「少しくらいはあるのかもしれないが、海原は他の男子よりも純じゆん朴ぼくだと思う。だから私も、遠慮なく接することができている……胸が触れたりしても、あまり気にしないでくれているのでな」

「……海原のこと、もしかして……男子としては見てないっていうことですか？」

「？　男子以外の何者でもないと思うが……」

　私は空野の言っている意図が上手く摑つかめていなかったようで、彼女は困惑した顔をしている──呆ぼう然ぜんとしている、というべきか。

「ああ……そうか。男の子は、おっぱいが好きなものだからな。私のような女の胸は大して気にならないだろうが、空野は気をつけた方がいいかもしれない。いや、海原なら空野のことも清きよい目で見るのだろうな」

　私がお姉ちゃんとして、海原を可愛い弟のように見ているというのは、空野には言えない。しかし、教師がおっぱいなどと言うのは良くなかっただろうか。

　訂正しておこうかと考えていると、空野はふぅ、とため息をついて、着替え用のタオルを被って水着を脱ぎ始める。そして、聞こえないくらいの小さな声で呟つぶやいた。

「……涼りよう太た、我慢できるのかな……」

　海原はきっと、家庭の味に飢うえているに違いない。我慢しなくてもいいと思うのだが、彼はいつも遠慮をするので、私が少し強引に押し切らないといけない。

　そろそろ行動を起こさないと、私の方も海原が気がかりで仕方がなくなる。私はブラのカップに片方ずつ胸をしまって、後ろ手にホックを留め、全体の収まりを調整する──やはり少しきついが、まだ何とか生活に支障があるほどではない。

「……んっ……」

　空野もブラを着けようとしているが、何か困っている。ホックが上手く留められないようだ。

「お互いに大変だな」

　私は空野の後ろに回ると、ホックを代わりに留める。空野は恥ずかしそうにしていたが、小さな声で「ありがとうございます」とお礼を言ってくれた。




　着替えを終えてプールの外に出る。今日は短い時間の練習だったので、まだ辺りは十分に明るいが、もうすぐ夕暮れ時という頃合いだった。

　私も空野も自転車で学校に来ているので、途中までは一緒に帰ることにしたのだが──自転車を取ってきて校門に向かうところで、海原と杜山先生の姿を見つけた。

「……私たちは、空気を読んでしばらく様子を見るべきだろうか」

「……多分、聞いても大丈夫だと思います。目立つところで話してるから」

　私も空野の意見を信じることにする。二人は秘密の話をしているわけではないので、私たちが通りがかっても迷惑にはならないだろう。

　距離が近づくと、二人が話している内容が聞こえてくる。それは、私も事前にある程度想像していたようなことだった。

「海原くん、空野さんと仲良くしてるでしょう。それでね、ぜひお願いしたいことがあるの」

　杜山先生が名前を出したので、空野はかすかに反応したように見えた──しかし横顔を見ても、ほとんど表情が動かないので、何を考えているかは読み取れない。

　私も普段は厳格な教師として見られていて、クールだと言われることもあるのだが、空野は私から見ても超然としたものがあって、その落ち着きは見習いたいものがある。

　そんな彼女だが、競泳においてのウィークポイントは意外にもメンタルの不安定さにある。性格と勝負度胸はまた別のものというのは、指導においても悩ましいところだ。

「そ、空野先輩とはその……昔から近くに住んでいて、小学校の頃にお世話になっていただけですよ」

「そうなの……？　一緒のコンビニでアルバイトもしてるのに？」

　空野がアルバイトをしているというのは聞いていたが、部活を早く上がるときは自主的に朝練の時間を早めるほど練習熱心なので、干かん渉しようすることは全くなかった。

　しかし海原と一緒というのは聞いていなかったので、空野を見やると、少し気まずそうにしている。少し申し訳なさそうにうつむいているが、私が知ったら怒ると思ったのだろうか。

　そんなことはないので、誤解を解いておきたい。ただお姉ちゃんとしては、弟のバイト先が我が部のエースと同じということなら、もっと早く知っておきたかった。

「仲は悪くはない……と俺は思いたいですけど、仲良くしてるって言われたら、空野先輩は嫌がるんじゃないかと思います」

　海原が、らしからぬことを言う。いや、彼には本来はそうしたくはないのに、周囲からのイメージによって、望まぬ振る舞いをしてしまうところがある。

「……そんなこと……」

　空野の反応を見れば、海原の言葉が事実に反していることは分かった。

　海原は自分のことを良く思っていない、と空野は言った。海原が言っていることは、空野と全く同じだ。相手の気持ちを、決めつけている。

　やはり二人には、過去に何かがあったのだろう。しかし今は、海原と杜山先生の話のなりゆきを見ていることしかできない。

「空野さんは、海原くんのことを心配してたと思う。怪我をしてたとき、私にあとのことをお願いするなんて、心配してなかったら言わないもの。それは、海原くんのことを大事に思ってるっていうことと同じよ」

「っ……」

　杜山先生がぐっと海原に詰め寄る──大事に思ってるという言葉を聞いて恥ずかしかったのか、空野は驚くほどに顔が赤くなっていた。

「そ、それは……エスカレートしすぎというか……」

「ふつうは保健室で手当てをしたあと、先生にあとのことまで任せたりしないもの。先生、何か変なこと言ってる？」

「……確か、杜山先生の方から『任せておいて』と言って、空野先輩が『よろしくお願いします』と言ってくれたように思うんですが……」

「……そ、そうだった？」

　海原が言う通りなら、その記憶力に感心すると同時に、杜山先生の記憶力に対して、失礼ながらわずかな疑問が芽め生ばえてしまう。

「……杜山先生……やっぱり、ちょっとだけ天然っていうか……」

「ど、どうなのだろうな……確かにそう思える部分もあるが、基本的にはしっかりした先生だと聞いているが」

　空野の言うとおり「天然」という評判も聞こえてきていたが、それがどういうことなのか分かったとは、まだ軽率に言ってはいけない。

　杜山先生も、私と同じように先生として、海原のことを考えているのかもしれない。もしそうなら、杜山先生は同じ思いを共有する相手ということになる。

「そ、その……勘違いしちゃってて、ごめんなさい。海原くんと空野さんのことを見た時、仲が良いんじゃないかなと思って……空野さんは素そっ気けないふうにも見えたけど、海原くんを心配してくれてた。先生にはわかるの」

「……確かに、空野先輩は俺のことを運んでくれましたから、心配はしてくれてたかもしれません。でも、勝手に俺が仲が良いなんて言うのはフェアじゃないと思います」

「海原くんったら、頑がん固こなんだから……でも、やっぱり海原くんは空野さんのこと、大切に思ってるのね。自分のことより、空野さんの気持ちを大切にしてるもの」

　私もそう思った──海原は「空野のいないところで、仲が良いと言われること」を、空野に申し訳ないと思っているように見える。

「俺は空野先輩と話せるようになっただけで、十分すぎるほどだと思ってます。今は、それだけしか言えません」

「……分かった。じゃあね、考えてたこととはちょっと違うけど、やっぱり私は海原くんを吹奏楽部に誘いたい」

「どうしてそうなるんですか……全然、理屈が通ってないですよ」

「ううん、ちゃんと通ってる。吹奏楽部のみんながね、運動部の応援のために演奏したいって言ってくれてるの。それで、うちの学校で強い部活って、水泳部と幾いくつかしかなくて……中でも水泳部は、もうすぐ地区大会があるって聞いて、これだって思ったの。顧問の岸川先生には、改めて相談をしなきゃいけないけど、水泳大会でもブラスバンドの応援団が来ることはあるって聞いたから」

　──杜山先生が、そんなことを考えてくれていた。

　ブラスバンドが応援に来てくれるというのは、どちらかといえば水球の試合などではないかと思うが、各校の応援団は来ていて、思い思いの応援をする──泳いでいるときは聞こえなくとも、スタート前に声援が届けば、それは力になるものだ。

「それでね、空野さんも三年生で、最後の試合だから。海原くんがユーフォニアムを吹いてくれたら、きっと喜んでくれると思うの。もちろん、私たちも」

　海原はバイトに力を入れたいので、部活には入らないと言っていた。

　そう考える理由は、彼の生い立ちなどにあるのだと思う。自立心を養うような、そんなご両親の方針のもとで育ってきて、早く自立することを志向している。

「……空野先輩を応援したいとは思ってます。でも、俺がユーフォニアムを吹くことが絶対必要とは思いません。俺が吹奏楽をやってたことに彼女は関心がないと思うし、今の吹奏楽部の調和を乱すこともするべきじゃないと思います……って言うと、やっぱり言い訳みたいになりますか」

　海原の意志は固く、部活の勧誘は受けない──杜山先生には申し訳ないが、彼がそう答えるだろうとは分かっていた。

　気持ちを変えることがあるとしたら、よほど大きな出来事が必要になる。それが海原にとって良いことなら、私は応援したいと思っている。

　杜山先生は残念そうにしてはいたが、肩を落としたりすることはなかった。

　海原の言葉に耳を傾けて、気持ちを押し付けることはしていない。その姿勢は、私も共感できるものがあった。

「……言い訳なんて思わない。でも、海原くんは自分の力は小さなものだって思いすぎてると思う。それはね、私の思い込みなんかじゃないから」

　杜山先生がそう言ったところで、海原がふとこちらに視線を送る──特に隠れることをしていなかった私たちは、二人に近づいていく。

「岸川先生、それに空野先輩も……今の話、聞いてたんですか？」

　問い詰めるような口調ではなくて安心した──立ち聞きをしていて海原が怒るようなら、謝っても許してもらえるかどうか分からない。

「ちょうど帰るところで、だいぶ話は聞こえていた。杜山先生、ありがとうございます。水泳部のために、そんなことを考えてくれて」

「は、はい……っ、私、あの、今まであまりお話できてなかったんですけど、岸川先生にその……あ、憧れていて……っ」

「杜山先生が、私に……そ、それは、一体どういった理由でですか？」

　海原と空野がいるからか、杜山先生は少し恥ずかしそうにしていたが、意を決したように私の質問に答えてくれる。

「……先生はすらっと背も高くて、生徒から憧れられていて……私、岸川先生みたいな先生になりたかったんですけど、生徒からは『ちせちゃん』とか愛称で呼ばれちゃって、あまり先生として見てもらえないというか……」

「……『女神先生』って呼ばれて、すごく尊敬されてますけど、それは駄目なんですか？」

　空野が言うと、杜山先生はカッと顔を赤くする。

「そ、それは……女神って言われても、私のどこがそんなふうに見えるのかわからないし、『女騎士先生』の方がかっこいいし……あっ……す、すみません、私がそう言っていたんじゃなくて、生徒たちが言っていて、素敵だなって思っていたんです」

　その呼び名は恥ずかしいというか、「岸川」だから「女騎士」と呼ばれるのは分からなくもないのだが、その呼び方で返事をすることは断じてないとは言っておきたい。

　──そうこうしているうちに、閉門が近いことを告げるチャイムが鳴り始めた。

「いけない……そろそろ学校を出ないと、門が閉まっちゃう。海原くん、今日はうちでご飯は食べていく？　それともお風呂？」

「えっ……も、杜山先生っ、いきなり何を……っ、うわっ！」

　なぜ、海原がそれほど驚くのか。私自身も自覚はしている。きっと今の私は、自分でも教師としてどうかと思うほど、怖い顔をしてしまっているのだろう。

「……あっ、ち、違うんです、お風呂は別々なんですけど、海原くんは一人暮らしなので、私の家でお夕飯を作ってあげようって思って……だ、駄目ですよね、先生と生徒で」

「だ、駄目というか……それが駄目なら、私も……」

「海原、今日のところは解散ね。私は岸川先生と、杜山先生と話があるから」

「あ、ああ。俺、バイトがあるから急いで帰るよ」

「あっ、海原くん……ああ、行っちゃった。帰り際に声をかけちゃったから、お詫わびをしたかったんですけど……」

　お詫びということなら、海原を家に招いて夕食をご馳走するというのも分からなくはない──というほど、私も鈍くはない。

「杜山先生……海原のことを、先日の朝車で送ってきたと聞きましたが……」

「っ……そ、それは……海原くんは悪くないんです、私が怪我をした彼に夕食をご馳走しようと思って、お家に招いて……い、いけませんよね、先生がそんなことしたら……」

「わ、私からは……一いち概がいには、答えられないのですが……」

　私が海原とお弁当を食べていることを、空野は知っている。そのために、私も言葉を濁すことしかできない。それでは、空野が怒っても仕方がないというのに。

「……海原と岸川先生とのことも、言っておいた方がいいですよね」

　それは仕方のないことだが、私は杜山先生の驚いたような視線を受けて、顔が熱くなるのを止められなかった。

　生徒から「女騎士」と呼ばれている私が、皆に秘密にして海原とお弁当を食べていることを、ついに同僚に知られてしまったのだから。




「そうですか、岸川先生は去年から海原くんとお弁当を……」

「は、はい……海原は一人暮らしで、食生活に無む頓とん着ちやくだと知ってから、気になってしまって。迷惑をかけないよう、他の生徒には見られないところで昼食を摂っています」

　校門の前で話をしていると人目につくので、私たちは学校とは少し離れた場所にある河か川せん敷しきにやってきて、そこで話をしている。駐車場もあるので、杜山先生はそこに車を停めてきていた。

「……海原は先生たちがご飯を作ってくれるのは、少し戸惑ってるんじゃないかと思います。大人の女の人たちで……その、おっぱいも大きいですし」

「はぅんっ……お、おっぱいが大きい女の人は、海原くんのお世話をしようとしちゃ駄目なの……？」

「だ、だから……海原はそんなことは気にしていない。体育の時に海原と一緒に準備体操をしたときも、胸が当たっても何も言わなかった。海原は純真だから、そういうことにはまだ関心がないのも不思議ではない」

「そ、そうですよねっ、海原くんはいい子だから、そういうことで人を差別したりしないですよね。岸川先生がいてくれると心強いです」

　私より杜山先生の方が、心なしか胸が大きいように思うのだが、彼女も海原を家に招いたとき、やましいことなどはなかったようだ。

　やはり海原はとても真面目な男の子だと思う。少しくらいは私や杜山先生に関心を示した方が、思春期の男子として自然ではないかと思いはするのだが。

「……海原も大変ですね」

「そうだな……これからバイトと言っていたから、無事に間に合うといいのだが……ど、どうした？　その呆あきれたような顔は」

「……そんな顔はしてません。何でもありませんから」

　いつも表情の変わらない空野が、珍めずらしく呆れているように見えたのだが、空野は元の表情に戻って首を振る。

「海原くんのこと、車で送ってあげたいですけど、自転車が学校に置きっぱなしになっちゃうので、それは奥の手にしないといけないですね。あまり遅くなるようなら、またコンビニまで迎えに……あっ、空野さんがいれば大丈夫かしら」

「わ、私は別に、海原と一緒に帰ったりしませんから……」

「そうなのか……しかし、空野も海原と同じところでバイトをしていたとはな」

「……黙っていたことは謝ります。秘密にしていたのは、その……私、あまり海原とは喋ってないし、仲が良かったのも昔のことなので……」

「昔っていうことは、しばらくは会ってなかったっていうこと？　中学が違ったとか？」

「……中学校も、海原とは一緒でした。でも、学校が一緒だっただけです」

　男女の幼馴染みということなら、常に一緒というわけではなく、一時的に距離を置くこともあるのかもしれない。

「しかし……空野も今は、海原を気にかけていることに違いはない」

「……それは……そういう部分もありますけど、海原の迷惑になるので……」

「空野さん……ううん、奈な々な海みちゃんも海原くんのことが気になってるのなら、もっと素直になった方がいいと思うわ。二人はきっと、すれ違ってるだけだと思うの」

「……先生が海原を甘やかしすぎっていう話をしてたのに、私の方が心配されてるのは、ちょっと嫌です」

　空野に釘を刺されて、私も杜山先生も顔を見合わせる──そして、笑い合う。

　こうしてみなければ気が付かなかったが、きっと私たちは、海原に対する気持ちが近い方向を向いているのだと思う。

「空野も海原に対して、私たちとそう違うことを考えているとも思えないが……」

「二人のわだかまりが解けるように、私も奈々海ちゃんを応援してるから」

「……もう、知りません。そんなこと言われても、急に仲良くなんて……」

　空野はそう言うが、私からすれば、彼女の気持ちは分かっているようなものだった。

　それを応援することが、教師の務つとめだ──私が海原のお姉ちゃんであることは、それとは別として変わらないつもりでいるが。
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　ゴールデンウィーク明けの中間試験を控えて、四月下旬から試験期間に入った。

　姉あねヶが崎さき高校は進学校ということもあり、試験期間で帰りが早いからと放課後の空き時間を遊びに費ついやすような生徒は少ない。

「帰りに駅前のシンデレラバーガー寄ってかね？」

「いいね、ついでに勉強して帰りにゲーセンでも行くかー」

　クラスの男子も女子も連れ立って帰っていく。誰かの家に集まって勉強をするグループもあれば、教室に残っている人もいる。

「海うみ原はら、今日は勉強してくんだよな？」

「ああ、そのつもりだが。純じゆんはどうする？」

「うちの下の妹が、鍵っ子で留守番してっからさ。面倒見ながら勉強するしかねーっつーか……海原に教えてもらえば、試験対策バッチリだってのに」

　一年のときは純の家に行って勉強をしたこともあるが、確かに小学生の妹がおてんばなさかりで、結局遊びに付き合わされたものだ。上の妹というのは純とは双子で、この高校に通ってはいるものの、兄妹仲がそれほど良いわけではないらしい。

　俺には離れて暮らしている姉がいるが、何というか極めて優秀と言うほかない姉で、弟としては会うだけで戦せん々せん恐きよう々きようとするような相手だ。純の家のように普通に接することができる兄妹関係が羨うらやましくもある。

「世界史とか現文とかやる日は教えてくれよ、その日は何としても学校に残っていられるようにするからさ」

「俺もバイトがあるから、都合を合わせられるかどうか分からないぞ」

「できたらでいいよ。俺ももしかしたら女子に勉強に誘われたりして、泣く泣く友情を裏切ることになるかもしれないしな」

　確かにそういうこともないとは言えない。しかしモテたいと言っているわりに純は目立った行動は起こしていない。委員会が出会いのチャンスだとか、部活帰りの女子を狙うとか色々言っていたこともあるが、結果が出てはいないみたいだ。

「なんだよ急に黙っちゃって、冗談だって。俺が海原を裏切るなんてあるわけないだろ？」

「いや、それは全然構わないんだが。彼女ができそうな気配でもあるのか？」

「それが全くなんだよね。ほら、理想は高い方が夢があるじゃん？」

　純はそんなことを言っているが、何だかんだで真ま面じ目めというか、奥手なのだろうかと思いもする。全く人のことは言えないが。

「あ～、女騎士先生が勉強教えてくれたりしたら最高なのにな。杜もり山やま先生もいいけどな、俺も一年の時は保健室の常連だったんだよ。最高だよなぁ、二人とも……」

　お前もか、と言いたくなるが、過敏に反応すると俺が杜もり山やま先生と何かあると言っているようなものなので、今はとても言えない。

　姉ヶ崎高校の二大女神は、やはり純も含めて男子生徒の憧れを一身に集めている。

　前は週二回ペースで岸きし川かわ先生の手料理を食べられたが、それを当たり前と思ってはいけないし、家庭の味が心に染み渡っていても、その中毒性──もとい、病やみつき──もとい、深みにはまりすぎてはいけない。

　試験期間は俺の邪魔をしてはいけないと、岸川先生からチャットが送られてくる頻ひん度ども少ないし、昼休みに弁当を食べさせてもらう機会が訪れない。出会ったばかりの時、俺の勉強をサポートしたいと言ってくれた先生だが、俺が遠慮してしまったせいで、試験期間には疎遠になってしまうのが定番化していた。

　先生に会いたい、話がしたい。そんな甘えたことを考えている俺を見たら、先生はなんて言うだろうか──呆あきれられてしまうだろうか、それともいつものように俺を甘やかしてくれるのだろうか。我ながら情けないことを考えてしまっている。

「海原も学校で潤うるおいを見つけろよ、限られた時間を有効に使わないと。それじゃな」

「ああ……気をつけて帰れよ」

　俺の肩に手を置き、純はひょいひょいと軽い足取りで帰っていった。家では妹いもうと煩ぼん悩のうというか、良い兄貴的な振る舞いをしていたので、素直に偉いと思う。

「あ、あの……海原くん……」

「ん？　あ、ああ、どうした？」

　クラスの女子が声をかけてくるが、見るからに恐る恐るという態度だ。罰ゲームで俺に声でもかけさせられたのだろうか。

「おーい、何してんの。置いてくよー」

「あっ……ま、待って、すぐ行くから。ごめんなさい海原くん、また……」

　またと言われても、全く話が読めない。勉強を教えてくれとか、いかにも勉強のことしか頭になさそうな俺は、ごくたまに言われることはある。だがそのどれも、実際に教えるところまで行ったことがない。

　俺が勉強を教えたのは純くらいだ。赤点を取らずに済んだと喜んでいたようなレベルなので、俺が教えたからといって効果があるかどうかは判然としないが。

　考えているうちに、スマホが震えた。

　久しぶりに岸川先生がチャットアプリでメッセージを送ってきた──思わず顔がほころんでしまいそうになるのを何とか抑える。




岸川先生：しばらくぶりだが、元気にしているか

自分：はい、おかげさまで

岸川先生：今日は残って勉強をしているか？

自分：そのつもりです。図書室なら落ち着いて勉強できるので




　しばらく返事がないので、俺は教室を出る準備をする。そして廊ろう下かに出ようというところで、岸川先生から返事が来た。




岸川先生：すぐに帰ってはだめだぞ

岸川先生：君なら最低でも一時間は勉強していくのだろうが

自分：はい、最低でもそれくらいは集中するつもりです

自分：じゃあ、図書室に移動します　先生、また

岸川先生：ああ、またあとでな




　あとで、というのは少し違和感があったが、夜に連絡してくれるのかもしれない。それくらいに解釈して、深くは考えなかった。

　直接話したい気持ちはあるが、チャットでもかなり元気になっている自分がいる。学校生活において、岸川先生が俺の中で大きな部分を占しめているのを認めざるを得ない瞬間だ。




　俺は図書室にやってきて、自分で勝手に定位置と決めている、奥の方のテーブルに座った。特に参考書などを借りたりはしない。今から受験対策をやりたいなら塾にでも行くべきなのかもしれないが、学校の試験で結果を出すには授業でやったことを完璧にさらえば済むことだ。まあ一人でやっていると眠くなるんだが、家よりは集中できるからな。

　試験期間でもバイトには入っているので、閉門時間より少し早く帰り、帰宅途中にコンビニに向かうつもりだ。二時間でもシフトに入ってくれるとありがたいと言ってもらえて俺も助かっている。

　一応純と一緒に勉強するかもしれないということで、純の苦手科目はまだ手をつけずにおく。俺は全ての科目がさほど苦手ではないが、あえて言うなら家庭科が苦手だ。一年の間しか授業がないので、今は苦しまずに済んでいる──料理下手を何とかしろと自分で思いつつも、岸川先生に甘えてしまっている。

　それに、杜もり山やま先生にも。部活に勧誘したいからというだけじゃなくて、俺を餌えづけしようとしている節ふしもあるが、どちらにせよ俺は甘やかされてしまっている。

　あれから何度か部活に勧誘されたが、そのついでにだいたいご飯を食べに来ないかと誘われている。

　岸川先生の弁当はどちらかといえば良りよう妻さい賢けん母ぼというしっかりした味で、杜山先生はひたすら落ち着く味付けで、食べると癒いやされる。どちらがいいというわけではなくて、どちらも俺を魅み了りようしてやまない、家庭の味というやつだ。

　考えているうちに腹が減ってきた。岸川先生の肉じゃがが食べたいとか、俺は何を考えているんだろう。杜山先生の卵焼きと魚の塩焼きがあれば、俺はもうそれだけでご飯三杯はいける。先生、おかわりをよそっていただけますか。

　俺がこんな状態になっていると知ったら、岸川先生も杜山先生も、どんな反応をすることか──そんなに自分たちの料理が恋しいのかと呆れられてしまうだろうか。

　本当は毎日でも、先生たちのご飯が食べたい。

　──駄目だ駄目だ、気が散ってる場合じゃない。俺は勉強とバイトに打ち込むために杜山先生の勧誘を断ったんだ。杜山先生の料理が食べたいからって、勉強に手がつかないなんて本末転倒にも程がある。

　俺は何とか気持ちを入れ替え、勉強に励はげむ。学校にイヤホンを持ち込むことは自由なので、スマホの音楽アプリを起動して、集中のスイッチを入れた。

　ボーカルのないジャズかクラシックが、一番集中しやすい。音楽の好みは吹すい奏そう楽がくをやめてからも変わることがなかった。




　気がつくと一時間ほどが経たっていた。他に勉強しにきていたグループも何組かいたか、すでに誰もいなくなっている。

　図書当番の生徒が友人と喋っているが、それくらいは勉強の妨さまたげにはならない。あと一時間半、次はどの授業に手をつけようかと思っていると、

「……あ……」

　すらりとした綺麗な立ち姿の女子生徒が、本棚を見ている。本を選ぶ姿がとても絵になっていて、目が離せなくなる。

「うぅん……なかなか興味深いな……いえ、興味深いですね……」

　いやいや、何を呆ほうけているのか。そこにいる人に、俺は見覚えがあるというか、気づかずにいられるわけがない。

　眼鏡めがねをかけているので、印象が違って見える。いや、眼鏡だけではない。

　その生徒は、岸川芽め瑠る先生その人だった。先生を生徒と見間違えるなんてことはありえない、そう、先生がいつも通りの服装だったならば。

　端的に言えば、岸川先生は、うちの学校の女子制服を着ていた。

　お世せ辞じなどではなく、その変装は見事なもので、一瞬あんな美人の先輩がいたのかと本気で思ってしまった。

　しかし、すぐに正体に気づかざるを得なかったのは、うちの学校でも最も大きい部類に入るだろう──いや、恐らく生徒の中では一番大きい──空そら野の先輩よりも、さらに大きくて豊かな一部分が、どうしても目に飛び込んできたからだ。

「……あっ」

　今気がついたというように、先生がこちらを見やる──反則的なまでに制服が似合いすぎている。

　二十四歳という年齢はまだ制服を着ても大丈夫なのだと、先生に言ったら怒られそうなことを考えているうちに、先生は俺の目の前までやってきていた。

　第一声が全く想像できないので、先生の出方をうかがう。眼鏡をしているのは変装としては効果てきめんで、先生の眼光が和やわらげられて、大人しそうな印象を受ける。

　しかし間違いなく岸川先生であって、謎の先輩ではまかり通らない。

「……初めまして、三年生のき……石いし川かわ、えるです」

　聞き逃しようもなく、先生は自分の名前を名乗りかけた。偽名を今の今まで考えていなかったとは、普段生真面目な先生らしい。

　岸川先生が噓をつくのは苦手というのは良く分かった。俺は先生に合わせてあげるべきか、冷静に岸川先生ですよねと指摘するべきかを悩む。

　究極の選択というほど、大げさなものでもない。しかし、どう呼べばいいんだろう。その前に、初対面の体ていで話しかけてきているから、自己紹介したほうがいいのか。

「え、ええと。俺は、海原……涼りよう太たです」

「二年生ですよね、海原……ううん、涼太くんは。時々体育の授業で……そ、そうではなくて……」

　先生の演技が拙つたないので、見ているこちらがハラハラする。俺が気づいていないフリをすれば済む話ではあるが。

　最初はあまりの事態に混乱したが、先生は悪意があるわけではなくて、むしろ俺のために制服を着てきてくれたのではないかと思えてきた。

「そ、そう、インテリ……ではなくて、成績が良くて、とても気持ちのいい性格の男の子だと聞いて、一度お話ししてみたいなと思っていたんです」

　今、インテリヤクザって言いかけましたね。いいんですよ、先生なら。

　心の中でツッコミを入れつつも、俺は思う。こんなふうに岸川先輩というか、石川先輩のような美人に声をかけられたら。彼女が本当にうちの高校の生徒で、上級生だったとしたら、俺はどんな受け答えをしただろう。

「え、ええと……石川先輩は、図書室に何を？　本を探しているみたいでしたが」

「ええ、ちょっと詩集に興味があって。でも良さそうなものは借りられているみたいなので、本を借りるのはまた今度にします。涼太くんは、試験勉強ですか？」

　だんだん先生の演技がこなれてくる──というか、本当に先輩なんじゃないかと思えてきてしまっている。自分のちょろさが愛おしいというか、我ながら単純すぎる。

「あ、あの……すみません、涼太くんという呼び方は馴れ馴れしかったですか」

「い、いえ……。でも俺は、芽……える先輩って呼ぶのは、少し照れますね」

「ふふっ……今日会ったばかりですからね」

　石川先輩は、自分の演技に自信をつけてきているようで嬉しそうにしている。むしろ気づいていないと先生に思わせている俺の方が、実は役者向きだったりするかもしれない──二人して何をやっているのか、というツッコミはなしとする。

「っ……石川先輩もここで勉強するんですか？」

　座るとしても向かい側だろうと思っていたら、石川先輩は隣に座ってきた。そして眼鏡の位置を直しつつ、俺が何を勉強しているのかを覗のぞき込こむ。

　思わず声が出そうになる。そう、岸川先生はパーソナルスペースに俺を無自覚に入れてしまう傾向にあり、つまるところおっぱいが二の腕に当たっている。全神経がそちらに向かってしまうのをどうにもできない。

「数学の勉強をしていたんですね。試験の順番通りにやっているんですか？」

「は、はい、これは二日目の一つ目の試験ですね」

　なんとか初手を凌しのぎ切った。おっぱいが気になって何を喋っていいのか分からなくなったとか言ったら、さすがに先生も呆れてしまうだろう。

「まだ試験前期間の初日なのに、そこまで進めているんですね……偉いです」

「っ……え、偉いというか、みんな頑張ってますから」

「いえ、私のクラスの子は授業が早く終わるからと、遊びにいくような子ばかりで……海原くんみたいに真面目な子をぜひ見習って欲しいです」

　三年で遊んでいるのもどうかと思うが、この場合は「岸川先生」の立場で、自分が担任のクラスのことを言っているのだろう。

「あ……よ、良くなかったですね、みんなのいないところでそんなふうに言ったりして。せっかくだから遊びたいっていう気持ちも、本当は分かるんです」

「確かに……高校生活は一度きりですからね。でも俺は、試験でいい成績を取るために頑張るのも、それはそれで面白いと思うんです」

「面白い……そう思えるのも、一つの才能ですよ。私の現役時代は、本当に勉強嫌いで大変で……あっ……」

「石川先輩が勉強嫌い……それは、ちょっと意外ですね」

　もう先生の素が出てしまっても、気づかないふりで通すことにする。先生は安心したように胸を撫なで下おろしていた。

「ですが、頑張った甲か斐いあって、後輩の涼太くんには教えられると思います」

「本当ですか？　それじゃ、ここの方程式なんですが……」

　参考書の問題を一つ、先輩に解き方をレクチャーしてもらうことにする。

　自分で考えても何とかなるだろうが、せっかくなので、岸川先生の解き方を参考にしたいと思ったのだが──。

「……あっ、この展開では詰まってしまいますね……では、違う考え方で……」

　先輩は難しい顔で問題と向き合っている──行き詰まるとシャープペンシルをカチカチとするのが、彼女の癖のようだ。

「あ、石川先輩の解き方を見ていて、ピンと来ました。こういう感じでどうですか」

「あっ……凄いです、これで合ってますね。きれいに解が出ました。では、この問題はどうですか？」

「この問題はですね……」




　気がつくと、俺が問題を解いて、先生に解説するという状態になっていた。

　人に教えるというのは、それだけ自分の身にもつくものだ。先生も聞き上手なところがあって、俺もやり甲斐がある──一人で勉強していた時とは、進み方が全く違う。

「涼太くんは、聞いていたとおりに優秀なんですね。凄いです」

「い、いや……石川先輩が一緒なので、やる気が出たんです。いつもは一人なので……だから、ありがとうございました」

「……試験期間なら、学年が違っても一緒に勉強できるかと思って。迷惑でなかったなら良かったです」

　石川先輩が微笑ほほえむ。岸川先生は、もうこうやって試験勉強をする必要なんてないのに、俺の勉強に付き合ってくれた。

「海原くんがいつも一人で勉強しているなんて、勿もつ体たいないと思います。だって、こんなに教えるのが上手なんですから」

　岸川先生が本当に俺の先輩だったら、俺はどうしていただろうか。先生と生徒でなくて、こうして同じ生徒として出会っていたらと想像する。

「……もし、私が……」

「え……石川先輩？」

「い、いえ、何でもありません……涼太くん、もうそろそろ閉門の時間ですが、まだ勉強していきますか？」

「俺はそろそろ帰ります。ちょっと用事があって」

「分かりました、私も途中まで一緒に……」

　二人で帰かえり支じ度たくを始めようとした、その時だった。

　本能が警告する。この状況を見られてはいけない人物が何人か存在して、俺の視界に入っている彼女は、その中の一人に含まれている。理解はしてもそれがどれくらいのピンチなのか分からないほど、空そら野の先輩の姿は不意に現れた。

　まだ見つかってはいない。しかし今から席を立っては目立ちすぎる。見られずにこの場をやり過ごすには、と考えたところで。

「りょ、涼太くんっ、すみません、少し机の下にっ……！」

「えっ……い、石川先輩、うわっ……！」

　俺よりも石川先輩の方が慌あわてていた。先輩は俺を机の下に引きずり込む──四人掛けのテーブルなので下に入る余裕はあるのだが、急いだ拍子に、石川先輩に押し倒される形になってしまった。

「す、すみません、涼太くん。少しだけ静かにして……っ」

　石川先輩──いや、岸川先生は、俺の口に人差し指を当てて、静かにするように懇こん願がんしてくる。

　しかしこの姿勢はまずい。ブレザーの前を閉じられないほど豊かな膨らみが俺の胸板に無防備に押し付けられて、その弾力性を遺い憾かんなく発揮している。先生はこのまま胸だけで胸立て伏せができるのではないだろうか。

　心臓の鼓動は、こうして密着するだけでも伝わると分かる──トクン、トクンと小鳥のように先生の胸が鳴っていて、これ以上なく緊張していることが分かる。

「……静かに……もう少しだけ……」

　先生がいつもポニーテールにしている髪がほどけてしまっている。先生の胸からミルクのような甘い香りもしていて、思考がまとまらない。普段バスルームで牛ぎゆう乳にゆう石せつ鹼けんをお使いになっているのだろうか。

　空野先輩はというと、友達と一緒に図書室に来ていたようだ。さっきからいたようなので、今までニアミスしなかったのは幸運だった──しかし、制服を着ている岸川先生の姿を見られたら、顧こ問もんとして立つ瀬がなくなってしまう感じか。

「奈な々な海み、どうしたの？」

「あ……ううん、ちょっと気になっただけ。何でもない」

　テーブルの下から、空野先輩の足だけが見える。膝下までのソックス──これほど注目することはないし、勿もち論ろんしてはいけない。

　しかし空野先輩は、俺からスカートの中が見える位置まで来てしまう──足元を見られたら終わりという状態で、俺は目を閉じるしかなくなる。

　やがて空野先輩は友達と連れ立って図書室を出ていく。今日はバイトのシフトがかぶっているので、あとでまた顔を合わせることになるだろう。

「い、石川先輩、そろそろ……」

「んっ……だ、だめです、涼太くん、そんな……あっ……！」

　何とはなしに身じろぎをしただけなのだが──岸川先生の胸に俺の胸板が擦れて、さらには太ももが先生の足の間に挟まっていて、振動を与えてしまう。

「ふぁっ……ぁぁ……び、びっくりしました……海原くんの足、当たって……」

「す、すみません、先輩……そんなつもりじゃ……」

　スカートの中に足が入り込んでしまっているだけでも先生に恥ずかしい思いをさせているのに、それ以上のことをしてしまった。今みたいな声がさっき出てしまっていたら、きっと空野先輩に発見されていただろう──そう思うと生きた心地がしない。

「……おいたはだめですよ。お姉ちゃんにも心の準備があるんですから……」

　動いた拍子に髪が解け、眼鏡も取れてしまった。岸川先生の大人の魅力が暴走する──潤うるんだ瞳と唇が艶つやっぽく、声は耳を蕩とろかすほど甘い響きで耳じ朶だを打つ。顔を赤くして強がるところも、控えめに言って可愛いとしか言いようがない。先生に可愛いなんてとても言えないのに、考えるだけでも背徳感に近いものを覚える。

　もう少しこのままでいたい。しかし、言わなくてはいけない──この楽園のような状態から、自ら抜け出すのは名残なごり惜おしいが、先生の信頼には代えられない。

「先輩……眼鏡、外れちゃってます……」

「っ……」

　俺は手の届く場所にあった眼鏡を拭ふいて、岸川先生につけてあげた。変装の要だった眼鏡が外れてしまっていたと知ると、先生の顔がかぁぁ、と真っ赤になる。

　岸川先生がたまに言う「お姉ちゃん」も出てしまっているので、正体は全く隠せていない──それでも。

「涼太くんの眼鏡は、外れにくいんですね……」

　俺を「涼太くん」と呼ぶということは、これからも岸川先生は「石川える先輩」として俺の前に現れるかもしれないということだ。

　テーブルの下から出たあと、岸川先生は身だしなみを整える──途中まで一緒に帰ると言っていたが、誰にも見られない必要があるのではないだろうか。

　しかしそれは、岸川先生と俺の間では、元からなるべく守ってきたルールでもある。制服を脱いで元の先生の格好で帰った方がいいとは、俺はあえて言わなかった。

　少しでも長く「石川先輩」としての先生を見ていたい。悪戯いたずらな気持ちではなく、そう思った──それほどに、一緒に勉強する時間が楽しかったからだ。




　バイトを終え、一風呂浴びたあとで自室の机に向かう。先生と一緒に勉強した範囲を補強して、一科目ずつ範囲を固めていく。

　結局、先生はいつも使っている自転車を見られると俺に正体がばれてしまうと気づいて、図書室を出るところで解散となった。

　そのときに、クッキーを渡された。出来合いのものではない、家で作ってきたものだというそれを、俺は久しぶりに使う菓子皿に入れて、勉強しながら一つ口に運ぶ。

「……美お味いしすぎる……」

　さっくりとした歯ごたえで、口の中でとろける。いつ焼いたものかは分からないが、香ばしさがしっかりとあって、油っぽさもなくさっぱりしているのにコクがある。

　特に牛乳が好きというわけでもないが、このミルク風ふう味みは例外だ。豊ほう穣じようの象徴のような胸を持つ岸川先生が作るミルククッキーは、他のクッキーの追つい随ずいを許さない、想像の翼を広げさせるような味なのだ。

　サクサクと口に運んでいるとかなりのペースで減っていく。あとは勉強を終えたときの自分への褒ほう美びとして、大事にとっておくことにする。

　クッキーの味にひとしきり感激したあと、俺は自然と岸川先生のことを考えていた。

　先生は、どうして制服を着るなんて手段に出てまで、俺と一緒に勉強してくれたのか。

　答えは、考えるまでもなかった。

　俺が一人で勉強しているだろうと思ったから、様子を見に来てくれた。先生としてでは俺が遠慮をすると思って、制服を着てまで。

　先生はこの学校のＯＧなので、制服が今でも取っておいてあったのかもしれない。ブレザーの前を閉じられなかったのは、学生時代より成長していることを示している。

　ありえないことなのに、夢想してしまう。

　石川先輩と時々学校で会って話をするような関係になって、勉強して。そうやって、学園生活を送れていたら。

　でも先生は先生で、石川先輩は彼女が演じてくれている間だけの存在だ。もし本当にいてくれたらと思うのは、俺の甘い幻想にすぎない。

　先生が制服を着てまで俺に伝えたかったことは、そんなことじゃない。

　自分に対しての「何か怖い」というイメージを、変えるきっかけが摑めないでいること──とうの昔に諦めていることまで、先生には見抜かれている。

　そこまでしてもらって、何もしないなんてありえないか。そうだよな。

　俺は今の状況を、特に変えたいと思っているわけじゃなかった。ただ、歯がゆいと思うことがなかったわけではない。

　それを不自由と言うほど、学校で接するだけの周囲の人々に期待していなかった。あえて言うなら、いつでも空気を読まず、気兼ねなく馬鹿話をしてくれる純を除いて。

　でも、先生を安心させたいというだけで、もう一度頑張ってみるかという気になっている。

　そう上手くいくものじゃない。固まってしまったキャラクターを変えると、逆に引かれるということもあるだろう。だから、少しだけでいい。

　定着したインテリヤクザというイメージを変えるのは一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは難しいだろうが、怖そうだけど話してみたら普通の人くらいにならないだろうか。自分の目つきの悪さを自認している俺としては、まずは眼光を和らげなければならない。おっとりした杜山先生を見習えば、少しはましになったりしないだろうか。心こころ根ねがおっとりしていない上におっぱいばかり気にしている俺が杜山先生に倣ならおうとするなんて、おこがましいことだと重々分かっているので、俺にできる範囲でできることをやるしかない。




　状況を変えようと決意しても、簡単にチャンスがあるわけじゃない。そう思っていたのだが。

　翌日の朝、少し早めに教室にやってくると、三分の一くらいの生徒がすでに登校していた。人数が少ないほど怯えられやすいのだが、やはり愛あい嬌きようを振りまいたりすることもできず、自分の席に座る。

「ごめーん、一限の数学の課題ってやってある？」

「うそっ、やってないの？　うちの方が見せてもらおうと思ってたのに」

　隣の席の女子と友達の、切せつ羽ぱ詰つまったやりとりが聞こえてくる。この二人はいつも持ちつ持たれつという感じで課題を見せ合っているのだが、今日は連絡が上う手まくいってなかったようだ。昨夜メールをすれば事故は避けられただろう。

「じゃあ、他に誰か……あっ……」

「……や、やばいよ、うちらが邪魔なんかしたら、海原くん怒っちゃうし……」

　助けを求められて怒ったことなど一切ない──と、多少理り不ふ尽じんに感じたので、目に力が入ってしまう。

「「ひぃっ……！」」

　そこまでか、と思うほど引かれる──ここでいつもの俺なら、無理に怒ってなどいないと誤解を解こうとせず、無言で英単語帳でもめくっているところだ。その行動すらも不機嫌でやっていると思われるので、苛立ちを募らせるばかりだった。

　しかし今日は、少しだけ。

　俺がクラスで浮いていることへの引け目も、一方的に怖がられることへの不満も、何もかも一度忘れる。

「……なあ」

「は、はいっ……」

「な、なんでしょう……？」

「数学の課題なら……見せてもいいぞ。あとでちゃんと、自分でも解くならな」

　普通に話そうとするだけで、声に無駄な力が入って、二人を怯おびえさせてしまう。

　純とは普通に話せても、それはあいつの人ひと懐なつっこさが異常なだけで、それ以外のクラスメイトとはまともに話すことすら難しい。

　内心の動揺に反して、おそらく俺の顔は怖くなっていくばかりだ──このままでは遠慮されてそれで終わりになってしまう。

「……いや、やっぱり今のはなしだ。課題を見せるが、あとのことは自由にしてくれ。とりあえず一限目を乗り切れれば問題はないだろ」

　俺は先生でも何でもないので、頭の硬いことばかり言っていても仕方がない。

　それでも「他の子に見せてもらうから大丈夫」という話になるだろうと、半なかば諦めていた。一度で何かが変わるなんてありえない、継続は力なので、少しずつ──。

「あ、あの……見せてくれるんですか？　ノート……」

「うそっ、海原くんのノートが見れるの？　学年でも二位とか取ってる人の？」

「二位まで上がったのは一年の時に一度きりだから、今はそこまででもない」

「うちらより全然凄いよ、二人そろって安定の二百番台だもん」

「ちょっ……そ、そういうことを大きい声で言わないでよ、まだみんな来てないからいいけど……ご、ごめんね海原くん、私たちみたいのが迷惑かけて……」

「迷惑ってことはない。そこまで身構えなくていいんじゃないか」

「そうそう、海原って話してみるとそんなに怖くないからさ」

　そろそろ来てくれるかと思っていたが、まさに丁度いいタイミングだった。純が話に入ってくれたおかげで、場の空気が和らぐ。

「困ったことがあったら、焼きそばパン一個で何でも聞いてくれるし」

「俺はそんなに安くないぞ……で、純も課題をやってないのか。昨日帰って勉強してたんじゃなかったのか？」

「それが、親父が買ってきたゲームを妹と一緒にやる羽目になってさ。そんなわけで、俺もノートを見せてもらえると寿命が伸びるんだけど？」

「まあ、好きにしてくれ……あとで自分でも解いておけよ、試験範囲に入るぞ」

　三人がうわ、という顔をする──純も女子二人と大差ない成績なので、もうちょっと危機感を持つべきではないかと思いはする。

「……あ、あの、海原くん、ここの式は……」

「ノート見せてもらっても分からないって致命的すぎない？　我ながら駄目だわ、うちら……はぁ～、海原くんの頭脳が欲しい……」

「俺もそれは常日頃から考えてるんだけど、なかなかボディチェンジはできそうにないんだよな。俺が海原で海原が俺でみたいな」

「最悪だなそれは……ここの展開が跳んでて分からないのか。全部書いてると試験で間に合わなくなるから省略してるが、ここはこういうことだ」

「うわ、すご……何これ、魔法？　授業でこんなこと言ってた？」

「言ってたような言ってなかったような言ってたような……」

「海原、なんかテクニック使ってるだろ？　俺にも教えろよ、テクニシャン。それとも数学の魔術師って言った方がいいか？」

「そんなに余裕でいいのか？　もうすぐ先生が来る時間だぞ」

　最初は茶ちや化かすようなことばかり言っていた三人だが、そろそろ急ぐべきだと気づいたのか、俺の説明にちゃんと耳を傾かたむけてくれる。

「お、おい……インテリ……海原が、何かやってるぞ」

「何かやってるって、勉強教えてるだけだろ」

「……海原くん、いつもとちょっと違くない？　なんていうか、雰囲気が……」

「う、うん……なんか違うね。あんなに喋ってるところ、初めて見るよね……」

　何か話をされているようだが、すぐにイメージが改善するわけでもないから、千里の道も一歩からというところだろう。




　──海原くんがいつも一人で勉強しているなんて、勿もつ体たいないと思います。だって、こんなに教えるのが上手なんですから。




　石川先輩の言葉が思い出される。自分が教えるのが上手いかどうかは分からないが、純も、初めてまともに話す女子二人も礼を言ってくれた。

「あ、ありがとう、海原くん……教え方、めっちゃ分かりやすかった」

「ほんとにほんとに。いつも適当にごまかしてたところが、今日はしっくりきたっていうか、見事にハマっちゃったっていうか、海原くんの形にされちゃったっていうか」

「その言い方には問題があるが、分かったなら良かったな」

「「うん！」」

　何だこいつら、やたらと仲がいいな──と思いつつ、二人が席に戻っていくのを何とはなしに見ていると、純が肩に手を置いてきた。

「海原が朝からナンパに勤いそしむとはな……次からは俺にも声かけてくれよな！」

「勉強を見るのをナンパとは言わないんじゃないか？」

「何言ってんだよ……まず女子の勉強を見るっていうだけでコミュ力半端ないだろ。俺にどうやったか教えて欲しいのですが？」

「……毎日宿題をやっておけばいいんじゃないか？」

　純はそれはできないと言わんばかりの表情に変わり、すごすごと退散していった。

　やがて担任の先生が入ってきて、ホームルーム前の挨拶が始まる。

　そして着席したあと、俺はふと、さっき勉強を教えた二人の顔について、見覚えがあることに気がつく。

　あの二人、話したことはなかったが、気合いを入れて記憶のページをめくってみると、なんとか関連する情報を探し当てることができた。

　俺があの二人を見たことがあるのは、去年の文化祭まで遡さかのぼる。

　吹奏楽部の助っ人として、飛び入りで参加したときのこと。あの二人は、クラリネットとテナーサックスを担当していた。

　つまり彼女たちは、杜山先生率いる吹奏楽部の部員だった。
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「海うみ原はらくん、うちの部員の子たちを助けてくれてありがとう！」

　そうなるかもしれないと予感していた通りだった──吹すい奏そう楽がく部ぶの女子に勉強を教えた翌朝、俺は放課後に、杜もり山やま先生からメールで呼び出されて保健室にやってきていた。

「大したことをしたわけじゃないです、宿題を忘れて困ってるみたいだったので、先生を怒らせるよりはいいかと思って」

「また、そんな言い方して……海原くん、すごく丁てい寧ねいに教えてくれたって言ってたわよ。いつもちょっと怖いイメージだけど、話してみたら違ったって。海原くんの優しいところが分かってもらえたら、人気者になっちゃうわね」

「さすがに勉強を教えた相手を悪く言ったりはしないんじゃないですか。初めはかなり怖がられてましたし」

「怖いっていうより、海原くんにはオーラがあるから、オーラのない人はびくびくしちゃうのかもって言ってたわ。私は海原くんのことが怖いって思ったことはないけど」

　杜山先生はふわふわとした優しい雰囲気で、おっとりした口調だが、確かに俺を前にしても身構えたりということが全くない。

　岸川先生に会うまでは、全ての女性から敬遠され、恐れられるものだとばかり思っていた。杜山先生は、俺が周囲に対して張っていると思っていた壁を、全く気にせずに接してくれた二人目──いや、店長を入れると三人か。

「楽がつ器きの演奏でも風ふう格かくというか、自分の世界を持っているっていうのが強みになるのよね。ステージに出てきただけで空気を変える人っているでしょう」

「……俺もそういうタイプなので、部活に勧誘したいと。そういうことですか？」

「あぅん……いい流れだと思ったのに、手て強ごわいんだから。このっ、このっ、先生の気持ちを手のひらの上でころころするのはやめなさいっ」

　杜山先生が俺の胸をつついてくる──すごくくすぐったいというか、こんなスキンシップを他の男子にもしているのだろうか。

「あ、あの……杜山先生、そうやって他の人にも……」

「あっ、違うのよ、あんまり海原くんが意地悪だから、つんつんしたくなっただけ。私だってね、そんなふうに見えないかもしれないけど、肉食系……？　なんだから」

　先生は明らかに草食で、前世はおそらく乳牛──というと、胸が大きい人はみんな牛が前世になってしまう。

「海原くんはいい子だって分かってるから、先生も安心してつんつんできるの。他の子にしたら、先生何してるんですか、って怒られちゃうでしょ？」

「ま、まあ、俺も物申したくはあるスキンシップですが……」

　俺なら大丈夫と思われすぎてもいけない気がする。何しろ、俺の胸をつつくとき、先生の胸もぷるんぷるんと弾んでいるのだ。

「吹奏楽部は女の子ばかりだけど、海原くんならみんな入ってもいいって思ってくれてるし、もう一度一緒に演奏したいって言ってくれてるのよ。どう、気になってきた？　モテモテの海原くん」

「い、いや、モテてないですからね。モテるっていうのはそれこそ、断っても断っても下駄箱にラブレターが入っていたりとか……」

「ふふっ……今って、下げ駄た箱ばこに手紙を入れたりするのかしら？　私が高校生の時は、そんなこと……いえ、一度だけあったわね」

「先生にもそんな青春が……」

「学年が上がる時、クラスが別になっちゃった友達に手紙を送ったの。女の子って手紙が好きじゃない、スマートフォンが便利でもそれは変わらないっていうか」

　先生の高校生時代を想像する──今と変わらなかったのか、当時は今ほどの暴君ではなかったのか。気になりはするが、知る機会はそうそう来ないだろう。

「……私も高校の時、吹奏楽をやってたの。それで、先生になってからも顧こ問もんになれて、凄く嬉しかった」

「そうだったんですか。先生は、ここのＯＧなんでしたっけ」

「ううん、県内の別の女子校に通ってたの。でも、岸川先生は私の学校でも名前を聞くくらい有名だったのよ。一個上の、すごい競泳の選手が姉あねヶが崎さきにいるって言われてて」

「俺も、現役の時の岸川先生を見たかったですね。いや、水着姿を見たいとかじゃないんですが。本当ですよ」

「うふふ、いいのよ。海原くんってそういうことに全然関心がなさそうだから、逆にえっちなところを見せてくれた方が安心できるもの」

　エッチな話というほどエッチでもないが、そちらの方面の話についても許容してくれる──やっぱり先生は「女め神がみ先生」だ。

「あ……で、でもね、えっちな話ばかりはだめよ、先生もあまり良くわからないから、相談に乗れることって少ないかもしれないし……保健体育理論なら教えられるけど」

「だ、大丈夫です。保健の授業はもうないですし……」

「……本当？　じゃあ本当に身についてるか、先生がテストしてあげましょうか……なーんてね。はぁ～んっ、海原くんに教えられるような科目があったら、私ももうちょっと先生の威い厳げんを出せるのに。ちっちゃいって損よね」

　小さいというのは、先生の身長のことだ──気にしていたとは気づかなかったが、確かに岸川先生と比べると小柄で、雰囲気もあどけなさがある。

「杜山先生は、岸川先生に憧あこがれてるんでしたね」

「そう、だから岸川先生が顧問をしてる部活を、吹奏楽部で応援したいって思ったのよ」

　何とはなしに振った話題に、杜山先生が全力で乗っかってくる。迂う闊かつだったかと少し思うが、先生の言ってること自体は、とても良いことだと思う。

「海原くんも岸川先生と仲良くしてるから、応援演奏に参加してくれたら……っていうのは、やっぱりずるいわね」

「いえ……俺が吹奏楽部に入れないのは、個人的な理由ですから。水泳部を応援したい気持ちはあっても、それをしないのなら、俺は薄はく情じようだと言われても仕方ないと思います」

「……押し付けみたいにしてごめんね。海原くんのことを見るたびに、勧誘ばかりして……海原くんは勉強だけじゃなくて、アルバイトでも頑張ってるって、自分の目で見て分かってるのにね」

　杜山先生は微笑んで言う。

　がっかりしているのを押し隠しているような。空元気を振り絞ったような声だった。

「うちの部の子たちに良くしてくれてありがとう。試験期間、勉強頑張ってね」

「……はい。先生、失礼します」

　俺は挨拶をして、保健室を出る。

　まだ日が高く、明るい廊ろう下かを歩きながら、俺は杜山先生のことを思い返していた。

　勧誘を断ったとき、先生が寂さびしそうだったから。ずっと熱心に誘ってくれているからというだけじゃない。

　中学までで、十分部活には打ち込んだと思っていた。

　誰だって、そんな理屈だけで動いてはいないと分かっている。

　俺が今、吹奏楽についてどう思っているか。

　嫌になって辞めたなんてことはない、『何となく離れた』というだけで終わらせようとしていた。

　去年の文化祭で、俺は杜山先生に声をかけられた。中学のソロコンで賞を取った俺の演奏を見ていて、ずっと気になっていたと、最初は先生はとても慌あわてていて、言っていることが上手く伝わらなかった。




　──急なお願いで本当に申し訳ないんだけど、海原くんの力が必要なの。

　──うちの金管、ユーフォの子が一人風か邪ぜを引いちゃって、頑張ったけどやっぱり熱が出ちゃって……。

　──海原くんならできると思うの。だから、学校中を捜してたのっ……！




　保健室に、物凄く美人の先生がいる──そう純から聞いてはいたが、俺は杜山先生を近くで見たのはそれが初めてだった。

　学校内を走り回って俺を捜していた彼女は、息を切らせているうちに目め眩まいを起こし、俺の方に倒れかかってきた。その時何が起こったかというと、普通なら決して触れることのない部分が触れてしまった。




　──あっ……ご、ごめんなさい。お昼ごはん食べてないから、くらくらしちゃって。




　昼食を食べないで、文化祭での演奏を成功させるために、先生は走り回っていた。

　ユーフォニアムがなくても一つのパートが抜けるだけで、ソロパートのあるような曲でなければ問題なく演奏できるのに。

　いてもいなくても同じの目立たない楽器。俺の親もどんな楽器なのか全くピンと来なかったようで、演奏会に来た時は、『トランペットかもっと大きい楽器にすれば、どこを吹いてるか分かりやすいのに』と言われた。

　親が言う通り、主旋律を吹く楽器は目立つ。ユーフォはブラスバンドの音ね色いろを構成する、金管の中音域を出すための部隊で、役割の近いホルンよりも数は少ない。男だからと大きめの金管をやることになったが、一番大きなチューバは同学年に上手い女の子がいたため、俺は半なかば消去法でユーフォニアムになった。

　俺にとっては、それくらいのものだ。それくらいだと思おうとした。

　けれど杜山先生はずっとぶれないまま、俺が必要だと言ってくれている。俺が高校で吹奏楽に入らないのは勿もつ体たいないと、本気で思ってくれている。

　認めなくてはならないだろう、先生の熱意に根負けしかけていることを。

　三さん顧この礼れいという故こ事じがある。それが事実として起きたことかどうかは分からないが、才能を眠らせていた孔こう明めいが、劉りゆう備びの仁じん徳とくによって配下に加わるというエピソードだ。

　凡ぼん人じんの俺でも、そこまで熱意を込めて頼まれたら心は動く。

　自分が入ったら吹奏楽部の演奏が良くなるとか、そこまで傲ごう慢まんでもない。入ったら入ったで、自分のパートを精一杯にやるだけだ。

　入ったら──そう、考えるようになってしまっている。

　岸きし川かわ先生と空そら野の先輩がいる水泳部を応援したい。その一度のために演奏するだけでも、吹奏楽部の皆と一緒にやることができたらと思い始めている。

　今のうちに自立を考えて動くことも、確かに今しかできないことだ。

　しかし水泳部の試合も、吹奏楽部の活動も、今しかできないことに変わりない。




　翌日は午後から久しぶりに雨が降って、春にしては肌寒い日だった。

　一日の授業が終わったあと、俺は岸川先生にチャットを送って、職員室から出てきてもらった。

　廊下は冷えるからと、岸川先生は俺をコピー室に連れていってくれる。まだ二年目の岸川先生は、他の先生にコピーをお願いされることがあり、よくここに来るそうだった。

「海原、どうした？　自分から来てくれるのは珍しいな」

「先生、水泳部の試合のことなんですが、いつごろあるんでしょうか」

「ん？　ああ……そうか、杜山先生が応援したいと言ってくれているからな、海原も気にしてくれているのか」

　岸川先生は微笑ほほえむと、俺の頭に手を伸ばそうとする──しかし身長があまり変わらないうえに、簡単に褒ほめすぎだからということか、顔を赤らめて手を引いた。

「こういうときは少し身を屈かがめてもらうと、やりやすいのだが」

「い、いえいえ。そんな、褒めてもらうようなことでもなくてですね……」

「吹奏楽部に協力するかどうか、まだ決めていないからということか。それでも、考えてくれているだけでも嬉しい。私も君が演奏しているところを見たいからな」

「そんなに格好いいものでもないですよ。それに、急に俺がやりたいと言っても、他の部員の気持ちもありますし」

　言っている途中で、岸川先生はくすくすと笑う──その笑う姿さえ絵になるので、笑われても怒る気などは全く起こらないのが困ったものだ。

「ふふ……すまない、君はやはり優しいな。そんなに優しいのに『インテリヤクザ』と呼ばれているのは、理り不ふ尽じんに感じる」

　それは俺が年上に弱く、目つきが悪くても、岸川先生も杜山先生も全く気にしないから──というのが分かってきてはいる。同年代だと普通にしていても威圧感を与えてしまうというのは、何とも因果なものだ。

「水泳大会は、試験が終わった一週間後に行われる。うちの部としては不利にはなるが、一週間あれば試合に向けて状態を仕上げることはできるだろう」

「運動部は大変ですね……俺が言うのもなんですが」

「どこの学校でも、条件は似たようなものだ。試験期間でもあまり考慮せずに部活をしているところもあるがな。うちは進学校だから、原則練習をすることはできない。それでも筋力を落とさないように身体を動かしてもらうことはできる」

　岸川先生はダンベルを持ち上げるような動きをしてみせる──ゆっくりした手振りではあったが、それくらいの動きでも胸が大きく揺れて、視線を思わず上下させてしまう。

「海原も腕の力が強そうだが、それは楽器をやっていたからか」

「男手が少なかったので、重い楽器はなるべく俺が運ぶようにしていたんです。それで多少は鍛えられたかもしれないですね」

「……君は本当に……いや、何でもない。あまりにいい子すぎるので抱きしめてあげたいのだが、インクの匂いがする部屋でそんなことをするのも無ぶ粋すいだな」

「イ、インクは関係なく、俺をあまり甘やかさないでください。ただでさえ……」

「……ただでさえ？」

　二人きりでいると意識すると、先生と生徒という自分で設定した壁が、頼りない強度に思えてくる。これで抱きしめられたりしたらどうなってしまうのか──。

「ん……コピーした原稿がまだ残っているな。誰かコピーの途中で……」

「っ……せ、先生っ！」

　岸川先生が足元の配線につまずき、開いているコピー機の上面に倒れこんでしまう。そして先生はスイッチを押してしまう──すると。

　機械が動いている。無機質なまでに決められたルーチンをやり通すコピー機。こういう機械のスキャナーって、原稿のカバーを閉じないと動かないんじゃないのか。

　岸川先生の胸が大きすぎたがゆえに、コピー機のセンサーを誤作動させてしまった。そんな奇跡を俺は目の当たりにしていた。

「っ……せ、先生、大丈夫ですか!?」

「だ、大丈夫だ……何か眩まぶしかったが、ボタンを押してしまっただろうか……ん？」

　ガーッ、とコピーされた紙が数枚排出される。それを何とはなしに手に取った先生は、最初は何か分からないようだったが──。

「こ、ここっ……これは……っ」

「む、胸がコピーされたみたいですね……」

「っ……ふ、普通はこんなふうにコピーはできないはずだっ、だからこれは……これは私のおっぱいではない！」

　岸川先生がコピー用紙を見せてくれる。そこに写し出されているのは、思った以上に高精細にスキャンされてプリントされた、二つの立体的なバストの膨ふくらみだった。

　文明の利器は、女性の美をそのまま再現するに至った。コピー機を開発した人も、こんなことに使われて称しよう賛さんを受けるとは思っていまい。

「……あっ……」
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「さ、最近のコピー機は凄いですね……ここまでくっきりプリントできるなんて」

「っ……わ、忘れろっ、今の画像を記憶から消去しろ！　しないとどうなるかっ……ほ、本気で抱きしめてやる！」

「ま、待ってください先生、まずコピー機のスキャンデータを消しましょう！　これが残っているとまずいことになります！」

「む、むむ……っ」

　岸川先生が涙目になっているが、まずコピー機を操作してデータを消す。コンビニでバイトしている時もたまにあるのだが、スキャンデータが消されずに残っていたら、次の人が同じものをプリントできてしまうのだ。時間制限があるので、そこまで問題になることはないのだが。

「……これで大丈夫そうですね。あとはプリントした紙ですが……」

「……これをシュレッダーに自分でかけるのは、少し……ど、どうしたらいいと思う？」

「そう言われてもですね……わ、分かりました。俺が責任を持って保管するというのはどうでしょう」

「う、うん……い、いや、捨ててもらってかまわないのだが。できれば私の見ていないところで破って捨ててほしい。君のことを信頼しているぞ」

　俺はコピー用紙を回収し、クリアファイルに収めて鞄かばんに入れた。果たして捨てられるのだろうか──と、そろそろ脱線のしすぎだ。

「岸川先生、試合の予定を教えてくれてありがとうございました」

「あ、ああ……大事な話をしていたのに、腰を折ってすまなかった。話したいことというのは、それだけでいいのか？」

「は、はい。すみません、チャットで聞いても良かったんですが、それはちょっと違うと思ったので……」

「……海原、応援に来てくれるのか？」

　試合の日程を聞いておいて、ただ聞いただけというのは通らない。

「まだ、バイトのシフトがどうなるか分からないので、行けるかどうかは分からないんですが」

「来られるかもしれないと、そういうことか……しかし、私や空野に対して義務を感じる必要はない。バイトが大変だったら無理はしなくていいし、空野もそれは同じ気持ちだろう。杜山先生も吹奏楽部一同で応援に来てくれると言っていたが、休日に試合が行われるので、有志での参加になるそうだ」

「参加できる人数で、曲目も変わりそうですね……」

「私は良く知らないが、譜ふ面めんを見ればすぐに吹けるものなのか？」

「コンクールに出るときは、同じ譜面を全体で何度も練習して、やれるところまで良くしていきます。演奏するだけなら、譜面があればできますよ。難度の高い曲はじっくり練習したいですが」

「……海原は、気づいているか？」

「……え？」

　ふと、岸川先生の目が優しくなる。俺は目をそらすことができなくなり、先生の言葉を待つしかなくなる。

「吹奏楽の話をするとき、海原の目は輝いている。君はきっと、中学の頃はまだ、そんなに怖がられていなかったのではないか？」

「い、いや……残念ながら。中学のころも、目つきの悪さは変わらないですよ」

「ふむ……そうか。しかし考えてみれば、吹奏楽は女の園そのだな……海原は、その……こ、交際をしている相手はいたのか？」

「い、いないですよ。部内でそんなことを考えようものなら、女子部員に敬遠されて部活どころじゃなくなりますし」

「……そ、そうか。うん、それは何というか……君らしいな」

「杜山先生も言ってましたが、俺は女子に好かれるってことは全くないですよ」

「……そうなのか？　そ、その……空野以外に、話せる先輩がいるのではないか……？」

　可能性としてはあると思ったが、岸川先生のことをあまりにも侮っているように思えたので、あえて考えようとしなかった。彼女が石川先輩を演じたことを、俺に見抜かれていないと思っているのではないかということを。

　岸川先生は、自分の変装が完璧だったと思っているのだ。もし先生みたいな三年生がいたら、評判にならないなんてありえない話なのだが、それも自覚がない。それだけいっぱいいっぱいで高校時代の制服に袖を通してくれたのなら、俺は彼女を恥ずかしがらせるとしても、ただ感謝する以外にないのだが。決して制服フェチではありませんが、先生の制服にはギャップを感じましたし、素晴らしかったと太たい鼓こ判ばんを押します。太鼓判ってどういうものだろう。

「海原はもっと自信を持っていいと思う。勉強の教え方も上手で……いや、上手そうだと思う。先生の勘というか、海原を見ていての予想だ」

　無条件に肯定されることは、甘やかされていることと同じだ。

　先生は、生徒を甘やかすものじゃないし、先生に甘えてもいけない。

　それは普通のことで、守るべきルールのはずで。

　なのに、心が解けていく。どれだけ壁を意識しても、いつの間にかなくなっている。岸川先生の根気の前では、ルールに縛られている俺がちっぽけに思えてくる。

「そろそろ私は職員室に戻らなければ。海原、応援のことは杜山先生とも話して決めるといい。私たちは期待はするが、押し付けはしない」

「ありがとうございます、先生」

　岸川先生は俺の肩を叩き、コピー室から出ていく。一緒に出てきたら何か言われるかもしれないので、俺は少し時間をずらして出ることにした。




　帰り際、昇降口で俺は自分の傘を捜す。すると、同じクラスの女子がスマホで電話をしていた。

　あれは、吹奏楽部の部員だ。確かミキと呼ばれていた気がする。

「お母さん、ごめん、傘かさとられちゃって……あ、無理なんだ。うん、分かった」

「大丈夫か？」

「えっ……あっ、う、海原くん。今帰り？」

　そこまで驚かなくてもと思うが、肝かん心じんな時に声が低くなってしまう。

　やはり声をかけない方が正解だったか──二人ならいいが、一人だとかなりビクビクされているのが分かる。

　しかしここで何でもないと言っていては、今までと何も変わらない。

「傘、持っていかれたんだって？」

「ねー、困っちゃうよね。似てる傘だから持ってかれたのかもしれないけどさー」

「じゃあ、これを使ってくれ」

「え……い、いいよそんな。海原くんに悪いよ」

「俺は折おり畳たたみ傘がさを持ってるから大丈夫だ。気にせず使ってくれ」

「ほんとに？　じゃ、じゃあ……明日絶対返すから、借りていい？」

「ああ、いいよ。別にいつ返してもらってもいいからな」

「ありがとー！　……あ、そういえばなんだけど、ちせちゃんから聞いた？」

「ちせちゃん……ああ、杜山先生か」

「そうそう、知ち聖せいちゃんって言うとちょっとお堅い感じだから、うちらはちせちゃんって呼んでるの」

「そうなのか。それで、聞いたって何のことだ？」

「海原くん、去年の文化祭でうちらの部を手伝ってくれたよね。そのときから、ユーフォに海原くんが入ってくれたらって話になっててさー」

　杜山先生が、一人で突っ走ってしまっているわけではなかった。思っていた通り、先生はそういう筋をしっかり通す人だ。

「ごめんね、吹すい部ぶのこと手伝ってくれたのに、同じクラスになっても声もかけないで」

「ああ、気にしないでくれ。気をつけてな」

「あっ、う、うん、ありがと……また勉強教えてね、ってそれは駄目か」

　まずは自分でやる努力をしてからだ、と言う前に、彼女は俺の傘を差して雨あま空ぞらの下に出ていった。

「……海原」

「うわっ……そ、空野先輩……」

　今まで全く気配を感じさせなかった空野先輩が、すっと出てくる。

「えーと……先輩が見ていたのなら自分から言うけど、傘を盗とられて困ってるみたいだったから、貸しただけだよ」

「自分の傘を貸してあげたの？　……海原は？」

「折り畳み傘があるから大丈夫だ」

「……私も傘がなくなってたから、職員室で借りてきた。置き傘、もう残ってないって」

「空野先輩も盗まれたのか……よっぽど雨の予報を見てなかったやつが多いんだな」

「……海原、本当に……」

「大丈夫、人に傘を貸しておいて自分は持ってないとか、間抜けにも程があるだろ」

　空野先輩は俺をじっと見ている。職員室から借りてきたものらしい青い傘は、結構大きいサイズのようだ。これならあまり濡れずに済むだろう。

「……絶対、大丈夫？　傘、本当に持ってる？」

「持ってるよ。そう聞かれると出しづらくなるから、先に行っててくれ」

「……分かった。今日のバイト、遅れないようにね」

　試験期間中、まるまるバイトを休んでしまうわけにはいかないので、いつもより減ってはいるがバイトのシフトには入っている。

　バイトの日だから、店まで一緒に行こうとか、誘ってくれるつもりだったのだろうかと我ながら甘い推論が浮かぶ。だが残念ながらありえそうにない話だ、空野先輩が俺と一緒に帰ることなんて、今まで一度もなかったわけで。

　怪我をしている時は声をかけてくれたが、普段は通学途中で姿を見ても話したりはしない。今日も昇降口で俺を見たから声をかけただけで、それだけだ。




　──絶対、大丈夫？　傘、本当に持ってる？




　そう聞いてくれた空野先輩は、本当は気づいているのかもしれないと思った。しかし俺も、別に意味のない噓をついたとは思っていない。

　傘を忘れて、濡れて帰るくらいはたまにあることだ。別に今日が初めてじゃない。

　一度家に戻ってからバイト先に行けばいいだけの話だ。俺は下げ駄た箱ばこから靴を取り出し、駐輪場の近くに出られる出口に向かった。




　バイトに入って一時間ほど過ぎてから、微妙にふらつきを感じ始めた。

　空野先輩に知られないように残りの時間を乗り切ること自体は、難しくはなかった。レジ打ちや棚の整理をやっていると気が紛れるし、雨の日はお客さんがそれほど多くない。こまめに床をモップで拭ふくなどの業務は増えるが。

　上がりの時間が来て、俺は空野先輩が更こう衣い室しつから出てきたあと、挨あい拶さつを交わした。

「……海原、お先に」

「お疲れ様です、先輩」

「…………」

　何か言おうとしているように見えたが、何も言わず、先輩は帰っていく。

　俺はといえば、頭がぼーっとしてきているのを自覚している──顔に出たりしていないだろうかと思うが、とにかく、一緒に入っている先輩に迷惑はかけなかったと思う。

　帰ったら勉強をしないといけない。頭がグルグルと湯だっているようだが、こんなのは気の持ちようだ。だが風邪を引きかけているとしたら、予防のために、風邪薬でも買って帰るか。家に置いてあるやつがあったか、あくまで予防だから絶対薬を飲む必要があるわけじゃないが、ああ、頭がクラクラする。

　俺もバイト先を出て、自分の家に帰る。どうやって自転車を漕こいだかは、あまり記憶に残っていない。

　さらに言うなら、家に入ったところで、全身にびっしょりと汗をかいていると自覚するが、俺は玄げん関かんの明かりもつけられないままでその場に倒れ込んだ。

「まずったか……」

　連日深夜まで勉強していたが、まだ全く問題ないと思っていた。雨に打たれたからというのが原因と思いたくないが、認めざるを得ない──。

　スマホに着信があって、ポケットの中で震えている。辛うじて取り出すと、そこには岸川先生の名前が表示されていた。




　次に気がついたとき、俺は自室のベッドに寝かされていた。

「ん……」

　額ひたいに濡れたタオルが置かれている。それを外して起き上がると、制服ではなく、寝ね間ま着きに着替えさせられていた。

「岸川先生、風邪のときは卵の入ったおかゆがいいんです。とろとろに柔らかくして消化をよくしたら、あとはアサツキをぱらぱらっとして、彩いろどりもきれいに……」

「いえ、こういったときはおじやが一番です。柔らかくなるまで煮た根菜を入れることで、足りない栄養を補おぎなわなくては……」

　部屋の外から声が聞こえてくる。

　杜山先生と、岸川先生。なぜ俺の家にいるんだろう。鍵が開いていたのだろうか。そもそも鍵を閉めた記憶がない。

　二人が何かを話しながら部屋に入ってくる。そして俺が起きていることに気づくと、揃って今にも泣き出しそうなくらいの顔をする。まずい、こちらも泣きそうだ。

「海原……っ、良かった、目が覚めたんだな」

「一時はどうなることかと……お医者さんに診てもらうことも考えたんだけど、きっと風邪を引いちゃったんだと思って、お薬を飲ませて休んでもらったの」

　二人は俺の机に持ってきてくれた盆を置いて、こちらにやってきた──家から来てくれたのか、二人とも学校にいるときとは服装が違う。

「すみません、俺、家に帰ってきたところからよく覚えてなくて……」

「まったく……心配したぞ。電話をしても全く出ないから、これは何かあったのではないかと思ったのだが……」

「それで岸川先生が、私に相談してくれたの。海原くんは一人暮らしだから、何かあったら大変だって……そしたら、玄関で海原くんが倒れてるんだもの。二人してびっくりしちゃって、とりあえずお着替えをさせて、そのあとも色々してたんだけど……」

「っ……杜山先生、その、色々というのは、内緒にしておこうとお話を……」

「あっ……ご、ごめんなさい。海原くんの身体を拭いたりしただけで、本当にそれだけなのよ。やらしい……いえ、やましいことは何もしてないわ」

「そ、その言い間違いはちょっと……」

　杜山先生が真っ赤になり、連鎖して岸川先生も赤面する。こんな顔をした二人と自分の部屋で一緒にいるというのが、照れるというか無む性しように落ち着かない。

「え、ええと……岸川先生は、どうして俺に電話を……？」

「実は、空野から連絡があってな。海原と一緒にバイトをしていたが、疲れていたようなので声をかけてあげてほしいと言われて電話をした。空野も、海原のことを気にかけていたようだな」

　やはり空野先輩には気づかれていた──隠せていると思っていた自分が、今さらながら恥ずかしくなってくる。

「す、すみません、本当に。二人とも忙しいのに、こんなに迷惑かけて……」

「迷惑なんて、私たちは思っていない。ただ……これでは君を放っておけない。ときには遠慮せず、人を頼ってみてはどうだ？」

「部活のこととか、色々お願いばかりしちゃってごめんね。私、海原くんが目覚めない間に、ずっと考えてたの。海原くんに吹奏楽をやってほしいって言うことで、あなたに負担をかけてたんじゃないかって……」

「それは……全然、負担とかには感じてません。杜山先生は、何も悪くないですから」

　上手い言い方が見つからないが、負担に思うとか、そういうことは絶対にない。

　俺なんかをそこまで必要としてくれることを有り難いと思うし、同時に申し訳ないとも思う。俺は、今さら先生の勧誘にイエスと言うことができないから。

「俺は、中途半端で……自分で自分のこともしっかりできないで、早く自立して一人で生活できるようにしたいとか、漠ばく然ぜんと考えているだけで。やっていることはただ勉強してバイトをしてるだけで、人間として成長できてないんです」

　言ってしまってから気がつく──こんなのは、決して先生に聞かせるべきではない、ただの泣き言だと。

「……君が完璧すぎたら、きっと私たちはこうしてここに来ることもできていない」

「そ、そう……岸川先生の言う通りよ。海原くん、大人をもっと頼っていいのよ。私たちは先生で、海原くんより長く生きてるんだから」

「い、いや……風邪を引いても、先生が看病をしに来てくれるなんてことは、普通の先生と生徒じゃないですよ」

　ついに、言ってしまった。先生たちと俺の距離感は、普通じゃない。

　そう言ってしまったら、これまで通りではいられなくなる。俺が岸川先生との間に設もうけたルールは、守られていないことになるから。

　これで先生たちも、今までのように俺に甘くしてはくれなくなる。それが当然で、自然なことだ。俺たちは、先生と生徒なのだから。

　しかし岸川先生も杜山先生も、不思議そうな顔で俺を見ている。そんな目で二人してずっと見られていると、落ち着かなくなってくる──そして。

「……なぜ、これくらいのことが普通じゃないと思う？」

「生徒のことが心配で家に来るのは、普通のことでしょう？」

　先生たち二人には、俺の言わんとすることが伝わっていなかった──いや、二人は本気でそう思っている。

　俺に普通じゃないと言われても、それを真っ向から否定してくれている。

「お、俺以外が倒れたときも、先生たちはそうするんですか？　しないでしょう？」

「水泳部の部員が休んだら、見舞いに行くことはあるかもしれない。しかし、親おや御ごさんも見ていてくれるからそこまで心配はないだろう」

「じゃあ、俺が家族と暮らしてたら来ないと……」

「その時はその時で、ご両親に連絡してお見舞いに来るかもしれないわね。ううん、絶対来ると思う」

「な、なんで……」

「だって……海原くんのことが、大切なんだもの」

「うん、海原は大切な教え子だ。生徒全員に同じように接するべきなのかもしれないが、一人ひとり個性があって、海原は海原だ。それでいいのではないか？」

　俺は俺──他の生徒とは、違う。

　それを特別扱いと言うんじゃないかと言ったら、俺が我がままを言っているみたいだ。

　何を言っても、先生たちは俺を包み込んでしまう。その包容力を前にして、俺はもう、強がりを言うことはできなくなっていた──それでも。

「……杜山先生と俺は会ったばかりなので、『大切』っていうのは早くないですか」

「はぅんっ……岸川先生と一緒なら、言ってもいいかなと思ったのに。岸川先生、海原くんが意地悪を言います、指導してください！　やさしく！」

「そ、そうか……私の方が付き合いが長いというのは、ちゃんと思ってくれているのか。杜山先生も、去年からちゃんと海原を餌えづけしておくべきでしたね」

「え、餌づけ……岸川先生が海原くんにそんなこと……」

「ま、まあ……最近は、岸川先生のお弁当を食べさせてもらってないので、このままフェードアウトかもしれないなとは思っていたんですが」

「なっ……何を言うっ、私は海原がテスト前で大変だと思って、連絡を取ることを控えていたんだぞ！　私が何のために、あの格好で図書室に……っ」

「図書室……？　海原くん、岸川先生と図書室で何かしてたの？」

「っ……ち、違……」

　岸川先生はつい勢いで言ってしまったようだが、つくづく思う。この人は、噓がつけるような人じゃないんだと。

「俺には心当たりはないですね。美人の先輩と一緒に勉強はしましたが」

「そうなの？　私も図書室に行けば海原くんと……ううん、先生が一緒に勉強なんてしてたら目立っちゃうわね」

「………び、美人の……そう、言ったのか……？」

　岸川先生は顔を真っ赤にして、何か言いたそうに口をぱくぱくとしているが、ほとんど声になっていない。

「それで、その美人の先輩って、どういう子なの？」

「っ……も、杜山先生、生徒のプライベートに立ち入ってはいけません」

「あっ……海原くん、もしかして彼女さんができたとか……ううん、そんなことないわよね。海原くん、目がきらきらしてるもの。こういう子は、女の子と遊ぶことを覚えちゃった悪い子じゃないと先生思います」

「目で分かるものなんですか……俺、目つきは相当悪いですけど」

「ちょっと鋭い目をしてるだけよ。それは、睨にらまれちゃったら先生もドキッとするかもしれないけど、普段はそんなこと全然ないもの」

「私もそう思う。さて、海原……そろそろ食べやすい温度になったと思うから、私が作ってきたおじやを食べるといい」

　岸川先生がおじやの乗ったトレイをこちらに持ってくる。そして、蓋ふたを開けてくれる──すると、ふわっと優しいダシの香りが広がる。

　先生が作ってくれたのは、細切りにした根菜などの具が入った、彩り豊かなおじやだった。夕食を食べていなかった俺は、それを見ただけで腹が鳴る──その音が先生たちに聞こえてしまい、二人とも笑う。

「お腹が空いているかと思って作ったが、二つ作ってきて良かったかもしれないな。好きなだけ食べたら、残りは私たちが食べよう。冷蔵庫に入れておいてもいいが、やはり作りたてが一番なのでな」

「もちろん全部食べてもいいのよ、全部海原くんのために作ったんだから。あっ、岸川先生のおじやだけでお腹いっぱいにしちゃだめよ、私の分も食べて？」

「は、はい……まず、岸川先生のおじやから……」

　レンゲなんて、普段は自分から使おうとしない食器だ──岸川先生が見つけてくれたらしい。米はあるが食材は冷蔵庫にはなかったはずだから、先生たちが用意してくれたのだろう。

　感謝しながら食べなくては、とレンゲを手に取ろうとすると、岸川先生にひょいっと取り上げられてしまった。

「そんな顔をするな、意地悪をしているわけではない。はい、あーん……」

　岸川先生がおじやをレンゲですくい、こぼれないように片方の手で受けながら、俺の口元に差し出してくれる。

「せ、先生、それは……」

「……どうした？　そうか、まだ少し熱いか。ふーふー……これでどうだ？」

　フーフーと冷ますときの響きが、耳をくすぐる。あまりにもエッチすぎる。

　杜山先生まで緊張して見守っている。恥ずかしいのか両手で顔を覆っているが、ばっちり指の隙間から目が見えていて、視界を遮さえぎっていない。

　俺の方がずっと恥ずかしい。そう思いつつ、俺は観念して口を開ける。岸川先生が食べやすいように、レンゲを傾けてくれた。

「……熱くはないか？」

「んっ……は、はい、丁ちよう度どいいです。凄く美味い……」

　こうなるかもしれないとは分かってはいたが、ひとりでに涙が出てきた。俺の弱点であるところの家庭を感じる料理を口にすると、勝手にそうなってしまうのだ。

「いいんだぞ、お姉ちゃんの前で泣くのは恥ずかしいことではないのだから」

「お姉さんもそう思うわ。海原くん、私のおかゆも食べてね……はい、ふーふー」

　杜山先生もおかゆを持ってきてくれる。そして岸川先生と交代で、おかゆを冷ましてから差し出してくる。とろとろとした卵と一緒に粥かゆを口に入れると、昆こん布ぶだしが程よく利いていて、ほぐした梅の風味が泣かせる味を出している。文字通り、食べながら泣いているのだが。

「ああ……美味い。すみません二人とも、俺は一体何を強がっていたんでしょう」

「岸川先生、海原くんがこうなるって分かっていて、ご飯を作っていたんですか？」

「さあ……それはどうでしょうか。海原、ほら、涙を拭いて。風邪が良くなるまで、お姉ちゃんたちが存分に甘やかしてあげるからな……ふーふー」

「底のほうからすくうと、まだ熱いみたいね……ふーふー。海原くん、あーん……」

　代わる代わる食べさせられて、身体の中から温まっていく──この分なら、身体が良くなるどころか、風邪を引く前よりも元気になってしまいそうだった。




　食事を終えたあと、先生たちが身体を拭ふいてくれると言ったが、それは丁てい重ちように辞退した。体力が回復してきているのに、そこまでお世話をさせるのは申し訳ない。

　しかし俺が風ふ呂ろから上がってきたあと、当然とでもいうかのように、岸川先生と杜山先生も順番で風呂に入った。

　自動で湯が張れるとはいえ、風呂の準備をしてくれたのは先生たちだったので、文句は言えない。流されていると言われたら否定できないのだが。

「じゃあ、電気を消すわね。海原くん、おやすみなさい」

「せ、先生。本当に泊まるんですか……？」

「明日学校に行けるかどうかを確かめなくてはいけないのでな。杜山先生に車で送ってもらうにしても、三人の方が説明もしやすいだろう」

　口を挟むことはしないが、二大女神と車で通学とか、見られたらまた半端じゃなく噂が立ちそうだ。しかし俺と先生たちが世間に発表できない関係にあるとか思われさえしなければ、学校の上層部がけしからんと目くじらを立てる事態にはならないだろう。いざとなれば素直に俺が風邪を引き、二人の救助を受けたと説明するだけだ。事実なので何も問題はない。

　杜山先生が明かりを常じよう夜や灯とうに切り替える。先生たちには俺の母親が使っている部屋で寝てもらうことにしたが、大丈夫だろうか。少し前にちょっとした用事があって部屋の掃除をしたので、寝るだけなら大丈夫だとは思うが。

　眠くなる風邪薬を飲んだわけじゃないのに、泥のように眠くなってくる。

　先生たちが同じ屋根の下にいる。そう思うだけで、俺は安心してしまっている。

　だからといって、一人暮らしが急に寂さびしくなるということもないだろう。

　そのうち考えごともできないほどの眠気に襲われて、目を開けることができなくなる。

　今日はやっぱり冷える。まだ、布団ふとんをしまうには早かったか。

　明日に備えて、今は眠る。少しくらい寒くても、寝られないほどではない。




　寝ね相ぞうは良くも悪くもない方だと思う。ベッドから落ちることなどないし、だいたい朝起きるとベッドの真ん中にいるはずなのだが。

　寝入ったときよりも、何か温かいような気がする。とても心地よい。石せつ鹼けんの匂いがして、背中と身体の前面が温かい。

　このまま、この心地よさに身を任せてもう一度寝るか。

　それとも、一度目を開けてみるか。あまり深く考えず、目を開ける。

　だが、それがいけなかった。

「……すー……」

　思わず叫びそうになる。目を開けたところに、安らかに寝息を立てている岸川先生の顔があったからだ。

　一度目を開けると、もう閉じられない。俺は瞬まばたきもできずに、少し顔を動かせば触れてしまいそうな位置にある、岸川先生の唇に意識を奪われる。

　夢を見ているようで、岸川先生は何か言おうとしている。このままではまずいと分かっているのに、心臓の鼓こ動どうが早まりすぎて全く動けない。

「……お姉ちゃんと寝れば……温かいからな……」

　二度目は、心の中でも叫んだりはしなかった。岸川先生は俺を抱きまくらにでもするかのように、腕を伸ばして寄り添ってくる。初めから泊まりを考えて持ってきていたパジャマを着ている先生は、胸元が少しルーズになっていて、中が見えてしまっている。

　視線の方向を変えたら、胸の膨らみの先まで見えてしまうかもしれない。俺は羊の数を数えながら視線を上に持っていき、本能への抵抗を試みる。

「……んん……」

　そして前に意識を持っていかれていた俺は、背中側も温かいということを失念していた──後ろから伸びてきた腕が、今度は俺の胸板に回され、同時に背中に柔らかいものが押しつけられる。

「……きしかわせんせいだけずるいですよ……私だって……むにゃ……」

　後ろにいるのは見るまでもなく、杜山先生──親が買ってくれたベッドがセミダブルだったことに対して、こんな形で良かったと思う日が来るとは思わなかった。

　いや、全く良くない。違う部屋で寝ていたはずなのに、いつの間にかこんな状況に置かれているのは、俺が夜よ這ばいを受けたという事実を示し唆さしている。夜這いというか、心配で添い寝をしてくれているだけなのは分かるのだが、そういうのを寝ているうちにやられるのはドキドキするし、俺の意志を尊重していただきたいし、無防備な寝姿を見せてくれてありがとうございますと言いたくなる。なんだ、俺は感謝しているのか。

「……すー……すー……」

「……んっ……んん……」

　耳に響く杜山先生の吐と息いき──そして目の前の岸川先生の、無防備な唇と胸元。

　悪魔の誘惑に魂を売りそうになる。少しくらい見ても、あまつさえ触ったりしても、先生たちが自分からベッドに入って来たのなら文句は言えない。

　しかしその考えをかき消すように、冷たい目で俺を見ている空野先輩の姿が脳裏に浮かぶ。




　──海原は、おっぱいなの？




　胸をガードしながら言う空野先輩の姿。俺をおっぱいに魂を売ったかとでも思っているかのようなあの視線が、まざまざと思い出される。

　岸川先生のおっぱいは、彼女が息をするだけでその弾力を主張し、杜山先生が回してきた手は、微妙に下に移動している。これ以上行くと危ないというところで、俺はそっと先生の手を握ってガードする。すると先生の手はようやく止まったが、ベッドが狭いのか、さらに後ろから密着されてしまう。

「……海原くん……んん……ちょっとだけなら……いいよ……？」

　俺はおっぱいなのかと空野先輩が聞いたが、結論から言うとたぶんその通りであった。この世に先生二人のおっぱいより尊いものなどそんなにないと言い切れる。

　脱出を諦め、俺はせめて二人の先生が風邪を引かないように、毛布を背中までかぶれるようにという気遣いをした。二人の身体に触れず、一枚の毛布でカバーしようとするのは至し難なんの業わざだったが、それくらいの努力はするべきだと、控えめに言って天国のような状況下で考えていた。
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　学校から帰るとき、涼りよう太たのことを見つけたことは何度かあった。

　でも、他の女の子と話しているところを見たことはなかった。先生じゃなくて、同じクラスの女の子みたいで、とても親しそうだった。

「ああ、気にしないでくれ。気をつけてな」

　涼太は、傘のない子に貸してあげてるみたいだった。

　私も傘を盗とられて職員室に行ってきたばかりで、真まっ直すぐここに来ていたら、涼太と話しているのはあの子じゃなくて、私だったかもしれない。

「あっ、う、うん、ありがと……また勉強教えてね、ってそれは駄目か」

　それを聞いて、胸が痛くなって、私は物陰に隠れてしまう。

　涼太と話していた女の子は帰っていって、残った涼太は外を見ていて、その後ろ姿が少し寂しそうに見える。

　──涼太は、自分の傘が一本しかないのに、貸してあげたのかもしれない。

　そう思ったとき、私は隠れるのをやめて、涼太の前に出ていた。

「……海うみ原はら」

「うわっ……そ、空野先輩……」

　そんなに驚かなくてもいいのに、と思った。私がいつも涼太を遠くから見てるから、急に出てきたら驚くのも無理はなくて、それも少し胸が痛かった。

「えーと……先輩が見ていたのなら自分から言うけど、傘かさを盗とられて困ってるみたいだったから、貸しただけだよ」

　私が聞かないうちに笑って言うから、やっぱり私の予想が当たってると思った。

　置き傘はもう私が借りてきたもので最後だった。涼太の性格だと、他の子の傘を持っていったりはしないって分かっていた。

「……絶対、大丈夫？　傘、本当に持ってる？」

　疑ってるみたいなことを言ったら、涼太にもっと嫌われるかもしれないと思った。

「持ってるよ。そう聞かれると出しづらくなるから、先に行っててくれ」

　その声は怒っているふうではなかったけど、拒絶されてるみたいに聞こえた。

　私が考えすぎてるだけ。涼太は、昔のことなんて覚えてない。

　涼太が私のことを嫌いになったきっかけも、もう忘れてる。忘れてなかったら、こんなふうに話してくれるわけない。

「……分かった。今日のバイト、遅れないようにね」

　そんなふうに先輩ぶったことを言って、今でも涼太のお姉さんみたいな気持ちで、そんなふうにしたら鬱うつ陶とうしがられるって分かっていて──。

　この場にいても涼太が困ってしまうから、私は傘を差して外に出て──振り返って、海原がこっちを見てないことを確かめてから、校門に向かう途中の木陰に隠れる。

　涼太のことを、全然信用してない。こんなふうに、監視してるみたいにしたいわけじゃないのに。

　涼太は折り畳み傘なんて持ってない。鞄の中を見て、それを確かめて、私と一緒に帰らなくたっていいから、バス停までくらい送ってあげたい。この雨じゃ、バス停に行くだけでもずぶ濡れになってしまう。

　でも、私が何もできないでいるうちに、涼太は雨の中に飛び出してきて、バシャバシャと音を立てて走っていってしまう。

　足が動かない。そんなことしたら風か邪ぜを引くからって、涼太を止めたいのに、もう間に合わなかったからって諦めてしまう。

　いつだってそう。私に、今さら涼太に優しくする資格なんてない。

　涼太が同じ学校に来てくれたことを、喜ぶことだって許されてない。

　同じコンビニでバイトをするようになっても、ずっとまともに話せなくて、杜山先生や岸川先生のことがあってからようやく少し話せるようになっただけ。

　一つ年上でご近所だっていうだけで、いつまで幼おさな馴な染じみのつもりでいるんだって、涼太にいつ言われるかって、いつも怖くて仕方ないのに、落ち着いているってふりをしてる。

　こんなふうに笑えない私じゃ、涼太のことを誘っても、気味悪がられるに決まってる。

　一緒に傘を差して帰ろうなんて。バイト先に、一緒に行こうなんて──。




　涼太の体調が悪いことも、バイト中から気がついていたのに、私にできたことは、岸川先生と杜山先生に知らせるくらいだった。

　先生たちにお願いすれば、涼太は大丈夫。私が心配する必要なんてない。

　それなのに、先生たちが涼太と仲良くしているところを想像すると、勉強していても全然手につかない。

　杜山先生は、私たち水泳部を応援したいって言ってくれた。

　涼太は勉強とアルバイトを頑張ってるから、部活には入らないんだって店長から聞いた。直接涼太にそんなことは聞けなかった。

　中学校の時、涼太の演奏を見たことがある。でも私は、楽がつ器きに詳しくなくて、涼太がどの楽器をやってるか分からなかった。

　でも、楽しそうだと思った。高校で吹すい奏そう楽がくをやらないのが、ずっと不思議だった。

　話すことができるようになっても、何も聞けないまま。人から聞いて一いつ喜き一いち憂ゆうして、本人の前では自分の気持ちを上手く伝えられなくて、そっけなくしてしまう。

　そんな私を応援するためになんて言われても、涼太は困ってしまうと思う。

　岸川先生のために来てくれるのなら、それでもいい。私が涼太に応援してもらうなんておこがましいけど、岸川先生と杜山先生のことは、涼太はきっと慕したってるから。

　二人にお願いしておいて、そんなふうに考えるのは、ただの嫉しつ妬とだと分かってる。

　涼太が元気になって、吹すい奏そう楽がく部ぶと一緒に水泳部の試合を応援に来てくれても、それは私のためじゃない。

　でも、本当は──。

　涼太が来てくれるだけでも嬉しい。自分が部活をしてるところなんて、涼太には全然関係なくて、興味だってないかもしれない、それでもいい。

　水泳を習い始めたのは、涼太と一緒にいたときに起きたある出来事が理由だった。でも、そんなこと涼太はずっと知らなくてもいい。

　私は棚に置いてある、伏せた写真立てを手に取った。

　小学校の時、涼太の家と、私の家とで一緒にキャンプに行った時の写真。

　涼太はカメラを恥ずかしそうに見ていて、隣にいる私は嬉しそうに笑っていた。
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　岸きし川かわ先生と杜もり山やま先生に看かん病びようしてもらった甲か斐いがあり、俺の体調は試験当日には完全に回復していた。

　試験を終えて、翌週の月曜日に結果が出た──俺は学年二位になっていた。前回から点数が上がったかは答案が返ってこないと分からないが、相そう応おうの手応えはあった。

　教室に行くと、純が俺の席に座っていた。俺が来るなり席を立ち、おどけて椅い子すを勧めれてくれる。

「さすが海うみ原はら大だい明みよう神じんだな。拝おがんだら点数増えたりしねえ？」

「まあ、それなりにな。純は赤点回避できそうか？」

「おうよ、海原が教えてくれたからな。それがなかったら即死だったぜ」

　どうやら純も少しだけ俺と一緒に勉強した成果が出たようだ。

　同じクラスの吹すい奏そう楽がく部ぶ女子二人も、あれから少し勉強を見る機会があったのだが、無事にそれなりの成績を修おさめられたようだ。

「海原くん、おはよ。やっぱりすごいじゃん、二位とかどうやったら取れるの？」

「もっと勉強を教えてもらえば、あたしたちももうちょっと……じゅるり」

「海原大明神の力にまた二人も気づいてしまったか……もう少し、俺だけのものにしておきたかったんだがな」

「そこまで恩おん恵けいを与えた覚えはないがな……」

　純だけでなく、女子とも話すようになったからか、こちらの様子をうかがう人々の態度も変わりつつある。

「海原ってやっぱすげえな……インテリヤクザだから、ガラ悪くてもやっぱ頭いいな」

「でもイラついてそうな時とかあんじゃん、こえーじゃん」

「海原くんの目が怖いのって、勉強のしすぎて目が疲れたとかだったり？」

「ねえ、私らも勉強教えてもらった方がよくない？」

　まだ劇的に変化してはいない。しかし吹奏楽部の女子に声をかけていなかったら、試験の順位が出たところで俺の印象は変わらなかっただろう。

「これで海原くんがうちの部に入ってくれたら……」

「これだけ頑張って勉強してるんだもん、部活してるより大変でしょ。それで練習なんてしてたら海原くんでも身体もたないよ」

「でも、土曜日に水泳部の応援演奏やるんでしょ？　早めに練習来てくれないと、合わせられなくない？」

「なにっ……海原、また吹奏楽やるのか？　なんか去年の文化祭でもやってたよな、あれ？　吹奏楽なんてやってたっけ？　ってビックリしたぜ」

　部活に入るつもりはないとずっと言ってきた。バイトのシフトも、試験明けは多く入れられるだろう。

　今までやってきたことを半はん端ぱにするわけにはいかない──しかし、部活とバイトを両立させることは不可能というわけでもない。

　岸川先生と杜山先生の顔が頭をよぎる。そして、空そら野の先輩の顔も──。

「楽がつ器きは昔やってただけだよ。吹奏楽をやりたいなら、一年からやってる」

「はー、そうだよね……ごめんね、ちせちゃんが凄く期待してるから、うちらもそうなったらいいなって思ってきちゃって」

「海原くん、忙しいもんね。二年生から部活っていうのは、絶対ないわけじゃないけど」

「こら、そういう言い方したら全然引き下がってないでしょ」

　二年から部活を始める生徒が、全くいないわけじゃない。

　その言葉を聞いて心を動かしてしまう俺は、迷ってしまっているんだろう。

　中学最後の吹奏楽のコンクールで、俺たちは県大会より先に進むことができなかった。そのときに、俺は吹奏楽部でできることはやり尽くしたと思ったし、これ以上やっても何も手に入らないと思った。

　報われない努力を続けても虚むなしさが残る。勉強はやった分だけ結果が出やすくなる。

　そうやって理由をつけて、吹奏楽をやらないことを自分に納得させていた。

　去年の文化祭で演奏に参加した時、俺はどう思っていたか。

　演奏が終わったあと、俺は杜山先生に声をかけられて、上う手まく答えられなかった。

　思ったままを答えてしまったら、もう一度火が点いてしまう。

　報われるかどうか分からない努力を、仲間と一緒にがむしゃらに追いかけた日々を思い出してしまう。

　今の俺はそれを否定している。あの頃の俺は今よりも、熱があった。

　熱くなることを諦めて冷めきったあとには、無ぶ愛あい想そうな人間が残るだけだった。




　試験の答案が返ってきたあと、すぐに通常の授業が始まる。

　中休みに、岸川先生からメールが届いた。休み時間には連絡をしていいというのは、俺たちの間のルールだ。そこには、こう書かれていた。




岸川先生：試験の結果を見たが、さすがだな　凄い順位だ

自分：お陰様で、体調も万全で試験を受けられました

自分：ありがとうございます




　礼を言ったあと、しばらく岸川先生からは反応がなかった。移動教室のために純が呼びに来るが、俺がチャットをしていると分かると、空気を読んで先に行っていてくれる。

　それでも、俺もずっと返事を待っているわけにはいかない。準備して席を立とうとした時、ようやくスマホが震えた。




岸川先生：空野のことで、相談したいことがある

岸川先生：放課後、少しだけ時間をもらえるだろうか




　その文面を見た時、良い話ではないのだろうという予感があった。




　放課後、プールを訪れた俺は、岸川先生から空野先輩が出席していること、練習にも参加していることを教えてもらった。

　プールの近くにある、グラウンドに続く土手に移動して、俺は岸川先生から話を聞くことになった。試合前の追い込みなので時間は限られているが、それでも相談しておきたいとのことだった。

「海原、空野とは最近連絡を取っているか？」

「いえ、最近は……バイト先でも、会ってませんでした」

「……やはりか。いや、やはりと言っては海原に悪いが、そうなのかもしれないと思ってはいた」

「空野先輩に、何かあったんですか？」

　俺が尋たずねると、岸川先生は少し迷う様子を見せた──心配をかけないようにということだろうか。

　だが呼んでもらっておいて、何も聞かずに帰るわけにはいかない。

「日曜から試合に向けて練習を再開したが、空野のタイムが少し落ちていてな。まだ代表として出られるタイムではあるが、地区大会で確実に勝てるとは言いにくくなった……本来の空野は、地区大会は順当に勝てる選手なのだが……」

「そう……ですか。空野先輩はバイトも休んでたので、試験疲れかもしれません」

「そうかもしれない。しかし、試験中の自主トレーニングのみの期間があったことを鑑みても、タイムの変化が大きい。特に、後半での追い込みが弱くなっている。体力はもちろん必要だが、精神面が関わる部分に弱さが出てしまっている」

　精神面──確かにどんな競技でも、メンタルの影響は大きい。水泳のように後半が苦しくなる競技では、特にそうだろう。

「何でも海原に結びつけることはしてはいけないが……空野は海原に素そっ気けなくしているように見えて、とても気にかけているように見えた。私や杜山先生が海原に料理を作っていることも、気にしていたようだったしな」

「それは……俺の親と、空野先輩の親が、昔親したしくしていたからです。空野先輩には、子供の頃お世話になっていました。登校するときの班も同じでしたから」

「……これは私の勘で、深読みするような言い方になってしまうが。子供の頃から親しくしていたにしては、互いに距離を置いているような態度で、ぎこちなさがある。何か、二人の間にあったのではないか……？」




　──涼太は近くに住んでて、涼太のお父さんとお母さんに頼まれて遊んでただけ。

　──涼太の……海原のことなんて何とも思ってない。好きなんかじゃない。




　空野先輩と俺は、幼おさな馴な染じみと言える関係だった。

　俺は彼女のことを『奈な々な姉ねえ』と呼んで、空野先輩も俺のことを名前で呼んでいた。

　けれど、俺が空野先輩を慕したいすぎていたせいで、彼女に迷惑をかけてしまった。

　年下の男の子と遊んでた。奈々海はあの子と付き合ってるんだ。そんなふうに友達から邪じや推すいされて、空野先輩はからかわれてしまった。

　分かってはいた。空野先輩は、あの時俺のことを突き放さなければ、ずっと邪推され続けて、からかわれて、心をすり減らしてしまっただろう。

　ショックではなかったと言えば噓になる。あの言葉を聞いたあと、俺は空野先輩に近づかないようにした──これ以上迷惑をかけたら、嫌われてしまうから。

　小学五年のときに、俺たちは幼馴染みではなくなった。

　中学でも、空野先輩と二年間同じ学校にいながら、一度も話さなかった──本当に、ただの一度も。

　遠くに見かける先輩の姿は、少しずつ大人びていった。

　もう一度話すことができたらと願うことはなかった。俺が近づかなければ、空野先輩もまた、俺に接してくれることはなかったから。

　学年が違えばそんなものだ。近くに住んでいると言ったって、ずっと親しくしなければいけないわけじゃない。

　高校が一緒だというのは親から聞かされて、入学前から知っていた。

　それでも初めて言葉を交かわしたのは、夏になってからのことだった。

「空野先輩が、俺が何かしたら調子が良くなるなんて考えたら、先輩はきっと怒ると思います。俺は、先輩に迷惑をかけた……だから、嫌われて……」

「そう、お互いに思い込んでいるだけではないのか？　勝手に人の心を推おし量はかり、決めつけてしまって、それで傷ついて何になる」

　先生には分からない。

　俺がどれだけ悩んだか、空野先輩と昔仲良くしていたことを忘れるために、どれだけ時間が必要だったか。

　けれどそう言ってしまったら、俺はもう先生の前に立つことはできない。

　あれから何も先輩に許してもらう努力をしなかった自分を棚に上げて、先生に苛立ちをぶつけるなんて最低の行為でしかない。

「……試合は週末の土曜日に行われる。泣いても笑っても、そこで結果が出る。私は、空野を勝たせるためなら何でもしてやりたい」

「俺は……」

　ずっと頑張ってきた空野先輩を見てきた。部活が終わってからバイトに来た時、休憩中に眠ってしまっている姿を見たこともあった。

　まだ俺と一緒にいた頃から、先輩は泳ぎが上う手まかった。

　その姿に憧れて、けれど先輩を見て胸が痛くなることから、いつか目を向けられなくなった。

　空野先輩が俺を遠ざけたのは、俺のせいだ。

　俺が、彼女のことを意識してしまったから。幼馴染みというだけでいれば、ここまで悩むことも、先輩と話すときに取とり繕つくろうこともなかった。

「少し、考えさせてください。俺はもう、吹奏楽をやらないと決めたんです」

「そうか。それは、海原……君の選択だ。私はそれを尊重するし、吹奏楽の演奏という形で応援をしなくても、それでもかまわない」

　そんなに、俺を甘やかさないで欲しい。俺はただ逃げているだけだ。昔のことを蒸し返して、空野先輩が今、俺のことをどう思っているのかを聞くのが怖かった。

　俺のことを自分の自転車に乗せて運んでくれた先輩は、優しかった。

　それでも彼女を信じようとしないのは、俺が弱いからだ。

「君は……ずっと傷つくことを恐れて。それで、周囲の人を遠ざけてきたんだな」

　気がつくと俺は、岸川先生に抱きしめられていた。

　頭を抱えるようにして、豊かな胸に顔を受け止められて。先生はジャージの下に競泳の水着を着ていて、すべらかな感触が頰ほおに当たる。

「せ、先生……ここだと、誰かに……」

「見られてもいい。私は、そう思っている……本当は、ずっと前にそう言うべきだったのかもな」

　先生の手が優しく頭を、そして肩を撫なでていた手が背中に回って、温かく包んでくれる。こうしていると心まで溶かされていくような感覚があった。

「君が遠慮をしていて、それに気がついていて……先生と生徒として適切な距離を置きたいという君の気持ちを、理解しているつもりでいた」

「……つもりっていうことは……先生は……」

「時々我慢できずに言っているだろう……『お姉ちゃん』と。私は、海原のことが弟のように可愛かわいくて仕方がない。それは先生と生徒という以上に、私の中で大切にしなければいけない気持ちだ。それを捨ててしまったら、私は私でなくなる」

　先生と生徒は、そんなことはしない。

　俺のことを弟みたいに扱ったりも、自分のことをお姉ちゃんと言ったりもしない。

　それを岸川先生は分かっていて、それでもそうしてくれる。

　俺が一人暮らしをしているから可か哀わい想そうだとかそういう感情ではなく、本当にそうしたいと思って優しくしてくれている。

「それはきっと、杜山先生も同じなのだろう。きっかけや、時間の差はあっても、彼女の海原に対する気持ちはとても強くて、私もかなわないと思わされることがある。それは空野に対しても同じだ」

「……空野先輩は……俺に対して、そこまでのことは……」

「また勝手に決めようとしている。君の思い込みよりも、お姉ちゃんの勘が優れていることだってあるかもしれないだろう？」

　岸川先生は俺を腕から離す──夕日を浴びた彼女の頰に朱が差している。

「……しかし、無む理り強じいはできない。君がどうしてもまだ時間が必要だと言うなら、私も杜山先生も待つべきだろう……だが……」

　空野先輩にとっては、これからの試合一つ一つが、高校生活最後になるかもしれない重要な試合だ。

　俺が先輩を励はげませば、調子が上がるかもしれない。そう岸川先生が思っているとしても、逆効果になる可能性だってある。

「私はそろそろ戻らなくてはいけない。海原、来てくれてありがとう。話をすることができて良かった」

　ただ、話したかっただけのはずがない。

　俺が空野先輩に会ってみると、応援するために吹奏楽部に協力すると、そう答えることを岸川先生は期待している。

　岸川先生がプールに向かって歩いていったあと、校こう舎しやから、吹奏楽部が練習する音が聞こえてくる。俺も聞いた覚えがある、定番の応援曲。

　ユーフォニアムの音は聞こえない。しかし、勝手に指が動いた──前にどこかで聞いた時は、ユーフォのパートが入っていたはずだ。

　有志だから、抜けているパートがあるのか。

　まだ入ったばかりの一年生も演奏に加わっているのか、演奏が止まって、一つのパートだけが吹き直しをする。

　杜山先生が、どんなふうに指導をしているのか。少し困った顔をしていそうにも思う。中学の時の顧問はかなり神経質に一つずつのパートを仕上げていたが、応援演奏ということで、ひとまず曲を仕上げることを重視しているようだ。

　木もつ管かんの音が強く、金管の低音が物足りない。最も低い音を出すチューバも参加していないのだ。会場に楽器を持ち込むのが大変な大きな楽器は、いずれも参加していない。打楽器は入っているが、かなり変則的な編成だ。

　それでも曲として成り立たせているのは、杜山先生の指揮の柔軟さによるところが大きい。どんなふうに指揮棒を振っているのか、頭に浮かんでくるようだ。

「ああ、惜おしい。そこのフレーズは……」

　ユーフォニアムが加わるべき部分に、音が足りない。頭の中に、自分が最も調子が良かったころの音が流れる。

　このまま、吹奏楽部に顔を出せば。今から練習に参加すれば、まだ遅くはないのかもしれない。

　だがその時、俺の迷いを咎めるようにスマホが震えた。電話がかかってきている──バイト先のコンビニから。

「……はい、もしもし」

「あっ、海原くん……良かった、もう学校終わってる？　家に帰っちゃったかな」

　店長の声。少し慌てたトーンで電話をかけてきた時は、どんな用件かはだいたい決まっている。

「俺、これから出た方がいいですか」

「ごめんね、パートさんが一人、お子さんが熱を出しちゃって。テスト終わってからもしばらく休めるようにしてたのに」

「大丈夫ですよ。俺なら、いつでも出られます」

「ありがとう。奈な々な海みちゃんはもうすぐ試合って話だから、できれば海原くんに来てもらえると助かるわ」

「分かりました。十五分くらいで行きます」

　電話をしながら、俺は歩き始めていた。




　一日一日、時間の流れが遅く感じた。

　戻ってきた答案を見ると、総合点は上がっていた。このままの調子で勉強すれば、先生に志望校を言っても苦く言げんを呈ていされることはないだろう。

　親からは電話で話した時、そろそろ塾に通った方がいいんじゃないかと言われた。

　確かに、一人で試験対策をするよりも、塾で蓄積されたノウハウを教えてもらった方がいいとは思う。だが、俺は即答はしなかった。

　人手が足りず、毎日バイトに入って、俺は何も考えないように仕事に集中した。

　岸川先生からも、杜山先生からも連絡はなかった。二人とも、部活のことに集中しているのだろう。

　今は、俺に声をかけても仕方がない。俺が吹奏楽部に参加しないと言ったのだから、二人がそう思うのは当たり前のことだ。




「海原くん、奈々海ちゃん来週からも予定を言ってくれてないんだけど、部活が忙しいのかな？　それとも、そろそろ受験の準備でやめちゃうとか？」

　金曜日の夜。バイト中に店長からそう言われたとき、俺は胸が締めつけられるような痛みを感じた。

　進学を控えた空野先輩は、いつバイトを辞めてもおかしくない。店長もそれを見越して先輩をバイトとして入れたと話していた。

「そうかもしれないですね。試合に勝ったら、ますます練習を頑張らないといけないし」

「明日、試合があるんだっけ？　海原くんは応援しに行ったりするの？」

「いや、俺は……」

「……行かないんだったら、バイト入れちゃうよ？　明日も人手を増やしたい時間があるから。海原くん、できるだけいっぱい入りたいって言ってくれてたよね」

　店長の言い方は、何か俺を試しているみたいに聞こえる。わざとそうしているんだと分かっていて、俺はあえて挑発に乗ってしまった。

「それだと、俺が空野先輩の応援をしに行く方が、自然みたいじゃないですか」

「私は、そう思ってたけど……海原くん、奈々海ちゃんと一緒にバイトに入る時は、背筋がぴんとしてた。あの子はちょっとぼーっとしちゃうところがあったりするから、海原くんがてきぱき動いてフォローしてた」

　店長は、そういうところを良く見ている。見ているのに、普段は言わない。

「俺は、そんなふうに見えてましたか」

「大人なめんなよ？　少年の考えることなんてお見通しなんだから。奈々海ちゃんに優しくしたいっていうの、どれだけ素そっ気けなくしても分かってるわよ」

「っ……や、優しくしたいとかじゃ……ただ、円えん滑かつにできればってだけで……」

　こうなってしまうと、どれだけ俺が取とり繕つくろっても誤ご魔ま化かしきれなくなる。

「他の店員さんとも円滑にできてるのに、奈々海ちゃんだけ腫はれ物ものに触るみたいっていうか、すごく遠慮してるでしょう」

「……分かるものなんですね。店長には、敵わないな」

　素直に負けを認めると、店長は笑う──こんなふうに強い人だから、美人でも独りなんじゃないかと思いはするが、勿もち論ろん言わない。

「あの子はたぶん、まだバイト続ける気だったと思う。急にシフト入れなくなってフェードアウトしちゃうような子じゃないしね」

「店長から電話をするとか、そういうことは……」

「うーん……えーと、大人なめんなとか言っといて恥ずかしいんだけど、私も奈々海ちゃんのことは何ていうか神しん聖せい視ししてるのね。あんな綺麗な子がうちの制服着てバイトしてるだけで、お客さんも大喜びだし、そういうのってある種の才能じゃない。真似しようとしてもできないっていうか」

「つまり……店長も、空野先輩にバイトを続けて欲しいってことですか」

「……前、バックヤードで何か話してたでしょ？　あの日、奈々海ちゃん凄く嬉しそうだった。この子がこんなふうに笑うんだって、お姉さんときめいちゃったわよ」

「空野先輩が……」

「……ていうか、二人とも住所が凄く近いのに、やたら他た人にん行ぎよう儀ぎなのよね。そのわりに、やっぱり仲いいんじゃないって思ったから。海原くんが応援なんて知らないって言うの、勝手に寂さびしいなって思っちゃって」

　店長とこんなに話をするのは、初めてのことだ。いつもこの時間にお客さんが途と絶だえることはない──そう思っているうちに、お客さんが何人か入ってくる。

「……明日、急にシフト入れなくなってもいいから。また奈々海ちゃんのああいう笑顔見たいしね」

　みんな、空野先輩のことを応援している──そして、俺に期待している。

　それでも、もう時間は流れてしまった。俺は、吹奏楽をやらないと決めて、こうして水泳部の試合前日を迎えている。

「いらっしゃいませ。温め、いかがなさいますか」

　明日もこうやってレジ打ちをしているうちに過ぎる。空野先輩は、きっと俺がいなくたって調子を上げているはずだ。




　バイトから上がったあと、家に入ろうとした時のこと。

　ずっとこの辺りで見かけることのなかった、後ろ姿を見つける。あれは、空野先輩だ。

「っ……」

　声をかけようかと迷う。プールでの練習風景を見ていなかった俺は、空野先輩がどんな様子なのかを知らない。

　自転車を降りて押す先輩の足が、少しふらついて見える。

　それを見て、俺は走り出していた。

　足音に気づいて、空野先輩は振り返る。そして、わずかに目を見開く。

「……海原」

「せ、先輩……っ、その……大丈夫ですか……？」

　街灯の下で、先輩の目が潤うるんで見える。しかし彼女は、俺からすぐに目を逸そらした。

「……岸川先生に、何か言われた？」

「あ、ああ……試合前なのに、タイムがあまり良くないって」

「そう……でも、それは海原には関係ない。私が、調子を落としただけだから……」

　空野先輩の声には力がない。元気がないのに関係ないなんて言われても、信じることはできない──それでも。

「先輩、俺が何か……」

「……海原に、迷惑はかけたくない。もう、バイトも辞める」

「……お、俺は何も迷惑なんて思ってない。岸川先生にも言われた……そんなふうに決めつけて、何になるのかって。でも、俺だって空野先輩に……」

「私は……海原に、岸川先生とのことで何か言う権利なんてない。勘違いをして、お説教みたいなことして……ごめんなさい。もう、しないから」

　責めたかったわけじゃない。

　俺が先輩に対してそうしていたように、先輩も遠慮していた。お互いに距離を取り合って、ぎこちないままで、それを変えようとしてこなかった。

　空野先輩が歩いていく。振り返らずに進んでいく。

　何かがあったのなら、理由を聞きたい。そんなふうに頑かたくなになる理由を──でも。

　ずっと、距離を置いてきた。他た人にん行ぎよう儀ぎにすることが当たり前で、昔のことを忘れたように接して、それで安心していた。

　門を開けて、家の玄関に入る。居間に入って鞄を投げ出し、ソファに座る。

　言ってくれなきゃ、何があったのかわかんねえよ。

　空野先輩の変化を察するなんて、接する時間が限られていたら無理に決まってる。

　岸川先生も、店長も、俺に期待しすぎだ。当の俺自身が、先輩が何を考えているのか分からなくて、ふとした言葉で一いつ喜き一いち憂ゆうしていたのに。




　──ふふ……すまない、君はやはり優しいな。

　──海原くんの優しいところが分かってもらえたら、人気者になっちゃうわね。




　先生たちはそう言ってくれても、空野先輩の気持ちを明るくすることすらできない。先輩のことが分からなくて諦めてるやつが、優しいわけがない。

　スマートフォンは震えない。分かっていたはずだ、先生たちが俺のために色々なことをしてくれるのは、一時的なことだと。

　先生と生徒。近所に住んでいるだけの二人。どちらも、必ず親しくしなければいけないわけじゃない。

　それでも、俺はどうしたいのか。

　俺は空野先輩のことが分からなくて、それでいいと思っているのか。

　──分からない。今はもう、考えることにどれほども価値を感じなかった。




　長い間、俺はその夢を見ていなかった。

　俺が、空野先輩と幼馴染みでなくなったあとのこと。

　俺とは親に頼まれて親しくしていただけ。本当は好きでも何でもなかった。

　その頃の俺にだって、分かっていた。空野先輩と仲良くすれば、周囲は事実を無視していたずらに囃はやし立たてる。先輩に、これ以上迷惑をかけられない。

　──でも、空野先輩が言っていたことが本心でなかったことを、彼女は伝えようとしてくれていた。

　だから俺は、高校で先輩と再会して、それから昔のわだかまりを忘れたように、知人として接することができた。

　一年の夏休みに意を決してバイトを始めたあと、先輩もすぐに入ってきた。

　先輩が店に来た時、俺はそのことに気づいていながら、特に声をかけたりすることはなく遠くから見ていただけだった。中学の三年間もそうだったように。

　同じバイト先を先輩が選んだことを、俺は都合がいいように捉えなかった。家から適度な距離にあって、学校帰りに向かうことができる、そんな条件で先輩もバイトを探したのだろうと思った。

　水泳部のエースなのに、部活を始めたことを不思議に思いはした。でもそれを言ってしまうのは詮索になると思えて、ずっと触れずにいた。

　一緒にバイトのシフトに入った初日、俺は必要なこと以外は空野先輩と全く話さなかった。昔のことを忘れたわけじゃなく、知り合いだったことすら、周囲に知られてはいけないと思っていた。

　そんな俺に、先にバイトから上がって帰るときに、先輩は声をかけてくれた。

「……涼太」

　聞き間違いではないと思う。先輩はその時だけ、下の名前を呼んだ──不安そうに。

　俺は、すぐに反応できなかった。していいのかどうかも分からなかった。

「……海原。お疲れ様」

「あ、はい。お疲れ様です」

　そこで敬語を使うのは、当たり前のことだと思った。俺はまるで初対面みたいに、空野先輩に挨あい拶さつをした。

　先輩はすぐに立ち去らなかった。何か言おうとして、それは声にならなかった。

「……なさい……」

　唇の動きと、かすかに聞こえた言葉の端はしだけで、決めつけることはできない。

　でも、本当は分かっていた。あのとき先輩が、俺に何を言おうとしたのか。

『ごめんなさい』

　分かっていたのに、気づかないふりをした。彼女の謝罪を受け入れなかった。

　それは、俺が弱かったからだ。また近づいて、そして裏切られることを恐れた。

　先輩は裏切ってなんていなかった。俺が強ければ、もっと先輩の心を楽にしてあげられた。

　幼馴染みでなくなったと虚きよ勢せいを張って、昔のことを忘れようとすることもなかった。







　昨日の夜何か食べたかも覚えていない。勉強をしようとして、手につかずにベッドに寝転がって、そのまま眠ってしまっていた。

　土曜日、試合が行われる日。

　少し開いたところから差し込む光は、朝のものというには明るい。

　もう、試合の時間は過ぎただろうか。空野先輩は、勝てただろうか。

　身体を起こして、カーテンを開ける。今日もバイトのシフトが入っているから、昼前には店に行かなければ──




「──海原！　海原、今すぐ出てきてくれ！」




　最初は目の錯覚だと思った──けれど、瞬きをしても、家の前から彼女の姿は消えなかった。

「岸川……先生……？」

「海原っ……良かった、いてくれたな！　もう時間がない！　早く準備をして出てきてくれ！」

　俺は鍵を外し、窓を開ける──先生はジャージ姿で、きっと水泳部の試合はもう始まる時間で。

「出てきてくれって……先生、一体どこに……」

「場所なんて、そんなことはいい。海原、君がいなくてはならないんだ！」

「俺が……俺がって、分かんないですよ、先生っ……！　なんで俺なんですか、岸川先生も、杜山先生も……俺は、俺にはっ、そこまで言ってもらうようなことなんて……」

「──ある！　あるから私はここにいる！　海原の意見なんて知らない！」

　岸川先生は凜とした声で言い切る。ずるいくらいに堂々としたその姿は、まさに「女騎士先生」以外の何者でもなかった。

「知らないって……そんな、むちゃくちゃだ……」

「無茶でも何でもいい、だから降りてこい！　何なら、私が着替えを手伝ってやる！」

　ご近所迷惑も顧かえりみず、そんなことを大きな声で言う。

　きっと岸川先生は、あとになってこんな大胆なことをしてしまったと恥ずかしがるのだろう──でも。

　こんなふうに行動に踏み切れる先生の勇気を、俺は心から尊敬している。

「ほら、早くしないと門を乗り越えてしまうぞ！」

「っ……分かりました、分かりましたから！　すぐに行きます！」

「うん、朝食もちゃんと用意してあるからな！　向こうに着いたら食べさせてやる！」

　俺は部屋の中に引っ込み、外に出る準備をする。

　どこに行くかと聞いたが、本当は分かっていた──だから着替える服は決まっている。

　姉あねヶが崎さき高校の制服。それを来て岸川先生と行く先は、一つしかない。




　悩んでいたことが馬鹿らしくなるほど、空が青かった。

　岸川先生の後ろについて、俺は自転車を漕こぐ。向かう先は、市営アリーナ。

　水泳部の試合が行われる会場。しかしアリーナに入るわけじゃなく、岸川先生は、会場の近くにある公園に向かった。

「……杜山先生」

　杜山先生は公園の入り口で待っていた──黒いジャケットにタイトなスカートという、いつもの彼女とは違う服装をしている。それは、指揮者としての装いなのだろう。

「海原くん……来てくれると思った」

「すみません。俺、やっぱり練習に出ないで……」

「ううん、いいの。私が無理を言ってたんだから……でもね、やっぱり諦めきれなかった。だって、勿もつ体たいないもの」

「……でも、俺は……」

「海原くんがきっと吹いてくれると思って、楽器はね、車で持ってきてあるのよ。あとで音を出してみて、ちゃんとメンテナンスもしておいたから」

　どうしてそこまで──そんな無ぶ粋すいなことを、もう聞いてはいけないだろう。

　ここに連れてこられると分かっていて、俺は岸川先生についてきた。それで何もせずに帰るなんてことが、できるわけがない。

「それと、海原。ここまで頼ることになってすまないが……」

　岸川先生が公園の中を見やる。そこには、ベンチに座っている空野先輩の姿があった。

「試合が始まるまで、少し一人になりたいと言ってな」

「……俺が声をかけた方が、調子を崩したりしないでしょうか」

「うん……そういう可能性も、否定はできない」

「それでも俺に、行くべきだって言うんですね」

「私もそう思ってる。海原くんのことで悩んでるわけじゃなくても、空野さんは海原くんじゃなきゃ駄目だと思うの」

「い、いや……と、もう否定してたら始まりませんね」

　自信なんてない。昨日の夜、空野先輩と話しても上手くはいかなかった。

　でも、俺はまだ何も言っていない。空野先輩に言いたいと思っていたことを、何も。

　空野先輩の座っているベンチに近づく。彼女は俺が来たことには気づかず、俯うつむいていた──しかし。

「……っ」

　俺を見て、彼女は目を見開く。

　そんなふうに驚いた顔を見るのは、本当に久しぶりだ。

「……海原……どうして……昨日、ひどいこと言ったのに……」

「何もひどいとは思ってない。ひどいのは、いまだに何も分かってない俺自身だ」

　けれど、何をすればいいのかは分かる。

　ここに来てするべきことは一つしかない──岸川先生と、杜山先生に対する感謝を返したいからというだけじゃない。

「こんなこと言われてもって、思うかもしれないけど。俺は空野先輩を応援したい」

　先輩は俺を見ている。何言ってるんだこいつとか、そういう目じゃない──。

　正面から向き合うことができないくらい、俺をじっと見ている。まだ何か言わなければ、先輩は答えてくれないらしい。

「……俺、わりと人に嫌われるみたいなんだ。中学の頃から特にそう言われるようになったっていうか……ほら、目つきとか悪いしさ」

「……知ってる。そういうこと、言われてたのは……でも……」

「でも、岸川先生は全然気にしなかった。さすが女騎士先生だ、なんて最初は思ったけど……本当は、嬉しかったんだ。先生に会ってからずっと、感謝してる」

　岸川先生にも聞かれているだろうか──いや、きっと誠実な人だから、立ち聞きみたいなことはしないだろう。それは杜山先生も同じだ。

「高校になったら自立する前準備として、勉強とバイトに打ち込むって決めた。だから吹奏楽は辞めた……辞めても誰も止めたりしないと思った。でも、違ったんだ」

「……杜山先生は、海原のこと、前から知ってたの……？」

「コンクールに出た時のことを見ててくれたんだ。でも、凄いよな……文化祭の時も、今日も、飛び入りで吹くようにって言ってくれて。文化祭で吹いてから、半年以上も楽器を触ってないんだぜ」

　純のように、おどけた口調になる──あいつと一年前から話していて、俺も少なからず影響を受けていたらしい。

　少しでも笑ってもらいたい。店長が見たという空野先輩の笑顔を、俺も見てみたい。

「……そんなことない。海原は……気づいてないかもしれないけど。バイトしているときも、お客さんがいなくなった時、指を動かしてた」

「っ……み、見てたのか？　バイト中にそんなことしてたら、ちょっとどころじゃなく問題あるよな……」

　勝手に指が動く──ユーフォニアムのパートがある曲を聞くと出てしまう癖。

　空野先輩も気づいていた。だけど指を動かすだけでは、演奏のブランク自体が埋まるわけじゃない──それでも。

「海原なら、吹けると思う。文化祭の時も、凄く上手だった」

「……先輩……」

　空野先輩が、笑った。俺のことを励はげますために、笑ってくれた──これじゃ、完全に立場が逆転している。

「……指だけでも上手だった。ずっと見てたいくらい」

　その笑顔は卑怯だと思った。微笑ほほえみじゃない、はっきりとした笑顔──うちのコンビニのアイドルとして人気を集める彼女が笑ったら、もっとレジが混雑して、大変なことになってしまうだろう。

「……海原、噓ついたでしょ。あの雨の日……傘かさを持ってるって」

「あ、ああ……バス停まで走れば何とかなると思って。ちょっと濡れただけでも、結構身体は冷えるもんだな」

「……今度は、本当のことを言って。私が、海原を温めてあげるから」

「えっ……せ、先輩、それは……」

　空野先輩がベンチから立ち上がる。そして彼女は、目の前に立つと──俺の肩に手を置いて、背伸びをする。

　キスをされるのかと思ったが、そうではなかった。

　耳元で、吐息すら届く距離で、先輩が囁ささやく。

「一位になれたら、また昔みたいに呼んでいい？」

　至近距離でなければ聞こえないくらい、小さな声。けれど確かに伝わった。

　返事をする前に、空野先輩は歩いていく。公園の入り口で岸川先生と杜山先生が待っていて、岸川先生は俺を見て微笑ほほえむと、空野先輩を試合会場へと連れていった。

　杜山先生は、銀色のユーフォニアムを持ってきていた。吹奏楽部は金と銀のユーフォニアムを合計三つ所有しているが、去年の文化祭のとき俺が使わせてもらったものと同じだ。

「こ、これが海原くんの楽器なんだけど……吹いていただけますか？」

「敬語じゃなくても、吹かせていただきますよ。いや、吹かせてください……杜山先生」

「……はい。先生はずっと、この時を待ってました」

　杜山先生が笑う──心から嬉しそうに。そんな笑顔をされたら、ブランクがどうとか言っていられなくなる。

「あ、海原くん！　すごーい、ちせちゃんがほんとに連れてきちゃった！」

「空野先輩も、何か元気になってたし……なんかいい感じじゃない？」

　同じクラスの吹奏楽部女子二人組も、今日の応援に参加していた──どうやら、杜山先生を呼びに来たらしい。
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「有志の子たちでっていう話だったんだけど、うちの部員の子たちは仲がいいから、水曜日までにはほとんど全パートが揃そろっちゃったの。これでも半分なんだけどね」

「先生の人望ですね。俺も、それで参加したようなものですから」

「やるぅー！　ちせちゃんのナンパ上手！」

「ナ、ナンパじゃありません。海原くんと私は、少しずつ関係を積み重ねて……」

「わー、何かえっちっぽい。ねえねえ、積み重ねたって何を？　教えてよ海原くん」

「あいにくだが、今は演奏に集中したい。先生、音合わせの時間はありますか？」

「ええ、でも急がないと時間がなくなっちゃう。みんな、行くわよ！」

「「「はいっ！」」」




　姉ヶ崎高校吹奏楽部による応援演奏は、まず開会式の時と、うちの水泳部が試合に出ている間に行われた。応援団が来ているような学校もあるので、音を出すことについては問題はなかった。しかし、水泳の応援で、しかも地区大会からブラスバンドの応援が来るというのはとても珍しいことらしく、水泳大会の取材に来たケーブルテレビで思い切り映されてしまった。

　空野先輩の出場する競技は、百メートル平泳ぎと、百メートル背泳ぎ。

　岸川先生も審判を務めていて、プールサイドから緊張した面持ちで、部員たちの泳ぎを見守る。時に声を出して励ましながら。

　自分の番が来て、飛び込み台に立った空野先輩は、観客席にいる俺の方を見た──ゴーグル越しでも、確かに目が合うのが分かった。

　俺は声を出す代わりに、ユーフォニアムを構える。そして、杜山先生の指揮に合わせて、スタート後に追いかけるようにして演奏を始めた。

　各校の応援の声と、メガホンを叩く音に負けないように、俺たちは音を響かせる。

　競泳選手は百メートルを泳ぐのに、一分もかからない。その短い時間が、とても長く感じられた──しかし。

「──はぁっ……！」

　結果は、空野先輩の圧勝。二位に身体二つ分以上の差をつけてのゴール。

　俺たちはファンファーレを吹く。気恥ずかしそうにプールから上がってきた空野先輩は、岸川先生や他の部員たちの方に歩いていき、みんなに抱きしめられる。

　ゴーグルと帽子を外した空野先輩は、みんなに揉みくちゃにされたあと、もう一度こちらを向いた。岸川先生も一緒に。

　いつもおどけたりしない二人が、一緒にピースサインを作る。

　杜山先生もそれに答えてピースをする。俺はそこまではできなかったが、みんなと一緒に拍はく手しゆをし続けた──久しぶりの一体感を、心地よく感じながら。
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　とは言っても、クラスでの状況はそこまで大きく変わってはおらず。

「お、おい……今日もギラギラしてるな、海うみ原はらくん……」

「吹すい奏そう楽がく部ぶに出入りしてるらしいが、なんかちょっとイメージ違うよな……」

「更こう生せいのために入れられたって噂だが、いつまで続くだろうな……」

　そういう噂を立てられることには慣れているが、更生ってなんだとは思う。

「なかなかイメージは変わんねえけど、俺は分かってるけどな」

「そいつはどうも。で、どこの宿題やってないんだ？」

「やってはあるけど念のために確認したい。とか言ってみたりなんかして」

「うちも確認したーい！」

「まああんたたちが確認したいって言うなら？　あたしもそうしてあげてもいいっていうか？」

　お前ら本当にやってあるのか、と言いたくなる。透視能力がなくても分かる、こいつらは確実に宿題をやっていないか、途中で心が折れている。

　折れたなら接着剤でも何でも使って、くっつけてやればいいだけの話なのだが。

「あー、でもほんとに海原くんが入ってくれると思わなかった。バイトあるから毎日じゃないけど、やっぱ上手いよねー」

「コンクールには出られないかもしれないけどな。お客さん扱いだけど、邪魔にならないようにするよ」

「正式な部員じゃなくても、飛び入りで十分合わせられるよね。水泳大会の時も、一発で馴な染じんじゃってたし」

　ユーフォニアムのパートは俺を入れて三名だが、水泳部の応援をした日は俺しか都合が合わず、一人でパートを担った。演奏動画を撮っていたのであとから欠席していたメンバーも聞いたのだが、俺の演奏は思った以上に評価が高かった。

　コンクールでも参加してくれるようにと頼まれているが、俺の今までの生活を変えることになるのなら、助っ人部員のままでもいいと言ってもらえた。今のところは、その言葉に甘えることにしている。

　練習に出る時間をできるだけ作ることにしたので忙しくはなるが、毎日何かの予定で埋まっている方が、俺には合っているかもしれない。




　放課後、昇降口のところで、俺はふと既視感を覚える──そして振り返ると、そこには空そら野の先輩の姿があった。

「……海原。今日、部活は？」

「今日はパートリーダーが……って言っても三人だけのパートなんだけどな。委員会でいないから、自主練というかそんな感じだ」

「ふーん……コンクール、海原は出るの？」

「まだ先の話だけどな。コンクールの曲をやってみて、参加できそうなら助っ人として参加する。バイトがある日は、遅おそ練れんには出られないんだけどな」

「高校生でも遅くまでバイトできたら、時間ずらせるのにね」

　本当にそうだと思うが、そればかりは仕方ない話だ。

　空野先輩とは、前よりずっと自然に話せている。しかし、あの試合の日の約束は、今のところ果たされてはいない。

　俺の聞き間違いだったのかとも思えてくるが、そんなことはないはずだ。いつか空野先輩の気が向いたら、と考えておく。

「……私も、練習行かなきゃ」

「ああ。行ってらっしゃい」

「……行ってきます」

　先輩はそう言っておいて、靴を履こうとしない。まだ何か言おうとしているのならと、俺は待つことにする。

「どうした？」

「……海原は、岸きし川かわ先生と、杜もり山やま先生の電話番号は知ってる？」

「あ、ああ……知ってるけど。学校にいる間とかは、あまり連絡しないようにしてる。って、そんなこと聞きたいわけじゃないか」

「ううん、あってる」

「そ、そうか……えーと……」

　先生たちと俺のことが気になると、空野先輩は言ってる。

　なぜ気になるのか、なんて聞くのは違う気がする。けれど急に空気を読むことができるようになるわけじゃなく──。

「……これ……」

　先輩がポケットからスマホを取り出す。先輩が使っているところを、バイト中も一度も見たことがなかった──というより、見た感じ、新品に見える。液晶保護のテープがついたままだ。

「……どうやって使えばいいの？」

　家の電話しか使ったことがない、高校三年生──悪い意味ではなくて、空野先輩はきっと天然記念物級の存在だろう。

「じゃあ、今度教えるよ。バイトのあとでもいいし、どこか近所でもいい」

「っ……そ、そこまでしてもらうのは……」

　空野先輩は慌あわてて遠慮しようとする──しかし、途中で言葉を飲み込んだ。

「……分かった。じゃあ、そのうち……」

　そのうちでも、拒絶されていないのならいい。これまでと比べたら大きな進歩だ。

「……あの時の……試合の時の約束も、そのうち……」

「……え？」

「……何でもない。海原、またね」

「先輩、液晶のフィルムは保護フィルムに張り替えると、画面が傷つきにくくなるから。俺は結構得意だから、今度やろうか」

「……ありがとう」

　やはり淡々とした口調は変わらない。それでもそこには確かに感情があって、俺はそれを聞き分けることができるようになってきている。




「ふむ……空野は携帯電話を持っていなかったのか」

「海原くん、アドレスの交換はしなかったの？」

　放課後、バイトが終わったあと、俺がどこにいるかというと──杜山先生の家だ。

　水泳大会の日のお疲れ様会ということで、岸川先生と一緒に杜山先生の家に招かれた。先生二人と一緒に、生徒の俺が夕食を──なんて、前ならルール違反だと目くじらを立てていたところだが、今のルールは以前のものから拡張されている。




　──先生二人のいずれかに食事を作ってもらう時は、申し合わせて二人で一緒に作ってくれる場合もある。




　先生たち二人にとって有利なルールのようだが、もはや完全に餌えづけをされてしまっている俺には決定権はない。

「杜山先生も和食が得意なので、今日は分担して作ることにした。二人して洋食も得意だから、和洋の融合を試みるのもいいかもしれない。海原はどう思う？」

　素晴らしいと思いますとしか言えない。現時点ですでに食欲が振り切れている。

「岸川先生はね、こう見えて女の子らしいお料理が得意なのよ。海原くんの誕生日には、岸川先生がケーキを作って、私はターキーを焼くわね」

「そ、そこまでしてもらうのは……」

　あまりにも至れりつくせりで、さすがに申し訳なくなる。しかし先生二人は俺の抵抗を許さない。

「記念日はね、杜山さんちのお食事チケットは使わなくてもいいのよ。私たちが、海原くんと一緒に祝いたいだけなんだから」

「チケット……杜山先生は、それで海原を助っ人部員としてスカウトすることに成功したんですか？　私も、水泳部のマネージャーとして海原がいてくれたらと思っていたんですが……」

「女子だけの水泳部でマネージャーはさすがに……でも、何かあったら呼んでください。これだけ食事を作ってもらったら、お礼はしたいですから」

「ふふっ……やっぱり、海原はいい子だな。お姉ちゃんとしては、これからもずっと見ていてあげなければ。空野と仲直りができてよかったな」

「本当に……お姉さんもね、良かったと思ってるんだけど、凄く仲が良くなっちゃってたりしたら、それは不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうにならないように監督しなきゃって……あっ、海原くんのことを疑ってるわけじゃないのよ。私の方が先にお風呂にも入ったわけだし……」

「っ……ち、違……それは杜山先生が、お風呂場で倒れて……」

「そこまで進んでいるとは……そういうことなら、私も一緒にお風呂に入るところまでは問題はないわけか……わ、分かった」

「分かっちゃまずいですよ！」

　学校で恐れられている俺が、先生二人を前にするとツッコミ役に回るなどと、誰が想像するだろうか。

「そ、それより先生、せっかくの料理が冷めますから、そろそろ……」

「そうだな……一緒に入浴するかは今のところは検討事項として、今は海原に私たちの料理を食べてもらおう」

「広いテーブルで良かったわ、三人で並んでも大丈夫だものね」

　良いのか悪いのか──当然のように、俺の隣に二人が座る。挟まれてしまっては、逃げることは不可能だ。

「吸収の面を考えて、まずは野菜から食べるといい。どれがいい？」

「ど、どれでも……岸川先生の料理は、全部美お味いしいですから……ふむっ……ん、んぐっ……」

「……海原くん、喉のど仏ぼとけがこくんって動いてる。可愛かわいい……ずっと見てたいくらい。はい、お茶飲む？　それともお味噌汁？」

　右の二の腕には岸川先生の胸がむにゅむにゅと当たり、左の二の腕は、杜山先生の胸の谷間に挟まれている。彼女たちは今もエプロンをしているままだが、それは申し合わせたのか、それとも外すのを忘れているのだろうか。

「海原くんはお箸を持たなくていいのよ、二人で食べさせてあげるから」

「……本当に家庭料理に弱いな、海原は。そういう反応をしてくれるから、作りがいがある」

　岸川先生が卵焼きを俺の口に運んでくれる。口に入れただけでとろけて、その舌触りは官能的ですらある。

「海原、寂さびしいときはいつでも言ってくれて構わないからな。私はいつでも、海原に料理を作りに行って、食べさせに行く用意がある」

「ふふっ……私も。海原くんが部活に来てくれるようになって、すごく忙しいと思うから。海原くんが良かったら、いーっぱい、色んなことをお手伝いしてあげる」




　高校生活は何もなく、自立をするための過程だとばかり考えていた。

　けれど岸川先生に出会って、一年の夏休みから空野先輩とバイト先で一緒になって、文化祭で杜山先生に声をかけられて。

　その一つずつが、俺を少しずつ変えていった。

　続けても仕方がないと思っていた吹奏楽ももう一度始めて、岸川先生と空野先輩がいる水泳部を応援していく。

　それでも忘れてはいけないことがある。どれだけ先生たちが、俺を甘やかしてくれるとしても、先生と生徒というより距離が近づいても。

　先生と恋をするなんてドラマは、始まりそうにない。

　──今のところは。
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